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児童生徒数の減少が加速しています。令和６年５月１日現在にお

ける本市の児童数は15,672人、生徒数は8,467人です。全国で学校

の統廃合が進み、本市でも本年度末をもって、田浦小学校、走水小

学校が閉校し、それぞれ長浦小学校、馬堀小学校に統合されます。

田浦小学校も走水小学校も明治時代の学制から程なく創立された

学校です。走水小学校は明治６年（1873年）、田浦小学校は明治７

年（1874年）に学び舎が開かれ、どちらも150年以上の歴史と伝統

が刻まれた、「老舗の学校」です。この間、子ども達や地域の方々

によって息が吹き込まれ、命みなぎる地域の拠点として存在し続け

てきました。 

このような学校の閉校は、現在在籍している児童や保護者以上に、

地域の方・卒業生が無念さを抱くのは容易に想像されます。「閉校」

という学校の節目を務める教職員の方々には、最大限の敬意を表し

たいと思います。 

統合が決まってからの時間をどのように過ごし、どのように閉校

を迎えるか、日常の学校運営や教育活動には無い、大変難しい課題

に直面されてきました。新たな学校づくりに向けて、前向きな気持

ちを表すことの責務さえ秘めての日々であったことと思います。 

その中で、統合に向けて貫かれたことは、「目の前の子ども達に

とって」「未来を担う子ども達が」と、常に子どもを主語にして歩

まれたことです。 

特に総合的な学習の時間では、子ども達自身や、住む人々の思い

をもとに、自然環境やもの、地域のお気に入りや自慢を見つけ、子

ども達が「よさ」を自覚し、誇りをもって新たな学び舎へ向かうよ

う取り組まれてきました。 

時には、両校の児童が交わる機会を設け、統合後に抵抗なく学校

生活を送れるようにしたり、教師同士が会議を行ったりし、新たな

学校のスタートに向けて熟慮されてきました。 

これは、統合後学びを共にする長浦小学校と馬堀小学校も同じ思

いであったと考えます。 

閉校の責務を背負って学校づくりをしてくださった校長先生は

じめ教職員の皆様には、統合決定から統合の日まで、そして統合後

の子ども達の安心な学びの保証までにご尽力をしてくださいまし

た。田浦小学校と走水小学校に関わってくださった皆様に敬意を表

し、田浦小と走水小の子ども達の、これからの活躍と健やかな成長

を心から願っています。 
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日本の教育    令和６年度 

 
総務省の人口推計によると、令和６年（ 2024 年）８月１日現在の日本の総人口は、１億

2388 万７千人であり、依然として人口減少、少子高齢化が加速している。  

2024 年度の学校基本調査では、小学生の在学者数は 594 万 1729 人で、初めて 600 万人を

下回った。中学生は 314 万 1166 人で、３年連続過去最少を更新している。大学生も減少に

転じている。 

一方、公立校に通う小中高校生で日本語指導が必要な児童生徒は 69,123 人で、過去最多

となる。 

教員不足が深刻な問題であり、中央教育審議会教員養成部会では、教員免許がない社会人

を教員に登用する「特別免許状」を拡大するため、免許授与指針の改正案を了承した。  

また、文部科学省は、公立学校教員採用の１次試験の標準日を 2025 年度から５月 11 日

に前倒しすると都道府県教育委員会などに通知し、教員確保のための採用試験の早期化が

一層加速された。 

さらに、中央教育審議会の特別部会では、公立学校教員の人材確保に向けた「審議のまと

め」により、「10%以上」への教職調整額の引き上げを提言した。政府も「経済財政運営と

改革の基本方針 2024」の閣議決定により教職調整額を「少なくとも 10％以上」へ引き上げ

ることを明記している。 

教職員の働き方改革が大きな課題となる中、公立学校の部活動について、スポーツ庁と文

化庁の「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議」が中間とりまとめを

公表した。部活動の「地域移行」を「地域展開」に名称変更し、2026 年度～2031 年度を「改

革実行期間」に設定した。 

７月には、約 20 年ぶりとなる新紙幣の発行と流通が始まった。新紙幣の肖像は、 1 万円

札が渋沢栄一、５千円札が津田梅子、千円札が北里柴三郎である。  

８月には、夏季五輪パリ大会、パラリンピックパリ大会が開催された。  

10 月、ノルウェー・ノーベル委員会が、今年のノーベル平和賞を、日本原水爆被害者団

体協議会（日本被団協）に授与すると発表し、平和の大切さを世界へ発信する機会となった。 

以下に、本年度の教育界の主要な動きを記す。  

 

◆デジタル化推進の波 

 文部科学省が実施している全国学力・学

習状況調査において、生活習慣などを聞く

児童生徒質問紙調査を、初めて全児童生徒

がオンラインで回答する CBT 方式で実施し

た。今後、2027 年度から、パソコン端末を

活用してオンラインで出題・解答する方式

（CBT）に全面移行する案が示されている。 

 不登校児童生徒数が増加する中、文部科

学省は、学校教育法施行規則の一部改正を

公布した。 

小中学校の不登校児童生徒が、学校外機

関や ICT（情報通信技術）を活用した自宅学

習の成果を学校の成績に反映できると明確

化した。 

生成 AI（人工知能）が目まぐるしく発展

する社会において、文部科学省は、学校現場

での利活用に関するガイドラインの改訂版

を公表した。 

デジタル教科書の活用も話題となってい

る。これまで同様の紙の教科書とデジタル

教科書の選択と効果的な活用は今後も課題

である。 

 

 

◆教員の確保・働き方改革と教育課程 

 文部科学省は、「今後の教育課程、学習指

導及び学習評価等の在り方に関する有識者

検討会」がまとめた「論点整理」を公表した。

総授業時数を現行以上に増やさず、カリキ

ュラム・オーバーロード（教育内容の過積

載）が次期学習指導要領で課題になってい

る。 

 また、教員の確保・働き方改革の点から、

標準授業時数を上回る教育課程（年間 1086

時間以上）を編成する学校に見直しを要請

した。 

 

◆いじめ・不登校問題 

 令和５年度児童生徒の問題行動・不登校

等児童生徒数は、34 万 6482 人と前年度に比

べ、47,000 人増加し、過去最多になった。

いじめの認知件数も、73 万 2568 件で過去最

多になった。 

うち、「重大事態」は、1,306 件で、過去

最多を更新している。 
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横須賀の教育  

◆ 児童生徒  

本年度、市立学校に在籍する幼児児童生徒数は、幼稚園５人、小学校 15,648 人、中学校 8,463人、特

別支援学校 55人、高等学校 1,119人で、減少傾向が続いている。（令和６年５月 1日現在） 

 

１ 児童生徒の体力・運動能力、運動習慣等 

平成 27 年度から小学校３年生から中学校３年

生、全児童生徒を対象に「横須賀市児童生徒体力・

運動能力、運動習慣等調査」を実施し、実技調査

の結果や運動習慣等の体力との関連が深い事柄

について、その経年変化などから本市の児童生徒

の傾向や課題について分析してきた。（令和２年

度については、新型コロナウイルス感染症の影響

により中止） 

特に、体力下位層（Ｄ・Ｅ）の割合については、

前年度に比べ、小学校女子を除き、全体的に改善

傾向が見られた。また、「運動が好き」「運動は

大切」「体育保健体育の授業が好き」等の児童生

徒の内面（意識）に係る調査結果については、同

一集団における前年度（令和５年度）の結果と比

較し、小学校は全ての学年・性別で数値が低下し、

逆に、中学校においては、半数を超える学年・性

別で数値が上昇するなど、校種によって異なる結

果となった。 

 

２ 横須賀市立小・中学校学習状況調査 

 本調査は、児童生徒の学習状況及び生活習慣等

を把握・分析し、その調査結果を、各学校の指導

方法の工夫・改善及び児童生徒の学習に役立てる

ために小学校２～５年生と中学校１・２年生を対

象に実施した。 

 

（１）教科に関する調査結果 

小学校は国語、算数、中学校は国語、数学につ

いて実施した。 

 学年・教科によっても傾向は異なるが、全ての

学年・教科において、本市の児童生徒の平均正答

率は、全国の児童生徒の平均正答率を下回った。 

 学年・教科によって異なるが、自分の考えや根

拠を明確にして説明したり、条件に沿って作文を

書いたりするなど、記述することに課題が見られ

た。 

 

（２）質問紙調査結果 

 自己認識にかかわる項目については、いずれの

学年においても全国とほぼ同程度だった。社会性

にかかわる項目のうち、「対話・話し合い」につ

いては、学年が上がるごとに、値が大きくなって

おり、各校の学習活動において対話や話し合いを

多く取り入れるとともに、児童生徒がその意義を

実感していると捉えることができる。 

 学級環境にかかわる項目のうち、「いじめサイ

ン」「対人ストレス」については、全ての学年に

おいて下回っており、いじめやその兆候、人間関

係の不安を感じている児童生徒の割合が全国と

比較して高いと捉えることができる。 

 生活・学習習慣にかかる項目のうち、「学習習

慣」については、全ての学年において全国を下回

った。学校における学習を家庭での学習につなげ

ることができるよう指導改善を図る必要がある。 

 

３ 全国学力・学習状況調査 

 小学校６年生と中学校３年生を対象に実施さ

れた。 

 

（１）教科に関する調査結果 

小学校は国語及び算数、中学校は国語及び数学

について実施された。 

 全ての学年・教科において、本市の児童生徒の

平均正答率は、全国公立学校の児童生徒の平均正

答率を下回った。しかし中学校３年生国語及び数

学については、ほぼ同程度と見ることができる。 

 自分の考えを表現したり、記述したりする力を

伸ばすとともに、粘り強く課題に取り組む力を育

成するよう指導改善を図る必要がある。 

 

（２）質問調査結果 

 家庭での学習習慣が身に付いていない児童の

割合が、全国平均値よりも高い傾向が見られた。

ゲームや携帯電話、スマートフォンの使用時間は

どのぐらいが適切か見直したり、自身の学びの過

程や変容を自覚したりする場面を設ける必要が

ある。 

 困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる

大人に相談できると回答している児童生徒の割

合が低い傾向にあった。 

 学校で、PC・タブレットなどの ICT機器を使用

する頻度については、中学校３年生において全国

平均値を大きく上回った。１人１台端末の配備か

ら４年が経過した中学校において、ICT 機器が学

習活動の１つのツールとして定着していること

がうかがえる。今後も効果的な活用や個に応じた

指導等への活用の充実を図る必要がある。
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横須賀の教育   

◆ 教職員数   

資料から教職員数の傾向を分析すると、大量退職、大量採用の影響を受け、経験 10年以下の教員の割
合が多くなっている状況である。このため、人材育成は学校にとっての重要課題であり、教育委員会が
中心となり研修等を進めている。 
また、今後においても退職者数、新採用者数は同程度の推移が予想される。この推移から、経験豊富

な教員の数は極端に減少し、各学校に経験 10 年未満の教員が増加していくため、教職員の研修の在り
方や校内の研修の在り方を検討していく必要がある。
 

〇教職員数の推移状況 

※令和６年５月１日現在 

 ※高等学校は、全日制・定時制を含む 

 ※表１、２、４の（ ）内については、事務職  

  員・栄養職員数 

 

《表１》市立小・中学校の教職定数の推移（人） 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

R２ 
1,072 

（56） 

647 

（26） 

161 

（12） 

1,880 

（94） 

R３ 
1,077 

（58） 

651 

（26） 

162 

（13） 

1,890 

（97） 

R４ 
1,084 

（61） 

641 

（26） 

165 

（12） 

1,890 

（99） 

R５ 
1,082 

（59） 

645 

（27） 

163 

（13） 

1,890 

（99） 

R６ 
1092 

（59） 

649 

（25） 

163 

（11） 

1,900 

（95） 

      

《表２》退職教職員数の推移（人） 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

R２ 
34 

（５） 

35 

（０） 

17 

（０） 

86 

（５） 

R３ 
38 

（６） 

27 

（０） 

12 

（０） 

77 

（６） 

R４ 
47 

（３） 

43 

（０） 

３ 

（０） 

93 

（３） 

R５ 
53 

（１） 

47 

（０） 

６ 

（０） 

106 

（１） 

R６ 
32 

（０） 

26 

（０） 

４ 

（０） 

62 

（０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《表３》初任者研修対象教員数の推移（人） 

（ ）内は養護教諭数 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

R２ 
56 

（２） 

33 

（０） 

３ 

（０） 

92 

（２） 

R３ 
55 

（２） 

32 

（０） 

７ 

（１） 

94 

（３） 

R４ 
51 

（２） 

29 

（１） 

７  

（０） 

87 

（３） 

R５ 
66 

（１） 

28 

（１） 

９ 

（０） 

103 

（２） 

R６ 
34 

（１） 

37 

（０） 

６ 

（０） 

77 

（１） 

 

《表４》再任用教職員数の推移（人） 

 

 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

R２ 
54 

（８） 

53 

（１） 

22 

（０） 

129 

（９） 

R３ 
52 

（13） 

64 

（０） 

30 

（０） 

146 

（13） 

R４ 
42 

（７） 

68 

（１） 

23 

（０） 

133 

（８） 

R５ 
35 

（13） 

43 

（１） 

24 

（０） 

102 

（14） 

R６ 
31 

（７） 

43 

（１） 

19 

（０） 

93 

（８） 
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横須賀の教育  

◆ 教育行政  

令和６年度の教育費当初予算総額は、142億 1171万円、前年度比で 0.3％、3億 4280万円の増額。一

般会計に占める割合は 8.4％。 

平成 29 年 11 月 28 日付教育委員会委員長等の選任以降、平成 30 年 12 月 22 日まで、教育委員会は、

新倉聡教育長、荒川由美子委員（教育長職務代理者）、三浦溥太郎委員、小栁茂秀委員及び澤田真弓委員

の体制で執行した。平成 30 年 12 月 23 日付で、三浦溥太郎委員に替わり川邉幹男委員が選任され、更

に令和元年 11 月１日付で、小柳茂秀委員に替わり元木誠委員が選任された。これにより、新倉聡教育

長、荒川由美子委員（教育長職務代理者）、澤田真弓委員、川邉幹男委員及び元木誠委員の体制となった。

なお、令和５年８月１日付で、新倉聡教育長が再任され、３期目となった。 

 

１ 教育政策関連 

令和４年２月に、令和４年度から令和 11 年度

までの８年間の計画である新たな「横須賀市教育

振興基本計画」が策定され、その実施が始まった。

計画の策定に当たっては、学校関係者・児童生徒・

保護者・地域関係者が一体となり、横須賀の教育

の未来についての夢や理想を自由に語り合い、そ

してどのような教育を目指すべきか繰り返し議

論を重ねる中で、横須賀の目指す教育の姿を「あ

なたが好き 私が好き 横須賀が好き と誇れ

る人づくり」とした。基本計画では、その実現の

ための基本的な方針として、「自立心と主体性の

あるより良い社会の創り手を育てます」「多様性

を認め合う共生社会の担い手を育てます」「生涯

を通じた学びを支援します」「持続可能で魅力あ

る教育環境を整えます」の４つを定めている。 

また、令和４年度から令和７年度までの４年間

の計画である「前期実施計画」においては、基本

的な方針に基づく８つの柱と、それぞれの柱に紐

づく 21 の施策を位置付け、それに基づき各事業

の取組を進めている。 

 

２ 教育指導関連 

学力向上事業では、小中学校に学習支援員を配

置した。前年度まで配置していた「小学校低学年

授業アドバイザー」は、「小学校授業アドバイザ

ー」に改め、低学年担任に限らず、経験年数の少

ない小学校担任の授業力向上をサポートするた

めに配置した。また、小学校高学年教科担任制を

推進し、特定教科の専科指導と、学級担任間の授

業交換により、組織的な指導力・対応力の向上に

努めた。中核教員育成事業も継続し、市内学校か

らの推薦を受けた中核教員の育成のために、授業

改善の視点で年間を通じて担当指導主事が授業

にかかわる指導助言を行った。 

国際コミュニケーション能力育成事業では、全

市立学校へネイティブスピーカー指導者を配置

または派遣した。小学校では、指導主事や外国語

活動アドバイザーによる外国語の授業実践の研

修を引き続き実施するとともに、英語専科担当教

員の配置も、引き続き 10名を 40校に配置した。 

チャレンジアップ事業では、中学生希望者全員

を対象に英検・漢検・数検の準２級以上の受験料

の全額補助を引き続き行った。 

各学校の学校運営に関しては、前年度の学校評

価を踏まえた学校重点プランの作成について指

導・助言を行い、計画・実践及び検証のサイクル

の確立に努めた。さらに、全校に設置している学

校運営協議会の活動を推進し、学校が地域の中の

学校であり続けることを目指した。 

児童生徒の行事は、芸術鑑賞会、子どものため

の音楽会、読書感想画展、児童生徒書写作品展、

児童生徒造形作品展、よこすか子ども発明展、よ

こすか子ども科学賞を通常通り開催した。また、

作詞･作曲募集、学校文集等の作品募集も行った。 

小中学校教育課程研究会は、６月はオンライン

により開催し、８月は集合して開催した。幼稚園

教育課程研究会は７月に、高等学校教育課程研究

会は 11月に、それぞれ集合して開催した。 

 

３ 支援教育関連 

 「支援教育推進プラン（令和４～11 年度）」に

基づき、共生社会の担い手を育むことを目指し

て、３年目の取組を進めた。 

神奈川県教育委員会の「インクルーシブ教育校

内支援体制整備事業」については、令和５年度に

引き続き池上小学校を指定校とした。 

不登校児童生徒への支援やいじめ等の未然防

止及び早期発見・早期解決のため、スクールソー

シャルワーカーの配置日数を年間 450日に拡充し

た。相談教室や教育委員会教育相談では、学校と

の連携を重視して対応した。 

支援教育研修講座や特別支援学級新担任者研

修講座、児童指導担当者研修講座、生徒指導担当

者研修講座では、国や県の動向を踏まえつつ、多

様な教育的ニーズに的確に対応できるよう、教職

員の資質向上を図った。また、支援教育コーディ

ネーターのスキルアップと校内支援体制の強化

を図るため、支援教育コーディネーター連絡会を

実施した。 

 



 

- 7 - 

主催行事では、不登校児童生徒及びその保護者

を支援するため「不登校をともに考える会（６

/29）」「進路情報説明会・不登校相談会（10/３）」

を開催した。また、特別支援教育に関しては「就

労支援のための合同学習会（11/２）」と「第 14

回児童生徒ふれあい作品展(11/22～11/26）」を開

催した。 

 

４ 保健体育関連 

学校保健関係では、児童生徒の疾病を予防する

ため、就学時健康診断、結核検診、尿検査（蛋白、

潜血、糖）及び心臓検診の健康診断を実施した。 

準要保護児童生徒に対して眼鏡購入費等を援

助した。 

児童生徒に安全な環境を確保するとともに教

育効果を高めるため、学校環境衛生検査を行っ

た。 

学校保健の充実発展を図るため、心肺蘇生法実

技研修講座、健康安全に関する研修講座、養護教

諭研修講座、よい歯の図画・ポスターコンクール

及び標語コンクール、横須賀市学校保健大会など

を開催した。 

 学校管理下における児童生徒の災害に対して

独立行政法人日本スポーツ振興センターに給付

金を請求し、保護者に支給した。また、市立学

校災害見舞金支給要綱に基づき見舞金を支給し

た。 

 学校体育関係では、第 73 回中学校総合体育大会

総合開会式を４月 20 日、第 75 回市中学校男子駅

伝競走大会及び第 41 回中学校女子駅伝競走大会

を 10 月 19 日、第 56 回小学校児童陸上記録大会

を 11月９日、第 42回児童生徒表現運動・ダンス

発表会を 11 月 23 日、第 58 回小学校児童ボール

運動大会を 12月４日に開催した。また、第 49回

小学校児童相撲大会については、本年度より廃止と

なった。 

 

５ 学校食育関連 

学校給食法に基づき、市立小学校・ろう学校で

は全市統一献立により、養護学校は独自献立によ

り完全給食を実施した。 

市立中学校では、学校給食センターによる完全

給食を実施した。 

学校給食にかかわる各種研修会、各種検査、給

食施設の維持管理、給食用備品・消耗品の整備な

どを行った。また、統一献立での地場産物の使用

や米飯給食の推進を行った。  

学校給食費公会計化において、給食費の徴収・

管理及び未納者への督促等を行った。準要保護児

童生徒に対しては、給食扶助費を支給した。  

学校における食育推進のため、食育担当者会を

はじめ、栄養教諭ネットワーク会議や研修会を開

催した。 

６ 学校施設の整備 

本年度の主な学校教育施設整備は、体育館電

灯改修（鷹取小、公郷小、池上小、明浜小、富

士見小）５校、外壁改修（明浜小、北下浦小）

２校、トイレ改修（久里浜中）１校、教室建具

改修（田浦中）１校、などを実施した。 

上記の他にも様々な学校で施設改修を実施した。 
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教育研究所概観   

学校と教育委員会が取り組むべき指導の重点として、「確かな学力を育成する」「健康の保持増進と

体力の向上を図る」「多様な人々と協働する力を育てる」の３つを設定し、各課が連携を取りながら横

須賀の目指す教育の姿『あなたが好き 私が好き 横須賀が好きと誇れる人づくり』に迫るため各施策・

事業を推進してきた。 

教育研究所の運営の基本方針を「本市の学校教育活動全体の質的向上を目指し、教職員の育成と、多

様な教育課題に対応する学校への総合的支援を行う。」とし、以下の５点を重点とした。 

○ 教職員の資質能力の向上と人材育成 

○ 教育の情報化推進（情報教育 教科指導における ICT活用 校務の情報化） 

○ 調査研究成果の周知と発信、カリキュラムセンター機能の更なる充実 

○ 環境整備及び適正な事務執行 

○ 他課との連携を密にした運営 

 

１ 概要 

○教員研修の資質能力の向上と人材育成 

 本市の研修体系に基づき、教職員の資質・能

力の向上を図るため、実践的で実り多い研修を

実施した。 

 

○教育の情報化推進 

（１）情報教育の推進 

  教員の指導力をはじめ、情報モラルの育成

等に関して、研修を実施した。引き続き、他

課と連携して進めていく。 

（２）教科指導における ICT 活用 

  情報活用能力の育成を図るためには、各教

科等において機器を適切に活用した学習活

動の充実を図ることが重要である。１人１台

端末を活用して、更に授業を豊かなものにし

ていくため、研修の充実を図った。 

（３）校務の情報化 

  子どもと向き合う時間づくりと教育情報

を共有することをねらいとして、校務支援シ

ステムの活用方法等の研修を行った。 

 

○調査研究成果の周知と発信、カリキュラムセン

ター機能の更なる充実 

 長期研究員による研究、教育研究所連盟による

研究、横浜国大との連携等、調査研究を充実した

事業とするため、その成果を発信した。今後、カ

リキュラムセンターとして、機能を十分に発揮す

るにはどのようにしていくかを検討していく。 

 

○環境整備及び適正な事務執行 

令和元年度から令和５年度にかけて、照明の

LED 化、外壁及び屋上の防水工事、空調設備、

非常用発電機など主要設備に関する大規模な

改修工事を実施した。令和６年度においては、

大規模改修工事が一段落し、工事は実施しなか

ったが、施設の老朽化や改良に伴う様々な修繕

を行った。業務及び予算執行で滞ることなく、

適正に執行した。 

○他課との連携を密にした運営 

 研修を実施していく上で、関係各課と連携し

て研修を行った。今後も教職員の資質・能力の

向上を目的として、学校を支援できる教育研究

所として運営していく。 

 

２ 調査研究 

横須賀市の学校教育の現状を把握し、学力向上

に向け、現在の教育課題の解決と学校教育の一層

の充実に貢献することを目指し、県や他市、大学

等の研究発表に参加した。 

本年度の横須賀市長期研究員は、「全国学力・

学習状況調査データの利活用」をテーマに、研究

に取り組んだ。 

理科センターとしては、理科室の環境整備を進

め、理科教材の開発とその発信に努めた。本年度

は８校に理科室訪問を行い、適切な薬品管理に努

めるよう各校に指導・助言を行った。 

また、図書・資料室の機能整備と有効利用の促進、

理科教材の展示、教育研究の情報提供などに努めた。 

 

３ 教員研修 

中央教育審議会から出された令和３年 11 月の

審議まとめ及び令和４年 12 月の答申において、

「新たな教師の学びの姿」が示された。 

「新たな教師の学びの姿」 

・変化を前向きに受け止め、探求心を持ちつつ自

律的に学ぶという「主体的な姿勢」 

・求められる知識技能が変わっていくことを意

識した「継続的な学び」 

・新たな領域の専門性を身に付けるなど強みを

伸ばすための、一人一人の教師の個性に即した

「個別最適な学び」 

・他者との対話や振り返りの機会を確保した「協

働的な学び」 

そのような背景の中、令和５年度から新たに研

修記録を活用した制度が位置付けられ、横須賀市

においても、神奈川県立総合教育センターと連携

して研修記録を作成し、受講者が研修履歴を確認
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できるような環境を整えている。 

令和６年度は、具体的な目標と方針として①教

師として求められる資質・能力、指導力の向上を

図ること②学校組織の活性化と人材育成を図る

ことを掲げて事業を展開してきた。 

また、「新たな教師の学びの姿」を実現するた

め、研修の内容について「神奈川県のめざすべき

教職員像」の３つの柱である「授業力」「課題解

決力」「人格的資質・情熱」を育てるのに十分か

どうか、横須賀市の教員の実態とも合わせながら

内容を検討した。その中で横須賀市の研修計画を

改めて見直し、教員育成指標の発展期（教職 20年

～）に該当する研修の機会を確保するため、教職

20年経験者研修講座を新設した。 

教員の実態としては、経験年数が少ない教員に

対しても、即戦力となるよう過大な期待が寄せら

れ、それをつなぐ中堅層においても、学校運営の

主体となるよう、優れた能力を発揮できる人材の

育成が急務となっている。 

一方で研修の振り返りからは、経験年数が少な

い教員ほど授業づくりについて悩みを抱えてい

る記述が多く、それと同時に、様々な仕事に追わ

れ、同僚と授業づくりについて話し合う時間の確

保が難しいという状況が垣間見えた。 

こうした状況を踏まえ、教員の「主体的な学び」

を後押しすべく、研修終了後に授業づくりについ

て他者から学ぶ機会となるよう、ワークショップ

型の選択研修として「授業づくりワークショップ

研修講座」を新設した。また、基本研修における

「ペア」または「グループ」による校内研修を前

年度から継続し、授業を通して校内で学び合う機

会の充実を図っている。 

初任者研修講座グループ代表授業への中堅教

諭等資質向上研修講座受講者の参加や、教職１年

経験者研修講座・５年経験者研修講座受講者の教

科等指導員・学校体育指導員授業参観・研究協議

への参加等、教職経験年数が異なる者同士がつな

がり合い、学び合う機会も充実させてきた。経験

によって培われた教師の力がしっかりと継承さ

れていくことが、子ども達に対する教育の質の向

上につながることと期待される。 

また、一人一人が教師としての高い志を持ち続け、

学校においても優れた教師を育てようとする意識が

高まるよう、サポート研修をはじめ教育研究所とし

てのきめ細かな支援を大切にして取り組んできた。 

教員が主体的に学び、自己のキャリアや職責に

応じて、自らの資質を向上できる研修体系を今後

も維持・発展させていきたい。 

 

４ 人権教育の推進 

人権の共存を人権尊重の理念とし、人権教育を「人

権尊重の精神の涵養を目的とする教育活動」と捉え、

人権教育が様々な人権に関する課題解決において極

めて大きな役割をもつとの認識の下に推進した。 

令和６年度は人権教育担当者研修講座を３回、

人権教育指導者養成研修講座を３回実施し、学校

訪問研修として４校に出向いて実施した。 

 

５ 教育の情報化推進 

 学習指導要領において、学習の基盤となる資

質・能力と位置付けられた「情報活用能力」の育

成と、その育成のために必要な「ICT 機器を適切

に活用した学習活動の充実」を実現するため、学

校の ICT機器の環境整備と活用推進を図る事業を

行った。併せて関係各課と連携しながら取り組ん

だ。具体的には、１人１台端末活用のための研修

や各学校の授業での活用を参観した。加えて令和

６年度後期からは校務機から学習用のクラウド

にも一部アクセスを可能とし、１人１台端末の活

用促進を図った。 

 また、「校務の情報化」を目的として校務支援シ

ステムの活用推進を図る事業を行った。具体的に

は、校務支援システムによる成績入力、通信簿作

成、中学校調査書の作成、指導要録、健康診断票の

作成に係る研修やマニュアルの改訂を実施し、各

学校の校務がスムーズに行えるようにした。 

 ほかに、学校ホームページの更新などの訪問研修

を適宜行い、現場に寄り添った支援に力を入れた。  

 さらに、情報セキュリティを確保するため、「学

校の保有する情報の取扱いに関する基準」の改訂

及び周知を図るとともに、ICT 担当者会や情報セ

キュリティ月間（５,10,２月）を通して、情報セ

キュリティ喚起の取組を行った。 

 今後、GIGAスクール構想により配備された１人

１台端末の活用を更に推進し、学校間や教職員間

の活用の差を解消するための研修や授業支援の

充実、職員と児童生徒の情報モラルの育成などに

取り組んでいく。 

 

６ 教育研究所運営に関する懇話会 

（１）構成員 

< 座  長 > 小板橋貴久 (常葉中学校長) 

< 副 座長 > 高橋 直樹 (鶴久保小学校長) 

< 構 成員 > 米持 正伸 (横須賀総合高等学校長) 

< 〃  > 佐藤とみ子 (大津小学校長) 

< 〃  > 三宅  豊 (不入斗中学校長) 

< 〃  > 鈴木 史洋 (教育指導課長) 

 

（２）教育研究所運営に関する懇話会 

第１回教育研究所運営に関する懇話会 

  日時 令和６年５月 17日（金）10時開催 

  場所 教育研究所第２研修室及びオンライン 

 第２回教育研究所運営に関する懇話会 

  日時 令和７年１月 24日（金）10時開催 

場所 教育研究所第２研修室及びオンライン 
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  横須賀市教育研究所条例に基づき、年２回の

教育研究所運営に関する懇話会を開催した。 

第１回では、教育研究所の運営についての質

疑応答・意見交換を行った。 

  第２回では、一年間の成果と課題について、

意見交換し、次年度の運営についてご意見をい

ただいた。 

 

７ 令和６年度予算 

教育研究所費の令和６年度一般会計予算額は、

1,353,854 千円であった。このうち、情報システ

ムの運用や情報教育の推進に係る情報関連予算

は 1,124,369千円で、全体の 83％を占めている。 

 また、各学校費において、市立の小中学校、特別

支援学校における１人１台端末や、高等学校にお

ける教育用パソコン等の整備・運用に関する予算

195,782千円についても所管しており、これらを合

わせた情報関連予算は、1,320,151千円となる。 

その結果、所管予算全体では、1,549,636 千円

となった。 

 

合計(①+②) 1,549,636 

① 教育研究所費 小計 1,353,854 

・情報関連費 

 *情報教育研修費 

 *よこすか教育ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰ事業費 

 *ICT活用教育推進事業費 

1,124,369 

(2,816) 

(583,087) 

(538,466) 

・給与費 190,340 

・学力向上・教育課題研究事業費  481 

・資料情報提供事業費 559 

・理科教育研修費 1,682 

・教員研修事業費 4,445 

・教育研究所管理運営費 31,978 

② 学校費 小計 195,782 

・GIGAスクール推進事業費  

・学校運営費      

60,521 

135,261 

  （単位千円） 

８ 職員 

（１）職員の配属と異動 

令和６年度の教育研究所は、令和３年度から継

続している、教育情報担当課長在任による２課体

制となっている。所長、担当課長含め職員 18名、

会計年度職員 11名、長期研究員１名で組織し、合

計 30名が教育研究所に勤務している。 

 研修・調査研究担当指導主事として、明浜小学

校総括教諭から太田幸美、管理運営係主任とし

て、児童図書館館長から藤原敦子が着任した。 

 なお、引き続き主査指導主事の新谷美紀が教育

情報担当と教育指導課を併任・兼務している。 

 加えて、鴨居小学校籍の本間諒介教諭が教育研

究所の長期研究員として配属された。 

 また、管理運営係主任の川本正明は、民生局子

ども福祉部生活福祉課主任へ異動、教育情報担当

会計年度任用職員の丸瀬正は退職した。 

 令和５年度、主査指導主事を務めていた白井宏

一は、昨年度令和６年１月１日付で、船越小学校

教頭へ異動となった。 

 

（２）人員構成 

所  長 梅谷 尚子 （教育研究所の総括) 

主査指導主事 田山 雅也 （指導主事の統括） 

〃 伊東 誠司 （研修・調査研究 

担当の総括) 

指導主事 淺見 浩 （研修・調査研究・   

理科等) 

〃 鈴木 徹也 （研修・調査研究等) 

〃 太田 幸美 （研修・調査研究等） 

〃 伊藤 学 （研修・調査研究等） 

係  長 濱田 広治 （管理運営) 

主  任 藤原 敦子 （管理運営) 

担  当 武田 裕史 （管理運営) 

会計年度職員 菅原 和子 
(教育史・ 

よこすか教師塾等) 

〃 八木田 実  (研修補助・ 

よこすか教師塾等) 

〃 長島 智仁 (理科教育・ 

よこすか教師塾等) 

    〃 棚橋 美江子  (研修事務等) 

〃 河合 陽子 (図書資料整備・ 

研修補助等) 

〃 大橋 尚美 (研修事務全般等) 

〃 佐々木美樹子 (施設管理運営等) 

   

教育情報担当   

課  長 矢本 歩  (教育情報担当の総括） 

主査指導主事 新谷 美紀  (ICT活用推進等の総括） 

指導主事 岸上 哲大 (ICT活用推進等) 

〃 渡邉 雅人 (ICT活用推進等） 

（横須賀総合高校教諭

を併任：令和６年 12

月１日付) 

主  査 三ツ堀 幸正  (ICT環境整備等の総括) 

主  任 小牧 武史 （ICT環境整備等） 

〃 山口 新人 （ICT環境整備等） 

〃 松本 翔 （ICT環境整備等） 

会計年度職員  柏木 崇子 （教育情報化支援員） 

〃 高木 恵美子 （教育情報化支援員） 

〃 加藤 美由紀 （教育情報化支援員） 

〃 永塚 貴裕 （教育情報化支援員） 

（令和６年５月１日着任） 
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調査研究関係 

◆概要・調査研究事業 

調査研究では、「理科研修や資料提供を通し、教師の授業力向上及び学習環境づくりに寄与し、理科

教育の充実を図る」「教育に関する専門的及び技術的事項の調査・研究を推進し、その成果を還元する」

「市内外の教育に関する研究や資料、研修図書等を収集し、発信する」を目標として取組を進めた。 
横須賀市長期研究では、「全国学力・学習状況調査データの利活用」をテーマに研究を行った。 
資料・情報提供事業では、横須賀市教育情報センターイントラネットサイトと教育研究所図書資料室

を充実させることに努めた。図書資料室には喫緊の教育課題や働き方に関する書籍も配架した。カリキ

ュラムセンターとしての機能の充実を図るべく、イントラネットサイト内の資料の追加・更新・整理を

行った。 

 理科センター機能の充実にも努め、理科教育研修講座を開講した。また、理科教材の配布を行い、活

用を促した。 

 

１ 長期研究 

 令和６年度の長期研究は、「全国学力・学習状

況調査データの利活用」を研究テーマとして実施

した。 

 

―研究概要― 

(１)研究員 鴨居小学校 教諭 本間 諒介 

 

(２)研究主題 

「全国学力・学習状況調査データの利活用に関す

る研究～認知過程分析を主としたワークショッ

プから授業改善に迫る教師に焦点をあてて～」 

 

(３)アドバイザー  横浜国立大学 

          准教授  脇本 健弘  

 

(４)主題設定の理由 

 令和５年度全国学力・学習状況調査(以下、全国

学調)の学校質問紙調査において、全国学調の結

果を学校全体で教育活動の改善に活用している

かを問う設問に対して、横須賀市の小学校は、肯

定的な回答は９割を超えるものの「よく行った」

との回答は 17％となっている。本市では、全国学

調の結果を分析し、学校全体で教育活動を改善す

るために活用していくことが課題として挙げら

れる。 

 そこで、本研究では、学校での教育指導の充実

に活用できる全国学調の分析ワークショップの

モデル案を提案することを目的とした。加えて、

分析ワークショップ後に、教師がどのように授業

改善に生かしていくのかという過程について考

察し、授業改善に迫った教師から継続的な授業改

善サイクルを確立するための示唆を得ることを

目的とした。 

 

(５)研究内容 

 鴨居小学校(以下、所属校)においても、学年ご

とに全国学調、横須賀市学習状況調査の結果の分

析は行っていたが、分析の結果を学校全体で共有

することや、授業改善のための具体的方策を見い

だすことに課題があった。 

 そこで、所属校において、①分析ワークショッ

プの実施、②授業改善事例の収集、③授業改善事

例共有会の実施といった３つの働きかけを行い、

こうした一連の取組全体が効果的であったかを

考察した。 

① 分析ワークショップの実施 

 先行研究を基に、解答類型から児童の思考過程

を解釈する「認知過程分析を主としたワークショ

ップ」を設計し、所属校で実施した。その結果、

実践した分析ワークショップが、教師の授業改善

に向けた意識に十分影響を与えていることが確

認された。特に、解答類型から児童の思考過程を

解釈することで、授業改善のための具体的方策を

見いだす教師の姿が見られた。 

② 授業改善事例の収集 

 分析ワークショップ後に、実際どのような授業

改善が行われるのかを明らかにするため、何名か

の教師に焦点をあて、参与観察を実施した。その

中で、「全国学調のデータ分析」と「児童の見取

り」を組み合わせることで、児童の学びの質が高

まることが確認された。 

③ 授業改善事例共有会の実施 

 10～12 月で収集した事例をまとめた授業改善

事例集を活用し、所属校で、授業改善事例の共有

会（１月）を実施した。授業改善という取組自体

が、個の取組になりがちであるため、継続的な授

業改善サイクルを確立するために、実践を共有す

るための具体的方策が必要だと考えた。 

 これらのことから、全国学調データの解答類型

に着目して、児童の思考過程を解釈することは、

教師の授業改善に有効であると考える。また、そ

うした取組を共有することが、授業改善サイクル

の確立に向けて、より多くの教師の動機づけとな

り得るといえる。 
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 (６)研究成果の発信 

・研究発表会の実施 

・イントラネット上で情報発信 

・かながわティーチャーズデイで提案 

（令和７年度：県立総合教育センター主催） 

 

２ 学校教育賞 

(１)学校教育賞の目的 

本市の学校教育賞の事業は、昭和 24 年度から

実施されている。学校教育の発展振興を図るため

に設けられ、本年度で 75回目を迎えた。 

より広く学校教育に関する研究成果を発信す

るために、研究論文を条件とする研究部門と、実

践報告的研究又は企画提案を条件とする実践・企

画部門を設定した。 

 

(２)令和６年度の応募状況 

研究部門に０点、実践・企画部門に３点の応募

があった。 

 

(３)審査  

 校長会代表及び指導主事で構成する審査準備 

委員会（第一次審査会）を開き、原案を作成した。 

また、教育長が審査委員長を務める審査委員会 

(第二次審査会)で更に審査を行い、次の賞が決定

した。  

【実践・企画部門】 

◎教育振興賞  

横須賀市立追浜中学校 事務主査 吉富 渓佑 

「学校事務職員が行う働き方改革～ICT を活用し

た学校運営参画～」 

〇研究概要と審査員のコメント 

 学校事務職員ならではの視点で、教頭・事務職

間の複雑な事務処理の簡潔化や、教職員の働き方

改革のマネジメント意識の向上を目指し、動向表

や出退勤の管理など、ICT による業務改善を行っ

た。  

働き方改革の目的をよく理解し、まさに今日的

な課題に対し、ICT を活用した取組を実践してお

り、教職員が業務改善を行える優れた実践報告で

ある。また、学校事務職員の立場で自身の知識や

技能を活用し、学校運営に参画しようとした点

や、汎用性の高さなど、「実践・企画部門」にふ

さわしい内容で高く評価できる。 

 

◎努力賞 

横須賀市立野比小学校 総括教諭 大橋 幸史朗 

             教諭 佐古 明香里 

「学校の心理的安全性の向上～対話促進エクサ

サイズの開発～」 

〇研究概要と審査員のコメント 

児童の関係づくりに効果をもたらす「構成的グ

ループ・エンカウンター」を用いて校内の心理的

安全性を高め、前年度の実践に加え、より対話が

促進するよう改善し、教職員の同僚性と児童の対

話的な学びを向上させる実践を行った。 

対話的な学びのためには、心理的安全性の確保

は不可欠である。これまでの研究を発展させ、授

業で実践したことは成果として高く評価できる。

また、前年度の実践を更に分析し、より汎用性が

高まるよう改善した点は、大いに評価できる。 

 

◎奨励賞 

横須賀市立高坂小学校 教諭 正 拓也 

「日常生活の事象を題材とした『統計的な問題解

決』を意識した実践について」 

〇研究概要と審査員のコメント 

 「雑巾がけを正しい姿勢で行う」という、日常

生活の中で身近な事象を課題として取り上げ、体

育の新体力テストの結果と結び付けて、算数科の

統計的な問題解決の場面を設定し、実践を行っ

た。 

算数科の授業におけるデータの活用に際し、日

常生活の事象を題材としており、児童が取り組み

やすい実践的なテーマ設定に創意工夫を感じる。

しかし、実践で扱われた新体力テストの「反復横

跳び」は敏捷性の指標であり、筋力や体幹の強さ

を直接示すものではなく、結果との関連性につい

ては検証が必要である。この点に課題は見られる

が、日々の算数科の授業を他教科の内容や日常生

活と結び付け、算数科の統計的な問題解決への試

みを評価する。 

 

３ 神奈川県教育研究所連盟 研究発表大会 

11月 12日(火)、神奈川県教育研究所連盟第 71

回教育研究発表大会が、神奈川県立総合教育セン

ターにおいて開催された。分科会では、令和５年

度横須賀市教育研究所長期研究員の 大上 悠 教

諭(追浜中学校)が、「子どもの粘り強さを引き出

す社会科の授業～対話による学習の見つめ直し

に視点を当てて～」をテーマに発表した。
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調査研究関係 

◆ 資料・情報提供事業  

１ 図書資料（Ｒ７.３.31現在） 

 令和６年度の図書購入予算は、CD・DVD 付図書

も含めて 27 万 5 千円であった。この予算で、合

計 115冊の図書を購入した。本年度購入した書籍

は、生成 AI などの ICT 活用、教職員の働き方改

革、学校経営や各教科・領域、支援教育、人権教

育、対話的な学び、教師のスキルアップ等に関す

る書籍である。寄贈本は 24 冊であった。 

 所蔵数は、図書 27,393点、教育ビデオ 22点、

DVD 95点（それ以外に本研究所内で視聴可能なビ

デオ 173点、DVD13点）である。 

 また、保管している市内各学校や各地の研究機

関・大学･学校・出版社等から寄贈された研究紀要

及び教育資料等は、前年度より 166点増え、26,720

点になった。 

令和６年度に閲覧提供した雑誌等は次の 14 種

類で、第 1研修室前の棚に配架した。そのうち購

入教育雑誌は８種類である。 

〔定期購入したもの〕 

① 初等教育資料   ② 中等教育資料  

③ 高校教育    ④ 内外教育 

⑤ 教育        ⑥ 教育展望 

⑦ 日経 PC21     ⑧ 語る・かたる・トーク 

〔その他〕 

⑨ 指導と評価    ⑩ 日本教育  

⑪ 部落解放      ⑫ 人権と部落問題  

⑬ ヒューマンライツ ⑭ ＰＨＰ 

広報よこすか、よこすか市議会だより、退職公

務員新聞、解放新聞、地域と人権、みんなにんげ

ん、人権ニュース、まなびかんニュースなどは、

２階事務室前の雑誌専用書架に配架している。貸

し出しはしていないが、常時閲覧可能である。 

購入している新聞は、次の２紙である。 

①日本教育新聞  ②神奈川新聞 

また、教育家庭新聞マルチメディア号は寄贈さ

れている。日本教育新聞、教育家庭新聞マルチメ

ディア号は２階事務室前の雑誌専用書架に、神奈

川新聞は事務室に配架している。 

 

２ 図書室・資料室の環境整備 

本研究所図書室では、図書室内のコーナーを分

かりやすくなるよう常に配置の工夫をしている。

経験年数の少ない教員や教員採用試験対策に役

立つ本を集めたコーナー、「学習指導要領」「学

校経営・法律関係」「情報・学校図書館」「教師・

教育一般」「新着図書」「学力向上」「防災」「特

別支援・教育相談」「国語」「社会」「算数・数

学・理科」「音楽」「図画工作・美術」「体育・

保健体育」「家庭・技術家庭」「プリント教材問

題データベース集」「日本語指導資料」「幼稚園

教育・生活・総合的な学習の時間」「外国語・外

国語活動」「道徳・特別活動」「エプロンシアタ

ー・ビデオ」に分類、整備をしている他、文部科

学省や県教育委員会からの答申等の資料を印刷

した「教育情報」のコーナーなどもある。また、

各研究機関からの「研究紀要」や「学校教育賞」、

各学校別に学校要覧や研究紀要、行事予定表・PTA

広報紙などを収納したコーナーもある。 

新刊本を利用しやすくするために、新刊本コー

ナーを設け、研修や会議等の前後に立ち寄り、新

刊本を手に取って見られるように工夫している。

本年度も、折り紙などでディスプレイを作り、掲

示板や図書室に季節感を添えた。 

図書室前の書棚には、「齊藤喜博全集」「大村

はま国語教室」、地域教材などを配架している。 

前年度、資料室から閲覧室へ移動した『明治・

大正・昭和初期の教科書』が、図書室利用者の目

に留まるようになった。本年度は、第１研修室前

の展示ケースに数冊展示することで、教科書セン

ターの役割の一端が更に可視化した。 

一方、書籍、資料の所蔵数が増えてきたことに

より、収納スペースの確保が課題になっている。

過去の雑誌の廃棄、複数ある本の整理などを行っ

た。引き続き、本研究所として保存していく資料

の精査を行い、継続的な資料の保存が可能となる

よう収集・保存のあり方を検討し、ルール策定の

準備をしている。 

 

３ 図書資料の閲覧と貸し出し 

 イントラネットでは、所蔵資料を検索しやすいよ

うに、カテゴリーに分けて紹介している。 

図書室・資料室の利用規約は、次のとおりである。 

① 開館時間 平日 ９時 30分～17時 30分 

② 図書室での閲覧は自由 

③ 貸し出ししているもの 

・研修図書（禁帯出以外）一人５冊まで 

・ビデオ・DVD  一人５本まで 

・エプロンシアター ・紙芝居舞台 

・集団読書絵本「からすたろう」 

④ 貸出期間 

原則として、図書は１ヵ月以内、ビデオ・DVD

は２週間、その他のものは 1ヶ月以内。 

⑤ 貸出対象者  横須賀市立学校の教職員 

       よこすか教師塾受講者 

令和６年度の貸出実績は、次のとおりである。    

 ・図書  253点   ・ビデオ   １点 

  （Ｒ７.３.31現在） 
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４ 新刊本等の情報提供 

 新規購入図書の紹介はイントラネットを通し

て行っている。新しく購入した本が届いたら、速

やかにホームページを更新し、情報提供してい

る。直近４年間に購入した本は、年度ごとに色分

けラベルを貼り、閲覧者に分かりやすいように工

夫している。 

 

５ 教科書センター 

 本教育研究所図書室は「横須賀地区教科書センタ

ー」を兼ねており、日常的な教科用図書の閲覧や

問い合わせに対応している。教科用図書展示会

は、本年度６月 14日から６月 27日まで行った。

本研究所の来場者数は、358 人（学校関係者 317

人、一般 41人）であった。 

令和７年度使用高等学校用教科書（新教育課程

用）１冊、中学校用教科書 142冊、特別支援学校

中等部６冊を加え、戦後の教科書の蔵書数は

21,827冊である。 

 

６ レファレンス・サービス 

 本教育研究所の図書室・資料室に保管している

情報・資料をより広く活用してもらうために、教

育資料情報に関する問い合わせに、来所された方

だけでなく、電話や電子メール等で応じている。 

 本年度の問い合わせ件数は 23件であった。 

一般市民の方から「中学校社会科公民の教科書を

見せてほしい」「戦前・戦中の学齢簿が保管され

ているか知りたい」「子どものころ（70数年前）

に習った教科書の物語を読んでみたい」などの問

い合わせがあり、対応した。教職員・教育関係者

からは、「中学校保健体育の教科書を閲覧したい」

「環境教育に関する資料がほしい」「過去の作詞

作曲入選集が有るか知りたい」「学校医表彰にあ

たり、当該学校の児童数の変遷が知りたい」など

の問い合わせがあった。また、前年度に続き教育

史の編纂、原稿執筆作業のため、本年度も編纂委

員による問い合わせがあった。さらに、他市から

も“市史編纂にあたり、学童疎開に関する資料の

閲覧と提供協力の依頼”があった。教育研究所内

においても、研修に活用できる内容の資料につい

てなど、指導主事等からの要望に対応した。 

インターネット上には「資料用教科書目録」「写

真で見る横須賀教育史」「教材として活用し得る

民俗資料」のデータを公開している。このため、

教育図書・資料の利用者は、市内の教職員や一般

市民にとどまらず、市外の教職員や教育関係の学

生、ライフワークとして教育に関心を持っている

方など多方面に広がっており、それぞれのレファ

レンスにできるだけ迅速に対応した。 

 

 

７ 教育史編纂 

 平成 29年度から始まった「横須賀市教育史」編

纂事業であるが、新型コロナウイルス感染拡大に

伴い、およそ２年間に渡り協議の中止を余儀なく

された。令和４年度が本事業の最終予定年度だっ

たが、上記の理由で発行が遅れており、令和５年度

は「資料編 ―横須賀の教育の歩み平成 10 年度以

降―」を横須賀市教育情報センターインターネッ

トサイトに公開した。 

 本年度も本編各期の作成・公開に向けて、全体的

なバランスを調整しながら、執筆作業、編集作業、

校正作業を続け、令和７年３月に「教育史第Ⅰ期

（昭和 41年～51年）を横須賀市教育情報センター

インターネットサイトに公開した。 

 

８ 教育情報センターインターネットでの情報提供 

教育情報センターインターネット上には、次の

資料を提供している。 

 ① 資料用教科書目録 

 ② 写真で見る横須賀教育史 

 ③ 教材として活用し得る民俗資料 

 ④ 雑賀コレクション 

 ⑤ 横須賀市教育史 資料編 

 

９ 民俗資料 

 民俗資料の数々は、昭和 47年から収集を始め、

平成５年に「教具的民俗資料」と題して冊子にま

とめられた。教育研究所では、冊子の内容を「教

材として活用し得る民俗資料」と題し、41点をイ

ンターネット上に公開している。また、研修等で

訪れる教職員の目に留まるよう、教育研究所内で

も解説を添え展示している。 

 

10  雑賀コレクション 

第８代本教育研究所長、横須賀市立高等学校

長、横須賀市教育委員長などを歴任された雑賀昭

二先生は、教育に関する道具や機器を中心に、時

代とともに変遷していく教具や視聴覚機器の散

逸を懸念され、収集に努められた。 

 平成 11 年に、これらの貴重な資料を本教育研

究所に託された先生は、平成 22年に他界された。

その後、ご遺族と本教育研究所との間で寄贈の手

続きが整ったので、平成 24 年度にこれらの貴重

な資料 199点を、広く多くの方々に供するため、

「雑賀コレクション」と題し、ホームページに目

録とその写真を掲載した。 

 

11  研究所刊行物  

  本年度は、次の定期刊行物を発行した。 

・教育研究所要覧 令和６年度（2024年度）版 

・教育研究所所報 86号 

・小学校児童・中学校生徒 研究集録 63集 
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調査研究関係 

◆ 理科教育事業 

学習指導要領(平成 29年告示)解説理科編には、「今回の改訂は，小学校理科で育成を目指す資質・能

力を育む観点から，自然に親しみ，見通しをもって観察，実験などを行い，その結果を基に考察し，結

論を導きだすなどの問題解決の活動を充実した。また，理科を学ぶことの意義や有用性の実感及び理科

への関心を高める観点から，日常生活や社会との関連を重視する方向で検討した。」と示されている。 

 ここで示された「問題解決の活動を充実」させるためには、理科指導力を高めていくことが必要であ

り、教員研修の充実、学習環境の整備が求められる。教育研究所の理科教育事業では、理科センターと

して教員が学び探究する場、そして科学への関心を高める場として、研修講座を中心に、授業支援や情

報提供を行ってきた。 

 研修講座では、理科の指導に必要な基礎的技術を身に付ける内容、指導が難しい観察・実験を含む単

元の教材研究を深める内容、野外での自然観察における留意事項、薬品管理を含む安全指導にかかわる

内容等を取り上げ、実施した。 

 さらに、教員が科学の最新情報にふれ、関心を高めることも理科教育の充実における大切な要素であ

ると考え、科学教養講座を実施した。 

 研修講座以外の事業としては、理科の学習や指導に必要な教材の配布や斡旋、観察・実験器具の貸し

出し、研究・研修のための施設の開放、様々な問合せ・相談への対応などを行うとともに、イントラネ

ットサイト「理科なび」を充実させ、授業に役立つ資料の提供を進めた。 

 本年度も、児童の科学に対する興味・関心を高め、学力を向上させることを目的として、「サイエン

スサマー2024」を実施した。また、教員の指導力向上を目的として、「パワーアップ研修講座」として

研修も行った。「土曜科学教室」を年間８回（中学生対象１回を含む）実施した。 

なお、教育研究所の諸事業を進めるにあたり、教育指導課指導主事や小学校理科研究会、中学校理科

研究会、他の研究機関と連携をとりながら、内容の充実と活動の円滑な実施を図っている。 

 

１ 理科教育研修講座 

 令和６年度は以下の４講座を実施した。 

 （１）理科基礎技術研修講座 

 （２）小学校・中学校理科教材研修講座 

 （３）科学教養講座 

 （４）パワーアップ研修講座（理科シリーズ） 

 

（１）理科基礎技術研修講座 

主に理科の授業を担当している小学校教諭や、

中学校理科教諭を対象に、理科の指導に必要な基

礎的技術を身に付ける内容として６講座を計画

し、実施した。 

 これらの講座は、理科を指導するにあたって身

に付けておきたい基礎的な内容である。事故防止

を含む観察・実験の基礎技術、自然観察における

知識、身近な自然の活用等について学習した。こ

の６講座のうち、３講座は自然・人文博物館と連

携し、学芸員を講師に招き、そのうち２講座につ

いては自然観察（フィールドワーク研修）であっ

た。 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ５月15日 
生物教材の飼育と 

授業づくり～昆虫～ 

自然・人文博物館 

内舩 俊樹 

２ ６月５日 
生物教材の飼育と 

授業づくり～メダカ～ 

教育研究所 

非常勤講師 

３ ７月25日 
自然観察会 

～東京湾の生き物～ 

自然・人文博物館 

萩原 清司 

４ 
７月31日 

午前 

理科室の安全な管理の 

仕方と安全な実験方法 
教育研究所指導主事 

５ 
７月31日 

午後 

理科室の安全な管理の 

仕方と安全な実験方法 
教育研究所指導主事 

６ 12月26日 
自然観察会～観音崎で見ら

れる地層～ 

自然・人文博物館 

柴田 健一郎 

 

（２）小学校・中学校理科教材研修講座 

小中学校の学習内容で、学習効果を高めるため

の教材開発や選定、学習展開の工夫について研修

するために２講座を計画し、実施した。 

理科教材開発会社に講師を依頼し、様々な教

材、材料を用いての実験方法を学ぶ内容であり、

１回目は学習指導要領を意識した「生命・粒子・

エネルギー・地球」の４領域にまたがるように、

教材、教具を用いた実験方法について講座を実施

した。２回目は身近な道具を用いた観察・実験の

工夫について講座を実施した。 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ７月26日 
上手に活用！実験 

機器①～実験機器の 

使い方＆活用法～ 

株式会社内田洋行 

スタッフ 

２ ８月６日 
上手に活用！実験 

機器②～実験機器の 

使い方＆活用法～ 

株式会社ヤガミ 

スタッフ 

 

（３）科学教養講座 

理科を指導する教員にとって役立つ技術、最新

情報を得るために、また、科学に対して教員自身
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が興味・関心を持てるようにするために２講座を

実施した。 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ７月26日 

エルニーニョ現象と

ラニーニャ現象が引

き起こすメカニズム

とその影響について 

JAMSTEC 

気候変動予測情報

創成グループ 

主任 土井 威志 

２ ８月５日 
流星研究の最前線 

～天体観測を科学す

る～ 

国立天文台 

情報センター 

佐藤 幹哉 

 

（４）パワーアップ研修（理科シリーズ） 

サイエンスサマーにおいて、理科指導に実績の

ある市内教員の指導を見学する研修を実施した。

第３回は、市内教員のコア・サイエンス・ティー

チャー（CST）に講師を依頼し、走水小学校を会

場として指導技術向上に向けた研修を実施した。 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ７月22日 
指導力向上研修 

～サイエンスサマー①～ 
市立学校教諭等 

２ ７月22日 
指導力向上研修 

～サイエンスサマー②～ 
市立学校教諭等 

３ ２月26日 学校訪問型研修 市立学校教諭等 

 

２ 理科実験観察教材の斡旋・配布・維持管理 

 生物教材の飼育・栽培・保存及び配布、斡旋を

行った。 

 種ジャガイモ、サツマイモ苗、蚕種については、

多くの小学校から購入希望があった。種ジャガイ

モについては理科で扱う教材、サツマイモ苗につ

いては特別支援学級や生活科等で扱う教材とし

て、依頼がある。蚕種だけでなくモンシロチョウ

を教材とする学校もあるので、キャベツの苗を育

て、モンシロチョウの観察に対応できるようにし

ている。 

 水中の微小生物についても校種を問わず提供

依頼があり、各学校での授業の一助とすることが

できた。県立総合教育センターから提供されたも

のを維持管理し、指導時期に提供できるように準

備した。 

 水生植物等の依頼もあり、理科教材園の整備に

活用されている。 

 

３ 理科資料のデータベース化 

 教育情報センターイントラネットサイトで配

信している「理科なび」では、前年度に引き続き

授業で役立つ情報の提供を目的として、実践資料

の充実に努めるとともに、土曜科学教室の様子な

どの情報発信を行った。 

 

 

４ サイエンスサマー2024 

 小学生の科学に対する興味・関心を高め、自由

研究を支援する目的で実施した。夏季休業中に、

教育研究所に小学校３年生から６年生までの希

望者を集め、実験・観察を行っている。理科教育

に長年携わっている教員が５つのブースを運営

し、「研究仮説の設定、実験・観察、考察」とい

う一連の流れを体験させ、自由研究への取組を支

援する内容である。本年度、午前の部 19名、午後

の部 19名（当日欠席２名）で実施した。 

 

５ 小学校児童・中学校生徒研究集録の作成 

 各学校の児童生徒の代表作品１点及びサイエ

ンスサマーに参加した児童の作品を教育研究所

インターネットサイトにおいて掲載した。本年度

は、夏季休業中に取り組んだ自由研究を中心に、

小中学校あわせて 50点の応募があった。 

 

６ 土曜科学教室 

 児童生徒が自身で行う実験・観察を通し、科学

に対する興味・関心を高め、学力の向上を図るこ

とをねらいとして、年間８回実施した。 

 参加児童生徒のアンケートからは、科学への興

味の高まりと、主催者側がねらいとした内容に対

する感想が多く見られた。理科教育の推進の効果

が高かったと考えられる。 

回 日時・対象 内 容 講 師 

１ 
６月８日 

３・４年生 

「博物館で学ぶ、葉っぱの実

験（葉脈標本）と化石レプリ

カづくり」 

横須賀市自然・ 

人文博物館 

２ 
７月６日 

５・６年生 

「プログラミングで車

を走らせよう」 

 

日産自動車 

 

３ 
８月３日 

３・４年生 

「おもしろ電波の不思

議(自由研究のヒント)」 
情報通信研究機構 

４ 
９月７日 

３・４年生 
「おもしろサイエンス」 株式会社ナリカ 

５ 
10月５日 

５・６年生 
「身の回りの科学」 ケニス株式会社 

６ 
11月30日 

５・６年生 
「電気の不思議」 電力中央研究所 

７ 
12月７日 

中学生 
「風と電気の力」 旧東芝未来科学館 

８ 
１月25日 

５・６年生 
「声の仕組み」 NTT 

 

７ 授業支援 

 理科支援員（非常勤）職員を中心に、理科の授

業づくりの工夫や改善点、安全指導、動植物の飼

育や教材化の工夫、薬品整理や廃棄の方法など、

様々な問い合わせや相談に応じてきた。教育研究

所が蓄積してきた資料や技術等の提供、理科機材

や器具の貸し出しなどを行った。 

 理科物品をより活用できるよう、貸出対象物品
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のリストを写真付きに修正し、イントラネット

（理科なび）に掲載している。 

 理科実験室の施設や機器等の利用については、

各学校の要望にできる限り応じ、気体検知管、PH

メーター、プログラミング教材などを貸し出し

た。 

 薬品管理について、本年度、市内８校を訪問し、

理科室の環境整備と薬品の適切な管理に努める

よう指導・助言を行った。薬品管理マニュアルの

活用や薬品管理台帳の記入について相談に応じ

た。 

 今後も、計画的な薬品の購入と適切な薬品管理

について、学校に促していきたい。 

 

８ 理科教育事業への協力 

小学校理科研究会と、サイエンスサマーやパワ

ーアップ理科研修講座において、研修講師依頼

や内容の検討等で連携を行った。また、中学校

理科研究会とは、本年度行われた「第 65回神中

理横須賀地区研究大会」において、研究所指導

主事１名を派遣し、指導案検討や当日の指導助

言を通じて連携を行った。 
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研修関係 

◆ 概要 

令和６年度は基本研修として、初任者研修、教職１年経験者研修、教職２年経験者研修、教職５年経

験者研修、中堅教諭等資質向上研修を実施した。また、本年度から教員育成指標の発展期（教職 20 年

～）に該当する研修の機会を確保するため、教職 20 年経験者研修を新設した。 

職務に応じた研修では、管理職や学校運営に携わる教諭、初任者指導に携わる教諭に、リーダーとし

ての在り方や人材育成を促進する研修内容の充実を図った。また、それぞれのキャリアステージに応じ

て、授業づくりや喫緊の教育課題、人権課題に応じた研修の充実を図ってきた。 

夏季休業中の選択研修については、各教科や最新の教育課題に応じた研修を実施し、全 38講座 64回

の研修を計画した。 

 

〇目標と方針 

本年度の目標と方針は、次のとおりである。 

１ 教師として求められる資質・能力、指導力の

向上を図る 

（１）基本研修において、経験年数に応じた資質・

能力及び指導力の向上を図る。 

（２）選択研修において、学力の向上に向けた教

師の授業力向上、教育課題、学校づくりなど系

統的な研修講座を提供する。 

 

２ 学校組織の活性化と人材育成を図る 

（１）各学校において組織的、計画的な人材育成

が図れるよう、学校づくり、コミュニケーショ

ン能力、集団づくりなど実践的な研修内容を

充実させ、校外研修の内容を還元し、校内研修

との連動を図る。 

（２）各学校において協働性を生かした校内研修・

研究が推進されるよう積極的な訪問支援研修

を行う。 

１「教師として求められる資質・能力、指導力

の向上」については、すべての基本研修において、 

「授業力」「課題解決力」「人格的資質・情熱」

の３つの資質・能力の向上を目的として、ICT 活

用やインクルーシブ教育、人権教育、セルフマネ

ジメント等、系統的に研修に取り入れた。また、

受講者自身が学びを振り返ることができるよう、

振り返りの活用について研修内で周知を行い、年

間報告書の作成を通して、１年間の研修内容の成

果及び今後の課題を可視化した。 

初任者研修ではグループ代表授業を行い、ワー

クショップ型の研究協議を通して、授業について

理解を深めることができた。また、中堅教諭等資

質向上研修の一環として中堅教諭も参加し、校外

研修で学んだファシリテーションスキルについ

て実践する場を設けることができた。 

また、教員の主体的な学びを後押しできるよう

授業づくりワークショップ研修講座を新設し、授

業づくりや日々の教育活動に生かせる実践的な

研修を充実させた。 

２「学校組織の活性化と人材育成」については、

各経験者研修の校内研修において、ペア・グルー

プ研修を位置付け、学校内において協働で授業づ

くりを進め、日常的な OJTの充実を図った。特に

中堅教諭等資質向上研修では、人材育成について

必要なコーチングやファシリテーションスキル

についての研修を行った。 

総括教諭３年目を対象とした学校運営研修で

は、研修を通して受講者が学校組織の課題と改善

について深く協議できる場を設けた。その中で人

材育成に触れ、各校の課題を共有することができ

た。 

また、学校づくり研修では、人材育成をテーマ

とした研修を実施し、校内人材育成ついて研修を

行った。 

以上のような取組により、校外研修と校内研修

が連動して学校の組織力が向上すること、そして、

一人一人の教員が人材育成の視点を持って OJT促

進につながることを期待している。 
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研修関係 

◆ 基本研修（経験年数に応じた研修）

教員のライフステージに沿って、教職経験に応じた体系的な研修により、教育公務員としての公正な

職務遂行能力と資質、そして専門職としての優れた指導技術の向上を図る研修である。 

各経験年数に応じた職場における役割の理解を深めるとともに、本市の目指すべき教職員像を大切に

し、授業力の向上、ICT の有効活用、セルフマネジメントの在り方、服務、人権教育、インクルーシブ

教育などに関わる研修内容を実施し、教員としての資質・能力の向上を図った。 

 

１ 初任者研修講座 

新採用の教員として求められる資質・能力の向

上を図るとともに、学習指導や学級経営に必要な

基礎的・基本的な知識や技能の習得を目指した研

修を行った。外部講師や本市指導主事が講師とな

り、実践的な研修を行った。受講者は 76名（養護

教諭１名を含む）。横須賀市主催校外研修年間 17

回と校内研修年間 210時間以上を実施した。 

 

(１)校外研修（指定 17回） 

小、中学校教諭は、横須賀市主催校外研修年間

17回を受講した。高等学校教諭、特別支援学校教

諭並びに養護教諭は、これらとは別に、神奈川県

立総合教育センターが行う「初任者研修講座」（養

護教諭は「新採用養護教諭研修講座」）を受講し

た。そのため横須賀市主催の校外研修について一

部を軽減した。 

第 13回「横須賀を知る」では、横須賀市の歴史

を学び、千代ヶ崎砲台跡や浦賀ドック跡を見学し

た。 

第 14回「グループ授業研究」においては代表者

10名が授業を行い、その後、研究協議を実施した。

拠点校指導教員研修、中堅教諭等資質向上研修と

同時開催とし、研究協議の進行役を中堅教諭等資

質向上研修受講者が務めた。協議を通じて、初任

者は自己の授業づくりについて見直し、拠点校指

導教員や中堅教諭等資質向上研修受講者から助言

を得ることができ、実り多い研修となった。 

〈校外研修一覧（小・中学校）〉 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ４月16日 

開講式 

学校教育部長講話 

教育研究所長挨拶 

教育公務員としての

心構えと服務 

学校環境整備 

学校教育部長 

教育研究所長 

教職員課指導主事 

学校用務員 

教育研究所指導主事 

２ ５月21日 

認め合い高め合う 
集団づくりの基本 

指導と評価の基本的な
考え方 

教育研究所指導主事 

教育指導課指導主事  

３ 

小 
６月４日 

体育の授業における水
泳指導法 

保健体育課指導主事 

学校体育指導員 

３ 

中 
６月11日 部活動指導 保健体育課指導主事 

４ ７月２日 
ICTを活用した授業 
づくり 

教育研究所指導主事 

５ ７月23日 
情報セキュリティ 
マナー、コミュニ 

ケーションスキル 

教育研究所指導主事 

ハーモニア 

代表 中村 真理 

６ ７月23日 
資質・能力を育成する

授業づくり１ 
教育研究所指導主事 

７ 

小 
７月31日 理科実験・安全指導 教育研究所指導主事 

８ 

～ 

11 

８月19日 

８月20日 

子ども主体の授業づくり 

確かな学力を育成する
授業づくり２～４ 

横浜国立大学 

教職大学院 

准教授 藤原寿幸教育

研究所指導主事 

12 ９月３日 
横須賀市の支援教育 

学校事故対応 

支援教育課指導主事 

保健体育課指導主事 

13 
10 月 22 日 
フィールド 

ワーク 
横須賀を知る 

横須賀開国史研究会 

会長 山本 詔一 

生涯学習課担当 

千代ヶ崎砲台活用サポ

ーターの会 

会長 外川 昌宏 

14 11月 グループ授業研究 教育研究所指導主事 

15 12月17日 
人権教育 
子どもと向き合う 

環境づくり 

教育研究所指導主事 

教育政策課指導主事 

16 １月14日 
学校給食と学校にお

ける食育 

学校食育課指導主事 

栄養教諭 

17 ２月18日 
学び続ける教師として 

閉講式 

教育研究所長 

教育研究所指導主事 

 

(２)校内研修（年間 210時間以上） 

拠点校指導教員方式または、校内指導教員方式

により各学校で体制を組んだ。校長の指導の下、

指導教員が中心となり計画を立て実施した。 

拠点校指導教員方式においては、拠点校指導教

員が担当する研修を週６時間程度、年間 180時間

以上、コーディネーターが割り振る研修を週１時

間程度、年間 30時間以上実施した。 

校内指導教員方式においては、校内指導教員に

よる研修、校内指導教員が割り振る研修を年間

210時間以上実施した。 

校外研修で学んだことを校内研修につなげ、実

践に生かせるように、指導教員に校外研修で使用

した資料と同じ資料を送付したり、自己評価をも
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とにした研修振り返り用紙の活用を図ったりし

た。 

 

２ 教職１年経験者研修講座 

教育公務員及び社会人としての自覚を高めな

がら個々の適性を伸長し、授業づくりに関する力

量の向上を図ることを目的として、児童生徒理解

をもとにした主体的な学びにつながる授業づく

りについて学ぶ研修を実施した。校外研修７回、

校内研修８回実施、受講者は 102名（養護教諭３

名を含む）。 

 

（１）校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ４月23日 
研修概要と年間の 

見通し 
教育研究所指導主事 

２ 
５月中 

オンデマンド 
教職員の服務 教職員課指導主事 

３ ６月７日 
児童生徒理解をもと

にした授業づくり 

横浜創英大学 

教授 大内 美智子 

４ ８月５日 
国立特別支援教育総

合研究所施設訪問 

国立特別支援教育 

総合研究所所員 

５ 10月16日 
１人１台端末の活用 

人権教育(情報モラル) 
教育研究所指導主事 

６ １月17日 
タイムマネジメント 

１年間の実践交流と

振り返り 

教育研究所指導主事 

７ 
９月～ 

 １月 

教科等指導員・学校

体育指導員授業参観 

教科等指導員・学校

体育指導員 

 

（２）校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

- ５月～２月 

管理職面談２回 

勤務校における授業

研究と研究協議４回 

自主研修２回 

校内でペアまたは 

グループを構成 

 

３ 教職２年経験者研修講座 

教育公務員及び社会人としての自覚を高めな

がら個々の適性を伸長し、授業づくりや授業改善

に関する力量の向上を図ること目的に研修を実

施した。第６回の他校研究発表会は、市内のフロ

ンティア研究発表をはじめ、市外の学校研究発表

等に参加し、他校の実践と自校の研究実績を比較

し、カリキュラム・マネジメントを意識した授業

づくりを受講者が学べるようにした。受講者 82名

（養護教諭３名を含む）。 

 

（１）校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ４月30日 
研修概要と年間の 

見通し 
教育研究所指導主事 

２ 
５月中 

オンデマンド 
教職員の服務 教職員課指導主事 

３ ５月28日 
インクルーシブ教育 

カリキュラム・ 

マネジメント 

支援教育課指導主事教

育研究所指導主事 

４ ７月29日 
メンタルヘルス 

いじめ問題の理解と

対応 

県立保健福祉大学 

教授 奥原 孝幸 

支援教育課指導主事 

５ １月28日 
１人１台端末の活用 

１年間の実践の交流

と振り返り 

教育研究所指導主事 

６ 
９月～ 

２月 
他校研究発表会 

 

（２）校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

- ５月～２月 

管理職面談２回 

勤務校における授業 

研究と研究協議４回 

自主研修２回 

校内でペアまたは 

グループを構成 

 

４ 教職５年経験者研修講座 

教育公務員及び社会人としての自覚を高めな

がら個々の適性を伸長し、学習意欲を高める授業

づくりや同僚教職員との授業研究に関する力量

の向上を図ることを目的として実施した。主体

的・対話的で深い学びにつながる授業づくりや

OJT を意識した仕事への取り組み方を学ぶ研修を

行った。校外研修６回、校内研修８回実施。受講

者は 62名（養護教諭 ３名を含む）。 

 

（１）校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

１ 
４月24日 
オンライン 

研修概要と年間の見

通し 

タイムマネジメント 

教育研究所指導主事 

２ 
５月中 

オンデマンド 
教職員の服務 教職員課指導主事 

３ ５月29日 
１人１台端末の活用 

インクルーシブ教育 

教育研究所指導主事 

支援教育課指導主事 

４ ７月22日 

「主体的・対話的で

深い学び」につなが

る授業づくり 

慶應義塾大学 

教授 藤本 和久 

５ １月24日 
人権教育 

(性的マイノリティ) 

１年間の実践の交流 

ダイビーノン 

代表 飯田 亮瑠 

教育研究所指導主事 

６ 
９月～ 

２月 

教科等指導員・学校

体育指導員授業参観 

教科等指導員 

学校体育指導員 

 

（２）校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

- ５月～２月 

管理職面談２回 

勤務校における授業 

研究と研究協議４回 

還元研修２回 

校内でペアまたは 

グループを構成 
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５ 中堅教諭等資質向上研修講座 

  教職経験９～11年を経過した教員が対象。教

育公務員特例法第 24 条の規定に基づき、個々

の適性を伸長し、指導力の向上を図るととも

に、学年及び学校運営における企画調整力を身

に付けることを目的に研修を実施した。校外研

修 10回、校内研修８回を実施した。受講者56名

（養護教諭１名を含む）。 

 

（１）校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

１ 
４月19日 
オンライン 

中堅教諭等として 
教育研究所長 

教育研究所指導主事 

２ 
５月中 

オンデマンド 
教職員の服務 教職員課指導主事 

３ ７月９日 
メンタルヘルス 

ファシリテーションを意

識した協議 

県立保健福祉大学 

助教 井上 夏子 

教育研究所指導主事 

４ ７月24日 
コーチングを 

生かした人材育成 

人材育成ｻﾎﾟｰﾄｵﾌｨｽ 

アクティブK    

代表 廣山 容子  

５ ７月24日 

「主体的・対話的で 

深い学び」につながる授

業づくりと授業研究の推

進 

大妻女子大学 

教授 澤井 陽介 

６ 
９月６日 
オンライン 

GIGAスクール構想と

ICTを活用した授業づ

くり 

教育研究所指導主事 

７ 
10月18日 
オンライン 

インクルーシブな学校づ

くり・人権教育 

支援教育課指導主事 

教育研究所指導主事 

８ 11月 
研究協議の推進 

（初任者グループ授業

研究参加） 

教育研究所指導主事 

９ １月31日 
１年間の実践の交流と振

り返り 
教育研究所指導主事 

10 
９月～ 

２月 
フロンティア研究発表会参加 

 

（２）校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

- ５月～２月 

管理職面談２回 

勤務校における授業 

研究と研究協議４回 

還元研修２回 

校内でペアまたは 

グループを構成 

 

６ 教職 20年経験者研修講座 

教育公務員及び校内での中核的教員としての

自覚を高めながら、個々の適性を伸長することを

目的とし、学校づくりや教育活動においてリーダ

ーシップを発揮できるよう、自己の探求的な学び

を教師自らがデザインしてく研修を実施した。校

外研修３回、校内研修２回を実施した。受講者 36

名（養護教諭１名を含む）。 

 

（１）校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

１ 
５月10日

～ 

オンデマンド 

発展期に求められる

教職員像について 

教職員の服務 

教育研究所指導主事 

教職員課指導主事 

２ 
夏季休業

期間 

夏季研修受講 

（自己研鑽のテーマ

に沿って） 

夏季研修各講座  

講師 
３ 

 

（２）校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

‐ ５月～２月 
管理職面談２回 

年間計画書作成 

年間報告書作成 

所属校管理職 

 

７ 養護教諭経験者研修講座 

養護教諭経験者研修は、横須賀市が実施するそ

れぞれの経験年数における基本研修のカリキュ

ラムに合わせ、新採用養護教諭、１年経験者・２

年経験者・５年経験者・中堅養護教諭・教職 20年

経験者が受講する。本年度は新採用者研修におい

て１名、１年経験者研修、２年経験者研修、５年

経験者研修において３名ずつ、中堅養護教諭等研

修、教職 20 年経験者において１名ずつの合計 12

名が受講した。 

基本研修に合わせた校外研修や校内研修の実

施に加え、専門的な内容の研修効果を高めるとと

もに市外における養護教諭の交流を図るため、神

奈川県立総合教育センターとの協定に基づき、県

が実施する養護教諭研修を選択しながら実施し、

一部合同開催とした。 

 また、養護教諭が積極的に授業に関わることを

目的とし、受講者には校内研修に研究授業を位置

付け、５年経験者と中堅の養護教諭に授業公開を

呼びかけた。本年度は、４名の養護教諭が授業公

開を行った。 

 

８ 栄養教諭・栄養職員経験者研修講座 

栄養教諭経験者研修は、神奈川県立総合教育セ

ンターが実施するそれぞれの経験年数における

基本研修のカリキュラムに合わせ、新任栄養教

諭、４年経験者・中堅・20年経験者栄養教諭が受

講する。本年度、各研修とも対象受講者は０名だ

った。 

栄養職員経験者研修は、神奈川県立総合教育セ

ンターが実施するそれぞれの経験年数における

基本研修のカリキュラムに合わせ、新任栄養職

員、２年経験者・５年経験者・10年経験者・15年

経験者・25年経験者栄養職員が受講する。本年度

は、２年経験者研修において２名が受講した。 
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研修関係 

◆ 職務等に応じた研修

１ 管理職研修講座 

学校運営・学校経営に関することや、今日的な

教育課題についての理解を深め、円滑な学校経営

に必要な資質の向上を図るため研修を実施した。 

校長・園長研修講座は、学校の危機管理を扱う

内容であることを鑑み、管理職が学校を留守にす

るリスクを考慮してオンラインで実施した。 

いずれの研修講座も講師の充実した講演を聞

くとともに貴重な情報交換の場としても学校運

営を充実させるための機会となった。 

 

（１）校長・園長研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 11月22日 
学校の危機管理 成否の

分岐点（その対応で、世間

は納得しますか） 

株式会社リスク・ヘ

ッジ 

代表取締役 

田中 優介 

 

（２）校長会連携研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ７月１日 
これからの教育に向けて

校長として何をすべきか 

横浜国立大学 

教職大学院 

教授 青木 弘 

 

（３）副校長・教頭研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ５月17日 不祥事防止について 
神奈川県教育局 

教職員人事課 

２ 11月22日 
学校の危機管理 成否の

分岐点（その対応で、世間

は納得しますか） 

株式会社リスク・ヘ

ッジ 

代表取締役 

田中 優介 

 

（４）新任教頭研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ４月25日 
教頭職における役割と実

務・保健事務 

市内小学校元校長 

市内小学校元教頭 

保健体育課課長他 

２ 10月16日 
ゲートキーパー養成研修 

(保健所保健予防課主催の

市民講座に参加） 

湘南精神保健福祉事

務所 

代表 長見 英知 他 

 上記以外に、新任校長及び新任教頭は、神奈川

県立総合教育センターが実施する「新任校長研修

講座」及び「新任教頭研修講座」に参加した。 

 

２ 総括教諭研修講座 

各校の総括教諭、総括養護教諭が組織的な学校

運営推進者としての資質向上を図ることを目的と

し、今日的な教育課題を学ぶ研修を実施した。 

 また、新任総括教諭を対象に、総括教諭として

の心構えや人材育成に必要な技能を実践的に学

ぶ研修を実施した。 

 

（１）総括教諭研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 
８月22日 
オンライン 

これからの我が国の教

育～横須賀市の現状を

踏まえて～ 

玉川大学 

客員教授  

笠原 陽子 

 

（２）新任総括教諭研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 
７月３日 
オンライン 

新任総括教諭としての

役割 

横須賀市教育委員会 

学校教育部長 他 

２ 
１月29日 
オンライン 

総括教諭としての 

展望 
教育研究所指導主事 

 上記以外に新任総括教諭は、神奈川県立総合教

育センターが実施する「新任総括教諭研修講座」

に参加した。 

 

（３）学校運営研修講座 

学校運営を円滑に推進していく力量を高めるこ

とを目的とし、総括教諭３年目の 27名の総括教諭

が受講した。５回のオンライン研修を実施した。 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 
５月15日 

オンライン 

学校運営における役

割 

市内元校長 

教育研究所指導主事 

２ 
６月５日 

オンライン 

教育課程編成と組織

マネジメント・人材

育成 

教育指導課指導主事 

教育研究所指導主事 

３ 
８月22日 
オンライン 

これからの我が国の

教育～横須賀市の現

状を踏まえて～ 

玉川大学 

客員教授  

笠原 陽子 

４ 
11月13日 

オンライン 

学校運営に求められ

るコンプライアンス 
教職員課指導主事 

５ 
12月11日 

オンライン 
自校を見つめる 教育研究所指導主事 

 

３ 初任者研修拠点校指導・校内指導教員研修講座 

（１）初任者研修拠点校指導教員研修講座 

年間を通して初任者の指導を専門に担当する拠点

校指導教員を対象に、初任者指導の現状とその対応を

協議し、指導教員自身の指導技術を高める研修を実施

した。第４回では、初任者のグループ代表授業の参観

及び協議会に参加した。 

研修日数は４日、受講者は 15 名。第２回は初任者
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研修校内指導教員研修講座と合同で実施した。 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 
４月 

オンデマンド 

拠点校指導教員の 

役割 
教育研究所指導主事 

２ ５月14日 

初任者との関係づくり

と初任者の対人関係に

対する指導 

日本大学 

教授 熊谷 圭二郎 

３ 10月15日 
初任者に寄り添う指導

の在り方と今後の対応 
教育研究所指導主事 

４ 

11 月５・12・19・26日の中から１回選

択し、初任者グループ授業研究を参観

し、研究協議に参加 

教育研究所指導主事 

 

（２）校内指導教員研修講座 

初任者指導の担当である校内指導教員の職務

について理解を深め、初任者研修の効果を高める

ために研修を実施した。本年度は、初任者との関

わりについて講義を通して学びを深めた。 

研修日数は２日、受講者は 35名。第２回は初任

者研修拠点校指導教員研修講座と合同で実施し

た。 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 
４月 

オンデマンド 
校内指導教員の役割 教育研究所指導主事 

２ ５月14日 

初任者との関係づくり

と初任者の対人関係に

対する指導 

日本大学 

教授 熊谷 圭二郎 

 

４ 臨時的任用職員等研修講座 

臨時的任用職員等の指導力を育成することを目

的として、学習指導、児童・生徒理解、学級経営等

について学ぶ研修を実施した。 

第２回は臨時的任用職員等の職務状況により、

内容を選択できるようにした。 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ５月15日 
学級経営 

子どもとの関係づくり 
教育研究所指導主事 

２

① 
５月21日 

指導と評価の基本的な考

え方 
教育指導指導主事 

２

② 
５月22日 

特別支援学級における 

学級経営・授業づくり 
市内小学校教諭 

３ ８月６日 
ユニバーサルデザインの

授業づくり 

東京都公立小学校 

教諭 伊藤 健太郎 

４ ９月11日 服務全般 教職員課指導主事 

５ 12月11日 児童・生徒理解 支援教育課指導主事 
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研修関係 

◆ 選択研修 

１ スキルアップ研修講座 

授業づくり、集団づくりの基本的な知識及び技

能を実践的に学ぶ研修講座。教員としての資質や

指導力の向上を図る目的として実施した。 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ７月６日 
主体的・対話的で深い
学びを具現化する社会

科授業づくり 

筑波大学附属小学校 

教諭 由井薗 健 

２ ９月７日 
マスターしよう！国語
科教材研究のカンドコ
ロ 

山梨大学 

教授 茅野 政徳 

３ 10 月５日 
子どもが主体の算数授
業～心理的安全性を軸

として～ 

さいたま市立大砂土東小

学校 

教諭  天野 翔太 

 

２ 授業づくりワークショップ研修講座 

授業づくりにおける課題解決や実践力の向上

を目的として、参加者同士が日頃の実践を交流し

ながら、課題の解決を見出していくワークショッ

プ型の研修を行った。指導主事もファシリテータ

ーとして加わり、それぞれ初任者、教職１年経験

者、教職２年経験者を対象として３回実施した。 

回 日付 内容・会場 講師・対象 

１ ９月３日 
子ども主体の授業実践

に向けて 

教育研究所指導主事 

（初任者対象） 

２ 10月16日 
児童生徒理解をもとに

した授業実践に向けて 

教育研究所指導主事 

(教職１年経験者対象

) 

３ １月28日 
カリキュラム・マネジメ

ントを意識した授業実

践に向けて 

教育研究所指導主事 

(教職２年経験者対象

) 

 

３ 教育課題研修講座 

教員としての資質や指導力の向上を図ること

を目的として、今日的な教育課題について学ぶ研

修を実施した。 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ７月22日 
STEAM 教育を生かした
授業づくり 

東京学芸大学 

教授 大谷 忠 

２ ７月25日 

多様な性と私たち 
～SOGI インクルーシ
ブな学校環境づくり

に向けて～ 

特定非営利活動法人

ReBit  

教育事業部マネージャ

ー 

齋藤 洋一 

３ ８月27日 

主体的・対話的で深い

学びにつながる授業
づくり 
～探究と協同を生か

した学習へのアプロ
ーチ～ 

東京大学 

教授 藤村 宣之 

 

４ コミュニケーション研修講座 

教師として必要なコミュニケーションスキル

を身に付け、学校における実践方法について理解

を深め、指導力向上を図ることを目的として実施

した。 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ７月24日 
教育に活かすコミュ

ニケーション技術 

東京工芸大学 

教授 大島 武 

２ ７月29日 
教師のためのアサー

ション 

創価大学 

教授 園田 雅代 

 

５ 夏季大学 

教員の教養を高めることを目的として、様々な

分野の専門的な知識等を学ぶ研修を実施した。 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ７月26日 
海の恵みを育む 
仲買人の哲学 

（株）さかな人 

代表 長谷川 大樹 

２ ７月29日 
学校が変わる！ 
整理の魔法 

（株）サンコミット 

事業部部長 国谷 法子 

３ ７月30日 
人生を笑って旅しよ

う-あなたにしかでき
ない役割がある- 

作家 喜多川 泰 

 

６ 学校づくり研修講座 

 学校組織力向上のために必要なことについて

理解を深めることを目的に、学校としての組織的

な対応が求められる課題について学ぶ研修を実

施した。 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ７月26日 教育が未来を創る 
長崎県立大学 

学長 浅田 和伸 

２ ７月30日 
教員のメンタルヘルスを

健全に保つ 

北里大学 

医学部精神科学 

講師 大石 智 

３ ８月６日 
信頼関係を築き、コー

チングで人を支える

（傾聴編） 

SEEDS GROWTH COACHING 

代表理事 

橋口 奈生 
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研修関係 

◆ その他研修関係 

１ よこすか教師塾 

 横須賀市立学校で教師になるという強い志と

情熱をもった人材に、本市が目指す教師像、教育

理念、実践的指導力を教授し、教職に対する強い

使命感をもつ教師を育成することを目的として

開講している。 

前年度 10月から本年度７月までの 10回を第 14

期とし、本年度 10月から次年度７月までの 10回

を第 15期とした。第 14期の「よこすか教師塾（未

来塾）」は４名、「よこすか教師塾（希望塾」は

市内で臨時的任用職員または非常勤講師として

勤務している者を対象として１名の受講者があ

った。第 15 期「よこすか教師塾（未来塾）」は３

名、「よこすか教師希望塾」は１名で実施している

（令和７年７月まで）。 

原則毎月１回、年間 10回の開催となった。水曜

日の 18:00～19:45までの講義・演習の中で、授業

づくりや学級づくり、子ども理解や児童生徒指導

等、実践的な講座を展開した。 

現職教員の実践例や経験の豊かな非常勤講師、

指導主事等による講義、演習を通して、即戦力と

なる人材の育成を行った。 

担当：非常勤講師 長島智仁 八木田実 菅原和子 

＜第 14期＞ 

回 日 時 内  容 講 師 

７ ４月10日 
「自分の考えを相手に
伝える文章の書き方２」 

「模擬面接に向けて」 

教育研究所指導主事 

同非常勤講師 

８ ５月15日 「模擬面接１」 
教育研究所指導主事 

同非常勤講師 

９ ６月５日 
「自分の考えを相手に
伝える文章の書き方３」 

「模擬授業２」 

教育研究所指導主事 

同非常勤講師 

10 ７月３日 

「学び続ける教師をめ
ざして」 
「模擬面接２」 

「卒塾式」 

教育研究所指導主事 

同非常勤講師 

教育研究所長 

 

＜第 15期＞ 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 10月16日 

「塾での学びのガイダ

ンス」 

「求められる教師像」 
「自分の考えを相手に 

伝える文章の書き方１」 

教育研究所長 

教育研究所指導主事 

同非常勤講師 

２ 11月13日 

「学びを引き出す授業
づくり１」 
「児童生徒理解に基づ

く指導について」 

教育研究所指導主事 

同非常勤講師 

３ 12月11日 

「学級担任の役割と 
実務、学級経営のポイ

ント」 
「私が考える学級経営
案をつくる」 

横須賀市長期研究員 

教育研究所指導主事 

同非常勤講師 

４ １月15日 

「わかりやすい授業に

つながる ICT の活用｣ 
「学びを引き出す授業
づくり２」 

教育研究所指導主事 

同非常勤講師 

教育情報担当指導主

事 

５ ２月12日 
「先輩教師から学ぶ｣ 

「学びを引き出す授業
づくり３」 

卒塾生小学校教諭 

卒塾生中学校教諭 

教育研究所指導主事 

同非常勤講師 

６ ３月５日 「模擬授業」 
教育研究所指導主事 

非常勤講師 

 

２ 訪問支援研修・教職員支援研修 

教育研究所指導主事が、校内研修活性化・教員

の授業づくり等を支援する「校内研修ファシリテ

ーション研修」「サポート研修」を実施した。 

 「校内研修ファシリテーション研修」は、本年

度希望があった学校（２校）に対し、学校のねら

いに合わせた協議の進め方への助言を行った。 

「サポート研修」では、本年度希望のあった学

校（２校）に対し、対象者の授業参観を行い、教

材研究の進め方や、子どもが主体的に学習に取り

組む授業づくりに関する指導を行った。 

 

 



研修名 講座 題名 所属 講師名 予定日 申込人数 場所

国語科研修講座 1 今年もみんなで国語科再考、国語科最高！ 山梨大学 茅野　政徳 R6.08.26:月 116 ヴェルクよこすか

社会科研修講座 1 「子供の姿」と「教材の本質」を統合した問題解決学習 筑波大学 唐木　清志 R6.07.23:火 95 教育研究所
算数科/数学科研修講座 1 数学的に考える資質・能力を育成する授業づくり 東京学芸大学附属小金井小学校 加固　希支男 R6.07.29:月 100 教育研究所
理科研修講座 1 理科研修講座 元帝京小学校校長 矢野　英明 R6.08.19:月 30 ヴェルクよこすか

生活科研修講座
※総合的な学習の時間研修と
合同開催

1 生活科・総合的な学習の時間の充実に向けて 麻布大学　生命環境学部 小玉　敏也 R6.07.26:金 ‐ 教育研究所

音楽科研修講座 1 今求められている音楽科の授業
長野県教育委員会事務局
学びの改革支援課

臼井　学 R6.08.05:月 60 教育研究所

図画工作科/美術科研修講座 1
子供が主役の造形活動
―図画工作・美術における資質・能力の育成を目指す授業づくり― 文部科学省 小林　恭代 R6.08.21:水 71 教育研究所

家庭科/技術・家庭科研修講座 1 衣生活における日本文化理解～組紐製作をとおして～ 藤女子大学 長尾　順子 R6.08.05:月 24 オンライン

家庭科/技術・家庭科研修講座 2 「Ｄ　情報の技術」における双方向性のあるコンテンツの活用について 株式会社　e-Craft スタッフ R6.08.05:月 7 教育研究所

家庭科/技術・家庭科研修講座 3 「A材料と加工の技術」における合板DL材を用いた題材構築について 一般社団法人合板DL普及協会 スタッフ R6.07.24:水 8 大津中学校

体育科/保健体育科研修講座 1 小学校等体育科夏季研修講座① 市立小学校等 教諭・総括教諭等 R6.07.24:水 59 総合体育会館
体育科/保健体育科研修講座 2 小学校等体育科夏季研修講座② 市立小学校等 教諭・総括教諭等 R6.07.24:水 34 総合体育会館
体育科/保健体育科研修講座 3 学校水泳指導法研修講座① 市立小学校・中学校 教諭・総括教諭等 R6.07.25:木 25 鶴久保小学校
体育科/保健体育科研修講座 4 学校水泳指導法研修講座② 市立小学校・中学校/横須賀海上保安部 教諭・総括教諭等・交通課 R6.07.26:金 24 鶴久保小学校

体育科/保健体育科研修講座 5 小学校等体育科夏季研修講座③ 市立小学校等 教諭・総括教諭等 R6.08.16:金 21 市役所　正庁

体育科/保健体育科研修講座 6 中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座① 市立中学校・高等学校等 教諭・総括教諭等 R6.08.19:月 19 総合体育会館

体育科/保健体育科研修講座 7 中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座② 市立中学校・高等学校等 教諭・総括教諭等 R6.08.20:火 17 総合体育会館
体育科/保健体育科研修講座 8 中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座③ 市立中学校・高等学校等 教諭・総括教諭等 R6.08.20:火 17 総合体育会館
外国語教育研修講座 1 外国語教育研修講座 神奈川大学 髙橋　一幸 R6.08.19:月 42 教育研究所
道徳研修講座 1 道徳教育、その要である道徳科の指導と評価 文部科学省 堀田　竜次 R6.07.30:火 97 生涯学習センター

総合的な学習の時間研修講座 1 生活科・総合的な学習の時間の充実に向けて 麻布大学　生命環境学部 小玉　敏也 R6.07.26:金 56 教育研究所
特別活動研修講座 1 特別活動研修講座 玉川大学ＴＡＰセンター 川本　和孝 R6.08.21:水 40 ヴェルクよこすか

理科基礎技術研修講座 3 自然観察会～天神島の生き物～ 横須賀市自然・人文博物館 学芸員 R6.07.25:木 22 天神島

理科基礎技術研修講座 4 理科室の安全な管理の仕方と安全な実験方法 教育研究所 指導主事・非常勤講師 R6.07.31:水 7 教育研究所
理科基礎技術研修講座 5 理科室の安全な管理の仕方と安全な実験方法 教育研究所 指導主事・非常勤講師 R6.07.31:水 4 教育研究所
小学校・中学校理科教材研修講座 1 上手に活用！実験機器①～実験機器の使い方＆活用法～内田洋行 スタッフ R6.07.26:金 7 教育研究所
小学校・中学校理科教材研修講座 2 上手に活用！実験機器②～実験機器の使い方＆活用法～ヤガミ スタッフ R6.08.06:火 11 教育研究所
パワーアップ研修講座（理科シリーズ） 1 指導技術向上研修～サイエンスサマー①～ 市立学校 教諭等 R6.07.22:月 4 教育研究所
パワーアップ研修講座（理科シリーズ） 2 指導技術向上研修～サイエンスサマー②～ 市立学校 教諭等 R6.07.22:月 2 教育研究所

体育実技研修講座 1 体を動かす楽しさや心地よさを味わう授業づくり 日本体育大学　児童スポーツ教育学部 白旗　和也 R6.08.19:月 67 総合体育会館
体育科/保健体育科指導法研修講座 1 学習指導要領に即した授業づくり（保健領域・保健分野） 東海大学 森　良一 R6.08.16:金 69 市役所　正庁
児童生徒健康・体力向上推進研修講座 1 体力低下に学校はどのように立ち向かうか 国士館大学 細越　淳二 R6.07.23:火 76 教育研究所
ＩＣＴ活用実践研修講座 1 ミライシード基本研修　～超初心者向け研修～ ベネッセコーポレーション スタッフ R6.07.25:木 44 集合・オンライン選択

ＩＣＴ活用実践研修講座 2 ミライシード基本研修　～超初心者向け研修～ ベネッセコーポレーション スタッフ R6.07.25:木 31 集合・オンライン選択

ＩＣＴ活用実践研修講座 3 Googleプログラム　～超初心者向け研修～ Google スタッフ R6.08.16:金 38 集合・オンライン選択

ＩＣＴ活用実践研修講座 4 Googleプログラム　～超初心者向け研修～ Google スタッフ R6.08.16:金 16 集合・オンライン選択

ＩＣＴ活用実践研修講座 5 デジタルシティズンシップの視点をとらえた情報活用能力の育成 一般社団法人メディア教育研究所 今度　珠美 R6.08.26:月 25 教育研究所
支援教育研修講座 2 いじめ問題への対応 一般社団法人　ここから未来 渡邉　信二 R6.07.23:火 105 総合福祉会館
支援教育研修講座 3 自殺予防・ＳＯＳの受け止め方 津久井浜クリニック 井上　亮子 R6.07.25:木 53 教育研究所
教育課題研修講座 1 STEAM教育を生かした授業づくり 東京学芸大学 大谷　忠 R6.07.22:月 65 ヴェルクよこすか

教育課題研修講座 2
多様な性と私たち
～ＳＯＧＩインクルーシブな学校環境づくりに向けて～ ReBit スタッフ R6.07.25:木 72 ヴェルクよこすか

教育課題研修講座 3
主体的・対話的で深い学びにつながる授業づくり
～探究と協同を生かした学習へのアプローチ～ 東京大学 藤村　宣之 R6.08.27:火 92 教育研究所

コミュニケーション研修講座 1 教育に活かす　コミュニケーション技術 東京工芸大学　芸術学部 大島　武 R6.07.24:水 108 生涯学習センター

コミュニケーション研修講座 2 教師のためのアサーション 創価大学 園田　雅代 R6.07.29:月 55 教育研究所
夏季大学 1 海の恵みを育む仲買人の哲学：長谷川大樹氏と学ぶ （株）さかな人 長谷川　大樹 R6.07.26:金 71 ヴェルクよこすか

夏季大学 2 学校が変わる！整理の魔法：心地よい空間が心も変える 株式会社サンコミット 国谷　法子 R6.07.29:月 179 ヴェルクよこすか

夏季大学 3 人生を笑って旅しよう　〜あなたにしかできない役割がある〜 作家 喜多川　泰 R6.07.30:火 161 ヴェルクよこすか

科学教養研修講座 1 記録的な猛暑、干ばつ、洪水を予測し、備えるために JAMSTEC 土井　威志 R6.07.26:金 66 教育研究所
科学教養研修講座 2 流星研究の最前線　～天体観測を科学する～ 国立天文台天文情報センター 佐藤　幹哉 R6.08.05:月 95 教育研究所
学校づくり研修講座 1 教育が未来を創る 長崎県立大学 浅田　和伸 R6.07.26:金 47 オンライン
学校づくり研修講座 2 教員のメンタルヘルスを健全に保つ 北里大学医学部精神科学 大石　智 R6.07.30:火 62 生涯学習センター

学校づくり研修講座 3 信頼関係を築き、コーチングで人を育てる（傾聴編） シーズ グロース コーチング 橋口　奈生 R6.08.06:火 128 ヴェルクよこすか

学校保健研修講座 1 子どもの健康行動の形成に向け、学校が果たす役割 埼玉大学　教育学部 戸部　秀之 R6.08.19:月 69 オンライン

学校食育研修講座 1 学校におけるアレルギー疾患への対応について
地方独立行政法人
長野県立病院機構長野県立こども病院 伊藤 靖典 R6.07.26:金 79 オンライン

防災教育研修講座 1 VR,AR体験からの防災教育を考える 神奈川歯科大学 板宮　朋基 R6.07.26:金 20 明浜小学校

幼児教育研修講座 1
気になる子もみんないきいき保育
　　　～幼児期の特別支援について考える～

明星大学　教育学部 星山　麻木 R6.07.30:火 91 生涯学習センター

就学前教育と小学校教育の 連携研修講座 3 幼児の育ちを学ぼう 横須賀市立中央こども園 園長 R6.07.24:水 20 横須賀市立中央こども園

環境政策課連携研修（環境学習講座） 1 環境政策課連携研修（環境学習講座） 日揮ホールディングス株式会社 スタッフ R6.07.22:月 7 明浜小学校
人権・ダイバーシティ推進課連携研修 1 子どもと向き合う～同和教育から学んだこと～ 神奈川県部落史研究会 堀川　憲雄 R6.08.21:水 28 ヴェルクよこすか

司書教諭研修講座 1 本に自ら親しむ子どもを育てるために～司書教諭ができること～ 関東学院大学 千　錫烈 R6.07.30:火 12 教育研究所

〈公開講座〉
研修名 講座 題名 所属 講師名 予定日 申込人数 場所

教職５年経験者研修講座 4 「主体的・対話的で深い学び」につながる授業づくり 慶應義塾大学　教職課程センター 藤本　和久 R6.07.22:月 27 ヴェルクよこすか

中堅教諭等資質向上研修講座 5 「主体的・対話的で深い学び」につながる授業づくりと授業研究の推進 大妻女子大学　家政学部 澤井　陽介 R6.07.24:水 14 ヴェルクよこすか

臨時的任用職員等研修講座（公開講座） 1 ユニバーサルデザインの授業づくり 東京都公立小学校 伊藤 健太郎 R6.08.06:火 7 ヴェルクよこすか

人権教育担当者研修講座（公開講座） 1 ハンセン病の正しい理解と学校での取組 国立ハンセン病資料館 牛嶋　渉 R6.07.25:木 23 ヴェルクよこすか

◆ 夏季研修講座一覧

    学校教育の指導の方針・重点及び研修計画に基づき、一般的教育課題、各教科等に関する内容並びに実技等
  に関する研修を通して、教職員の指導力の向上を図ることを目的としている。
    令和６年度は全64回の研修を計画した。
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人権教育 

平成 12年の「人権教育及び人権啓発の推進に関する法律」に基づき、平成 14年３月に「人権教育・

啓発に関する基本計画」が閣議決定され、さらに、平成 16 年６月には人権教育の指導方法等に関する

調査研究会議より「人権教育の指導方法等の在り方について」の第一次とりまとめ、平成 18 年１月に

第二次とりまとめが、そして平成 20 年３月に第三次とりまとめが出され、人権尊重の精神を貫いた実

効力のある教育がより一層求められている。 

人権教育の目標は、人間は生まれながらにして自由であり、平等であるという人類普遍の原理を実現

するために、人間尊重の精神を養い人間の尊厳性についての自覚を深め、人と人との間に存在する実践

力を育成するところにある。人格の完成を目指す教育が、人権問題の解決に大きな役割を果たすもので

あることを深く認識し、人権教育のさらなる推進に努めている。 

 

１ 人権教育担当者研修講座 

 人権意識の涵養と人権教育への理解を深める

ことを目的として、本年度は各学校の人権教育担

当者を対象とした研修講座を３回開催した。 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ５月22日 
人権教育の基本 

理念 

人権教育担当指導主事

（教育研究所） 

２ ７月25日 

ハンセン病の正し

い理解と学校での

取組 

国立ハンセン病 

資料館  

研究員 牛嶋 渉 

３ ６月～３月 
人権運動団体研修・大会及び講演会への 

参加 

 

２ 人権教育指導者養成講座（２期１年目） 

 学校の人権教育を積極的に推進する教員の育

成を目的として、15校を対象として３回の研修を

行った。本年度の研修を生かし、次年度、各学校

で研究授業を行う。 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ７月10日 
人権教育の指導の 

在り方 

人権教育担当指導主事 

（教育研究所） 

２ 10月23日 
様々な人権課題につ

いて 

人権教育担当指導主事 

（教育研究所） 

３ ２月５日 
人権教育研究授業に

向けて 

人権教育担当指導主事 

（教育研究所） 

 

３ 人権・ダイバーシティ推進課連携研修講座 

同和問題について理解を深め、人権尊重の意識

の高揚を図ることを目的として、横須賀市人権・

ダイバーシティ推進課と連携して、研修を行った。

市立学校、幼稚園に参加を呼びかけ、本年度は 28

名の参加があった。 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ８月21日 

「子どもと向き合う」

～同和教育から学んだ

こと～ 

神奈川県部落史研究

会 事務局長 

堀川 憲雄 

 

４ 人権教育の推進 

〇神奈川県人権教育研究委託事業 

令和５年度から、神奈川県人権教育研究委託事

業を受け、坂本中学校が「情報化社会での人権尊

重～デジタルシティズンシップ教育をすすめる

ための一人一人の情報モラルの育成～」をテーマ

に、２年間の研究を行った。２年目となる本年度

は、２年間の研究成果をまとめ、11月１日に行わ

れた「全県人権教育研究校発表会」と１月６日に

行われた「神奈川県人権教育研究大会」において、

その成果を発表した。 

 

〇人権教育訪問研修 

 学校からの要望を受けて、人権教育担当指導主

事が学校を訪問し、研修を行った。本年度は４校

から依頼を受け、人権教育の基本理念や子どもの

権利について研修を行った。 

 

〇人権移動教室 

 国連 NGO横浜国際人権センターが行う人権移動

教室を、本年度は６校で実施した（逸見小、桜小、

城北小、馬堀小、粟田小、長井小）。 
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学校の情報基盤整備 

平成1 0年度に本市が国の「先進的教育用ネットワークモデル事業」の対象となって以降、教育分野に

おける ICT機器の利用促進を積極的に進めてきた。 

そして「三浦半島地区教育ネットワーク」事業をはじめとする「よこすか教育ネットワーク」の整備

により、現在では、全市立学校はもとより教育関連施設等の拠点を光回線で結んでいる。 

また、GIGAスクール推進計画実現のため、令和２年度から令和３年度にかけて高速通信ネットワーク

LAN、１人１台端末、電源キャビネットを整備した。 

これらのネットワーク環境と ICT機器の活用及び情報発信のため、機器の保守管理を行っている。 

なお、令和３年４月の組織改正により、保守・管理と機器調達については教育研究所教育情報担当課

長及び ICT環境整備担当に所管を変更した。 

 

１ 横須賀市教育情報センター事業 

（１）センターホームページ 

 教育研究所のカリキュラムセンター機能の充

実に向けて、市内の先生方が授業づくりをする上

で、参考となる指導案や資料などを必要に応じて

イントラネット上からダウンロードできるよう

にする仕組みを整備した。各学校にてフロンティ

ア研究やチャレンジ研究の際に作成し保有する

指導案や各種資料などの電子データの収集及び

蓄積・分類・整理などを進めた。 

 また、よこすかスクールネットについては、令

和６年度から作成ツール「and.T 学校 Web ライタ

ー」に変更した。４月より運用を開始し、各学校

HPの更新が容易にできるようになった。 

 

①インターネットに掲出しているコンテンツ 

「三浦半島の植物」「三浦半島の地層･地質」 

「三浦半島の野鳥」「教具的民俗資料」など 

 

②よこすかスクールネット 

(各学校のホームページ集) 

 定期的な更新や全面リニューアルなど、各学校

において、取組を進めている。 

 なお、サイトビュー件数は、次のとおりである。 

令和６年(令和６年 1月～12月)＝ ※226,674件 

令和５年(令和５年 1月～12月)＝12,441,978件 

令和４年(令和４年 1月～12月)＝14,904,937件 

令和３年(令和３年１月～12月)＝16,338,486件 

令和２年(令和２年１月～12月)＝13,006,216件 

 

③横須賀市教育情報センターイントラネット 

サイトビュー件数 

令和６年(令和６年 1月～12月)＝ ※14,629件 

令和５年(令和５年 1月～12月)＝2,225,814件 

令和４年(令和４年１月～12月)＝2,788,286件 

令和３年(令和３年１月～12月)＝4,518,681件 

令和２年(令和２年 1月～12月)＝3,494,740件 

※作成ツール変更のため、サイトビュー件数のカ

ウント方法がサイトのアクセス数から、ユニー

クユーザー数（そのページを何人のユーザーが

閲覧したか）に変更された。 

 

(２)教職員用電子メール・掲示板の活用 

 校務支援システムの導入により、メールや掲示

板を有効に活用することで、校務処理の効率化を

図ることができた。 

 また、より効果的に活用することができるよう

検証を行い、学校間の連絡等にも活用できる機能

について周知した。 

 

(３)三浦半島地区教育ネットワーク 

 「先進的教育用ネットワークモデル地域事業

（文部省・郵政省、平成 10年）」と「教育情報通

信基盤整備事業（総務省、平成 13 年）」によっ

て、平成 14 年１月に三浦半島地区教育ネットワ

ーク内の全ての学校（横須賀市、三浦市、葉山町）

が、よこすか教育ネットワークセンター経由

100Mbps でインターネットへ接続する環境が確立

し、大容量情報の高速化と低コスト化を実現した

ことが発足の端緒である。現在、三浦市について

はこのネットワークには参加していない。併せて

葉山町については、運用面での柔軟性を高める等

を理由に、葉山町独自のネットワークへの移行が

決定したことから、令和５年 12 月をもってネッ

トワークから脱退した。 

 

２ コンピュータ等の ICT機器の保守運用事業 

本市では「学校の保有する情報の取扱いに関す

る基準」を定めており、その中で、学校の児童生

徒、教職員が学習・指導や校務において使用する

パソコンを総称して「公用 PC」と呼び、そのうち、

教職員が専ら校務処理に用いるパソコンを「校務

用 PC」、教職員及び児童生徒が専ら学習・指導に

用いるパソコンを「教育用 PC」と呼んでいる。 

また、教育研究所と各学校間をつなぐコンピュ

ータネットワーク網を「よこすか教育ネットワー

ク」と呼んでいる。 

本稿でも、その呼称に合わせている。 

 

(１)整備方針 

①児童生徒の学習における安全な ICT 機器及び 
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インターネット利用環境を提供する。 

 

②教職員の校務支援のための安全かつ効率的な

ICT環境を提供する。 

・Webを通した積極的な情報公開 

・ネットワークの構築と保守・管理 

 

(２)教育用 PC整備関連 

①コンピュータ教室機器 

教育用 PCとして、小、中、ろう、養護の各学校

にパソコン教室を整備した（小学校：平成 24 年

度、25 年度）（中、ろう、養護学校：平成 27 年

度）。GIGAスクール構想の推進に伴い、令和３年

1 1月をもって、PC教室を廃止した。 

 

②普通教室用校内 LAN及び ICT機器 

小、中、ろう、養護の各学校の普通教室に各学

級１台のパソコンとインターネットに接続可能

な校内 LANを整備済である。周辺機器として、プ

ロジェクタや実物投影機を配布している。GIGAス

クール構想の推進に伴い、令和３年1 1月をもっ

て、教育用 PCを廃止した。令和６年度に中学校へ

電子黒板を整備した。 

 

③教育研究所情報教育研修室 研修用パソコン 

教育研究所内に教職員の ICT研修を主目的とす

る情報教育研修室を設け、当該研修室で使用する

研修用パソコン（21台）を整備している。 

 

(３)校務用 PC整備関連 

①校務用 PC 

平成2 2年1 2月に教職員１人１台体制となる整

備が完了した。教育研究所と市内各学校は光ファ

イバー網によって結ばれ、よこすか教育ネットワ

ークを形成しているが、令和６年８月に従来の

100Mbpsから 1Gbpsに増強した。 

平成2 3年度以降、古くなった校務用パソコンを

順次更改している。 

 

②校務支援システム 

平成2 1年度の「学校情報通信技術環境整備事業

費補助金（文部科学省）」により、小、中、ろう、

養護の各学校に校務支援システムの導入を進め、

平成2 2年度に導入の周知及び運用研修を行い、平

成2 3年４月から本格運用を開始した。 

 

（４）GIGAスクール構想関連 

AI、ビッグデータなど技術革新が一層進展する

ことで人々の働き方やライフスタイルが変化す

る新たな社会 Society5.0 時代を迎えると言われ

ている。 

国においては、この Society5.0 時代を生きる

子ども達に相応しい、誰一人取り残すことのない

公正に個別最適化され、創造性を育む学びを実現

するため「１人１台端末」と学校における高速通

信ネットワークを整備する「GIGAスクール構想」

を令和元年２月に全国に示した。 

横須賀市では令和３年1 1月をもって小、中、ろ

う、養護学校 27,834台の１人１台端末 

（Chromebook27,800台、iPad34台）、またそれを

保管するための充電保管庫、各学校でのネットワ

ーク整備が終了した。 

令和５年度には、養護学校１人１台端末（iPad）

を 10台追加整備した。 

令和５～６年度にかけて、各学校の GIGA スク

ール用インターネット回線を従来の１bps から１

Gbpsに増強した。 
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教育の情報化 

「情報教育」「教科指導における ICT活用」及び「校務の情報化」の一層の推進・充実のために、各

種の取組を行った。 

（１）GIGAスクール構想の推進に向けて、ICT機器を児童生徒・教職員が有効に活用できるよう、各種

研修を実施した。また、ICT 支援員（民間委託）を活用するとともに、教育研究所教育情報担当

スタッフによる ICT授業支援サポーター制度を継続した。 

（２）横須賀市教育情報センターイントラネットサイトに掲載されている情報の追加や更新を行った。 

（３）平成 23 年度に導入した校務支援システムの理解、普及をより浸透させるべく、システムの有効

活用について検証を行った。また、イントラネットサイトに各種操作手順書を掲載し、資料の充

実を図った。 

（４）情報化推進にあたり不可欠となる情報セキュリティに対する意識の醸成については、情報の取扱

いに関するルールの周知と啓発を行った。 

＊なお、令和３年４月の組織改正から、教育研究所教育情報担当課長及び ICT 活用推進担当に所管を  

変更している。 

 

１ 研修事業 

 GIGAスクール構想による１人１台端末の導入

を受けて、児童生徒の学びをより深めるために、

ICT 機器をどのように効果的に活用していくか

を考える機会として、各研修を計画・運営した。 

 子ども達に求められる学力＝［確かな学力］を

育むために、児童生徒が１人１台端末を効果的に

活用した授業内容が求められる。 

 令和７年度の講座内容は、児童生徒の学びを深

め、情報活用能力を身に付けるために、配備され

た端末、ツールを効果的に活用できることを目的

とした研修内容を設定する。 

 

（１）ICT活用実践研修講座 

 １人１台端末が導入されたことを契機に、各学

校においてICT機器を有効に活用できるように研

修講座を設定し、教育の情報化を推進するため

に、５回の研修を計画した。 

 

① ミライシード活用研修 

  授業で学習支援ソフト「ミライシード」を有

効に活用するための研修で、効果的な活用方法

を学ぶ研修。 

 

② Googleプログラム研修 

  Google Workspace for Education アプリの

紹介や端末を用いた基本操作を学ぶ研修。 

 

③ デジタルシティズンシップ教育 

  デジタルシティズンシップの視点をとらえ

た情報活用能力の育成を学ぶ研修。 

 

（２）初任者対象研修［参加者数：①71名 ②76名］ 

①ICTを活用した授業づくり 

１人１台端末が整備された過程を学び、授業

でどのように効果的に利用できるのかを考え

るために、Googleアプリや学習支援ソフトの活

用方法を理解し、授業において活用する場面を

共有することで、子どもの資質・能力を育成さ

せるための研修を実施した。 

 

②情報セキュリティ 

 事故防止の観点から、本年度の事例等を紹介

することで「情報セキュリティ」の意識を高め

るとともに、１人１台端末の導入により、児童

生徒への「情報モラル」「情報セキュリティ」

の知識及び意識の向上を図る指導等の必要性

について研修を行った。 

 

（３）１年経験者対象研修［参加者数：102名］ 

 GIGAスクール構想の理解と１人１台端末を活

用した授業づくりの内容で研修を実施し、グルー

プワークにより、各校の取組状況の共有を図っ

た。また、情報モラル教育・デジタルシティズン

シップの理解及び指導等の内容で研修を行った。 

 

（４）２年経験者対象研修［参加者数：82名］ 

 GIGAスクール構想の法的根拠等を理解し、１人

１台端末を活用する場面を考えることで、活用場

面の共有を図った。また、全国学力・学習状況調

査結果より、ICTの活用は、子どもの資質・能力を

高めるために効果があることを確認し、主体的・

対話的で深い学びとなる授業改善に向けた研修

を実施した。 

 

（５）５年経験者対象研修［参加者数：62名］ 

 GIGAスクール構想、法的根拠等を理解するとと

もに、１人１台端末の活用実践例の共有を図り、

今後の学校における活用方法の実践の提案をす

ることで、目指す子どもの姿（目標）を考えさせ

るための研修を実施した。 

 

（６）中堅教諭等資質向上研修［参加者数：56名］ 

 GIGAスクール構想の理解とICTを活用した授業
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づくりについて、児童生徒の学びをより深めるた

めに、１人１台端末を活用した実践例を共有しな

がら、今後の学校における取組について、授業以

外での活用することが求められる等の内容で研

修をオンラインで実施した。 

 

（７）パワーアップ研修［参加者数：24名］ 

学習支援ソフト「ミライシード」の研修を年間

で５回実施した。「オクリンク」「ムーブノート」

「ドリルパーク」の操作方法と効果的な活用方法

について学ぶ研修を行った。 

 

２ 校務の情報化推進事業 

 情報セキュリティ保持の啓発を図るために、例

年どおりセキュリティ月間を３回設定し、情報の

取扱いに係る注意喚起を行った。 

 また、横須賀市の学校における情報化の推進に

関する検討組織として、学校情報化推進部会を設

置し、校務支援システムによる校務の省力化、教

科指導における ICT活用、情報教育、学校ホーム

ページなど、それぞれについて検討を進めてき

た。また、ここでの意見・要望をもとに各部署と

連携し、施策を展開した。 

 特に本年度においては、各分科会で GIGA スク

ール構想に関する課題や校務支援システム、電子

黒板の活用等について、意見をいただいた。会議

の持ち方としては、多忙な先生方に配慮し、全て

の会議をオンラインで行った。 

 第１分科会（学籍名簿等の管理について） 

 第２分科会（成績・時数処理等について） 

 第３分科会（保健機能について） 

 第５分科会（情報教育等の推進について） 

※第４分科会（学校の各種文書の管理について）は未開催 

 横須賀市の学校における校務の情報化を図り、

効率的で円滑な業務を進めるために、学校からの

依頼を受けて、教職員向けの訪問研修を実施し

た。これにより、運用上必要な事項の徹底と、ス

ムーズな活用につなげることができた。 

 そのほかに開設した研修は次のとおりである。 

【集合選択】 

 ・年度始め研修（新任教頭研修） 

 ・通信簿作成研修（オンラインでの開催） 

 ・調査書作成研修 

 ・年度末研修（オンラインでの開催） 

   

【訪問研修】 

 ・通信簿作成研修   （随時） 

 ・健康診断票作成研修 （随時） 

 ・指導要録作成研修  （随時） 

 ・卒業証書作成研修  （随時） 

 ・ICT 活用研修    （随時） 

３ ICT支援員・１人１台端末 

 GIGAスクール構想の更なる推進に向けて、外部

委託の ICT支援員の活用を継続した。 

 主な活動としては、授業支援としての ICT機器

の設置や使用ソフトウェアの事前準備や児童生

徒への技術面のサポート、教職員のスキルアップ

に向けた校内研修の実施を行った。 

 今後、１人１台端末を活用して、主体的、対話

的で深い学びの視点による授業改善が更に求め

られる。その環境をつくるためにも、ICT 支援員

による研修の充実を図るとともに、学校が安心し

て授業を実施できるよう授業支援を行っていく。 

 



 

  - 32 -   

関係機関との連携 
 

１ 神奈川県教育研究所連盟 

（１）総会 

５月14日の総会（神奈川県立総合教育センター）

に参加し、本年度の研究協議会や役員会等につい

て、また、今後の事業の見直しについて協議を行

い、令和６年度は教育講演会が廃止となった。 

 

（２）第 71 回県教育研究所連盟 教育研究発表

大会 

 11 月 12 日、県立総合教育センターにおいて、

「『未来を拓く・創る・生きる』力を育む」をテ

ーマにして開催された。事業の見直しにより、午

後の分科会のみの開催となり、研究所長及び３名

の指導主事が参加した。 

 分科会では、令和５年度横須賀市教育研究所長

期研究員の 大上 悠 教諭(追浜中学校)が、「子ど

もの粘り強さを引き出す社会科の授業～対話に

よる学習の見つめ直しに視点を当てて～」をテー

マに発表した。 

 

（３）教育課題・調査研究部会 

①７月 30 日、二宮町教育委員会の主催により二

宮町生涯学習センターで開催された。「にのみや

学園の取り組みについて」の研究報告が、二宮町

立山西小学校、二宮中学校からなされた。   

また、東京学芸大学附属小金井小学校教諭の 

鈴木 秀樹 氏 による「ICT×インクルーシブ教育

～誰一人取り残されない社会の実現に向けて～」

の講演が行われた。指導主事２名が参加した。 

 

②８月 28 日、綾瀬市教育研究所の主催により綾

瀬市オーエンス文化会館で開催された。「教育課

題研究・学級経営」「資料研究・社会科資料グル

ープ」「教育課題研究・児童・生徒理解」の３つ

のグループから研究報告がなされた。 

 また、大阪市立大空小学校初代校長の木村 泰

子氏による「みなさんに伝えたい『ことば』」の

講演が行われた。指導主事３名が参加した。 

 

③令和７年１月 15 日、小田原市教育委員会の主

催により小田原市立桜井小学校で行われた。 

 ６年生総合的な学習の時間の公開授業が行わ

れ、その後、研究発表と協議が行われた。また、

早稲田大学名誉教授 小林 宏己 氏による指導講

評が行われた。指導主事２名が参加した。 

 

２ 関東地区教育研究所連盟 

（１）関東地区教育研究所連盟第１回委員会・  

総会・研究協議会（千葉大会） 

５月９日、10日、千葉県総合教育センターで開

催された。１日目に第１回委員会及び総会が行わ

れ、千葉大学教育学部教授 貞廣 斎子 氏 による

「『令和の日本型学校教育』を担う新たな教師の

姿」を実現するための取組について、基調講演が

行われた。２日目は分科会に分かれ、各教育セン

ターからの報告及び研究協議会が行われた。 

 

（２）第 95 回研究発表大会・第２回委員会   

（相模原大会） 

11 月８日、相模原市立総合学習センターで開催

された。明星大学教育学部教育学科特任教授 西

山 俊彦 氏 による「教育行政・校長としての取組

とこれからの教育センターに期待すること」の講

演が行われた。その後分科会に分かれ、各教育セ

ンターから報告及び研究協議が行われた。指導主

事３名が参加した。 

 

３ 全国教育研究所連盟 

（１）全国教育研究所連盟総会・研究発表大会 

（秋田大会） 

６月７日、秋田県総合教育センターが担当機関

となりオンラインで開催された。関西外語大学外

国語学部教授 新井 肇 氏 による「『生徒指導提

要（改訂版）』が示す学習指導と生徒指導の一体

化に向けて」の講演が行われた。その後、各都道

府県の教育センターの調査研究発表が行われた。

１名の指導主事が参加した。 

 

（２）全国教育研究所連盟研究協議会（福井大会） 

10 月 24 日、25 日、福井県教育総合研究所が担

当機関となり、福井県民ホール・福井市地域交流

プラザで開催された。福井大学大学院連合教職開

発研究科教授の 木村 優 氏 による「教師の学び

と育ちの変革に向けた『研修観』の転換と『協創』

の実現」の基調講演が行われた。その後研究協議

が行われた。 

 

４ ５センター連携事業 

県内５つの教育センターと、行政枠を超えて研

修受講者を受け入れるための調整を行った。 

本市からは、延べ 26 名の教職員が希望の講座を受

講した。本市も６講座（17回）を公開し、県及び

政令市から延べ 22名の参加を受け入れた。
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学校教育 

◆ 指導の目標・指導の重点 

令和４年２月に策定した「横須賀市教育振興基本計画」（令和４年度～令和 11年度）において、「横須

賀の教育の目指す姿」は次のように定めた。 

【横須賀の教育の目指す姿】 

あなたが好き 私が好き 横須賀が好きと誇れる人づくり 

 これを基に、教育委員会、学校、家庭、地域が一体となり、本市の教育の更なる充実を目指していく

こととした。 

１ 指導の目標 

 横須賀市教育振興基本計画の方針に基づき、学校

が子ども達を指導する上で取り組むべき目標とそ

の内容を示すものとして、「指導の目標」を設定した。 

 各学校においては、社会に開かれた教育課程の

理念のもと、「指導の目標」を基に、学校・地域の

実態や子どもの発達の段階及び特性に考慮し、子

どもの「生きる力」を育む教育課程の編成の工夫・

改善を行うとともに、その実践を通して教育活動

の充実を図ることとした。 

目標１ 確かな学力を育成します 

（１）学び合う集団を育成します 

（２）粘り強く学ぶ力を育成します 

（３）校種間の学びの連続性を重視した教育を推

進します 

目標２ 健やかな体を育成します 

（１）健康の保持増進・体力の向上に向けた取組

を充実させます 

（２）望ましい生活習慣の確立に向けた支援を充

実させます 

目標３ 豊かな心を育みます 

（１）人権教育を充実させます 

（２）道徳教育を充実させます 

（３）いじめ・暴力行為への適切な対応を行います 

目標４ 多様な教育的ニーズを踏まえた適切な

支援を行います 

（１）子どもにとって魅力ある学校づくりを進めます 

（２）一人一人の教育的ニーズに応じた支援を充

実させます 

目標５ 学校・家庭・地域の連携のもと、持続可

能な教育環境の整備・充実に取り組みます 

（１）安全・安心な学校づくりに努めます 

（２）学習環境を充実させます 

（３）学校・家庭・地域の連携を深め、教育力を

向上させます 

目標６ 教職員の力を高める体制づくりを進めます 

（１）校内組織を有効に機能させます 

（２）校内研究・研修の充実により、教職員とし

ての資質・能力の向上に努めます 

（３）教職員の働き方改革を推進します 

２ 指導の重点 

 「指導の目標」を踏まえ、学校と教育委員会が

重点的に取り組むべきことを、「指導の重点」とし

て設定している。 

 各学校においては、指導の重点に対し、教育活

動全体を通じて、各学校が毎年設定する「学校重

点プラン」の内容を基に、組織的・計画的に取り

組むこととしている。 

重点１ 確かな学力を育成します 

＜子どもに身に付けさせたい資質・能力等＞ 

 ◇各教科等において身に付けるべき資質・能力 

 ◇粘り強く学ぶ力 

＜具体的な手立て＞ 

 ・目標と指導と評価が一体となった授業づくり 

 ・探究的な学習や協働的な体験活動の充実 

重点２ 健康の保持増進と体力の向上を図ります 

＜子どもに身に付けさせたい資質・能力等＞ 

 ◇運動やスポーツに対する肯定的な捉え 

 ◇望ましい生活習慣 

＜具体的な手立て＞ 

 ・運動が苦手な子どもに配慮した、体育・保健 

  体育科の授業改善 

 ・学校給食を中心とした食育の充実 

重点３ 多様な人々と協働する力を育てます 

＜子どもに身に付けさせたい資質・能力等＞ 

 ◇自分や他者を大切にする態度 

 ◇よりよい人間関係を築く力 

＜具体的な手立て＞ 

 ・意思決定や合意形成する場面の設定 

 ・いじめ等や不登校の未然防止に向けた取組 

 

 また、各重点を横断する手立てとして、次のも

のを例示した。 

・一人一人の発達の段階や特性を踏まえた指導改善 

・子ども同士が相互理解を深める活動の実施・充実 

・調査等を活用した、学校全体での組織的・計画

的な取組 

・教職員としての資質・能力の向上に資する、校

内研究・研修等の充実 
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学校教育 

◆ 教科等 

令和６年度の市の指導の重点の一つである「確かな学力を育成します」の実現に向け、各学校では前

年度の学校評価を踏まえて作成した学校重点プランのもと、教科指導の充実を図るとともに、組織的に

学力向上に向けた取組を推進した。 

教育委員会としては、学力向上推進委員会を開催し、学力向上推進プランの周知及び実現に努めた。

教育課程研究会においては、主題を「資質・能力を育む教育課程の編成と教育活動の工夫・改善」、副題

を「資質・能力の育成を促す単元（題材）構想と教師の指導改善」とし、１日目には主題及び副題の趣

旨を踏まえた、横須賀市の目指す教科等指導について市の全教諭と共有するとともに、各学校における

教育課程研究の在り方について確認した。また２日目には、代表校による文書提案を基に、教科等ごと

に主題に迫る研究を深めた。加えて、高等学校教育課程研究における授業公開、及び、教育課程実践検

証協力校事業における授業公開を行った。さらに、小・中学校教科等指導員を委嘱し、模範となる授業

公開をするなど、各教科等の指導改善を図った。 

 

       国   語         

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

１日目は、資質・能力の育成を促す単元構想と

教師の指導改善について、情報共有を行った。 

２日目は、山崎小学校が「自分らしく表現し、

伝えられる子を目指して～「豊かに」書くことを

ねらった授業実践とその報告～」をテーマとして

提案した。 

〔中学校〕 

１日目は、資質・能力の育成を促す単元構想と

教師の指導改善について、情報共有を行った。 

２日目は、国語研究会「読むこと」が「教科書

の文学教材を通して自分の＜読み＞を創造する

生徒の育成～一人ひとりの文学体験を豊かにす

るために～」をテーマとして提案した。 

 

◎夏季研修講座 

８月 26日に、山梨大学教授の茅野政徳氏を講師

として「今年もみんなで国語科再考、国語科最高！」

をテーマに研修を行った。資質・能力の育成につな

がる指導について、ワークショップ形式で、教師自

身が実際に学習活動を体験しながら学んだ。 

 

◎国語研究会 

〔小学校〕 

研究テーマ「生きて働く確かな言葉の力の育成

～主体的・対話的で深い学びを実現するための指

導の工夫と学習評価の在り方～」をもとに実践研

究が推進された。「研究部門」「研修部門」の各組

織で、指導案検討会、授業研究会、各種ワークシ

ョップ（「だれでも国語塾」「夏の国語講座」）など

が実施された。前年度に引き続き「書く力向上プ

ロジェクト」において、研究を推進している。 

また、学校文集の編集・書写作品展の運営へ

の協力を得た。 

〔中学校〕 

研究テーマ「資質・能力を育成する国語科授業

の創造」に基づき、授業研究部各領域部会（「話すこ

と・聞くこと」・「書くこと」・「読むこと」・「言語

文化」）で指導案検討や授業研究に取り組まれた。

特に全国・関東ブロック横浜大会において、文学

的な文章の授業実践を通して『文学を学ぶ意義』

や『文学の面白さ』に気付く生徒を育てていく発

表は、県内外問わず好評であった。年度末研究発

表会では、各領域の研究成果の発表のほか、「書く

こと」のワークショップや次年度使用教科書につ

いて外部講師を招いた研修が行われた。 

また、学校文集の編集・書写作品展の運営への

協力を得た。 

 

       社   会        

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

１日目は、資質・能力の育成を促す単元構想と

教師の指導改善について、情報共有を行った。 

２日目は、森崎小学校が「探究心をもって主体

的に取り組み、自己の考えを再構築できる単元構

想～学びの過程を意識した振り返り～」をテーマ

として提案した。 

〔中学校〕 

１日目は、資質・能力の育成を促す単元構想と

教師の指導改善について、情報共有を行った。 

２日目は、追浜中学校が「生徒と教師が学びの

過程を「自覚」し、「再構築」することができる授

業の工夫」をテーマとして提案した。 

 

◎夏季研修講座 

７月 23日に、筑波大学教授の唐木清志氏を講師

として「「子どもの姿」と「教材の本質」を統合し

た問題解決学習」をテーマに研修を行った。「学習

問題（単元を貫く問い）」を明確にした「問いの構
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造化」について、具体例を基に多くの示唆を得た。 

 

◎社会科研究会 

〔小学校〕 

研究テーマを「人の営みに学び、未来を創る子ど

もを育てる社会科教育」と設定し、これからの未来

を生きる児童がよりよい社会を創造するために必

要な力を育むことを目指して、研究が行われた。 

〔中学校〕 

研究テーマを「社会的な見方・考え方を働かせ

た授業実践の実現を目指して」と設定し、予測困

難な社会を生きていく生徒の資質・能力の育成を

目指した各分野による研究と研究成果発表会が

行われた。 

 

       算数・数学        

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

１日目は、資質・能力の育成を促す単元構想と

教師の指導改善について、情報共有を行った。 

２日目は、大津小学校が「児童が自ら図を活用

することができる授業づくりをめざして～図を

通じた加法減法の学びの系統性と児童の成長～」、

高坂小学校が「算数科における「主体的に学習に

取り組む態度」の具体と見取りについての一考察」

をそれぞれテーマとして提案した。 

〔中学校〕 

１日目は、資質・能力の育成を促す単元構想と

教師の指導改善について、情報共有を行った。 

２日目は、研究会（図形領域部会）が「図形領

域において、表現力を高める授業づくり～ICT を

活用した、協働的な学びを通して～」、野比中学校

が「最後まで夢中になって取り組む「学びに向か

う力」を育成するための授業実践」をそれぞれテ

ーマとして提案した。 

 

◎夏季研修講座 

 ７月 29 日に、東京学芸大学附属小金井小学校

教諭の加固希支男氏を講師として「数学的に考え

る資質・能力を育成する授業づくり」をテーマに

研修を行った。「個別最適な学び」を実現する算

数・数学の授業の在り方について、具体例を基に

多くの示唆を得た。 

 

◎算数研究会／数学研究会 

〔小学校〕 

研究テーマを、「学ぶ楽しさと充実感のある授

業づくりをめざして」とし、年に５回の研究会と

１回の講演会が行われた。 

〔中学校〕 

研究テーマを、「主体的な学び合いを通して、数学

的に考える資質・能力の育成 ～学び合う喜びを

感じ、粘り強く考える授業の創造～」とし、年に

１回の研究会と各領域による研究会が行われた。 

 

        理  科         

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

１日目は、資質・能力の育成を促す単元構想と

教師の指導改善について、情報共有を行った。 

２日目は、望洋小学校が「子ども一人ひとりの

学びを大切にした問題解決学習」をテーマとし

て提案した。 

〔中学校〕 

１日目は、資質・能力の育成を促す単元構想と

教師の指導改善について、情報共有を行った。 

２日目は、衣笠中学校が「生徒の「実態」把握の

妥当性を高める学習評価」をテーマとして提案した。 

 

◎夏季研修講座 

 ８月 19 日に、元帝京大学小学校長の矢野英明

氏を講師として「現行の指導要領において求めら

れる授業づくりや今後求められる授業のポイン

ト」をテーマに研修を行った。理科教育の現状と

今後の展望についての多くの示唆を得た。 

 

◎理科研究会 

〔小学校〕 

「主体的に問題を解決し、新たな知を獲得する

理科学習」を研究テーマとして、授業実践や研修が

実施された。神奈川県小学校理科教育研究大会で

の文書提案や１月の理科研究会により授業実践な

ど、主体的な問題解決学習を通した実感のある学

びの創造について提案された。また、教員向けの研

修会や広報の発行、「よこすか子ども科学賞」や「よ

こすか子ども発明展」への協力を通して、児童に自

然科学への興味・関心を高める活動も行われた。 

〔中学校〕 

「生徒の資質・能力を育成する、他者との協働に

基づく授業の創造」を主題とし、「教育課程」、「学

習・評価」、「観察・実験」「環境教育」の各分野で

の研究が進められた。各分野では、それぞれの副主

題に基づき、協議及び授業実践が行われた。坂本中

学校で開催された神奈川県中学校理科教育研究大

会横須賀大会では、授業発表や文書提案が実施さ

れた。また、科学の甲子園ジュニアや学生科学展審

査会の協力など、多岐にわたって活動が行われた。 

 

       生 活 科        

◎教育課程研究会 

１日目は、資質・能力の育成を促す単元構想と

教師の指導改善について、情報共有を行った。 
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２日目は、大塚台小学校が「子どもの学びを『つ

なぐ』スタートカリキュラム」をテーマとして提

案した。 

 

◎夏季研修講座 

 ７月 26 日に、麻布大学教授の小玉俊也氏を講

師として「SDGsの生活科・総合的学習への活かし

方」をテーマに、総合的な学習の時間研修講座と

合同開催の研修を行った。SDGsの視点をもちなが

ら生活科をどのように充実させていくのか、具体

例を基に多くの示唆を得た。 

 

◎生活科研究会 

 研究主題「活動や体験を通して、学びをつなぎ、

生活を豊かにする子ども」に基づき、研究が進め

られた。本年度は、教科総会でのミニ研修、年４

回の常任委員会、年 1回の授業研究会と担当者会

が行われ、各校の生活科の授業の充実に寄与する

運営が行われた。 

 

        音   楽          

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

１日目は、資質・能力の育成を促す題材構想と

教師の指導改善について、情報共有を行った。 

２日目は、田浦小学校が「音楽科における資質・

能力の育成を目指すための教育活動の工夫～器

楽における協働的な学びと個別最適な学びの充

実～」をテーマとして提案した。 

〔中学校〕 

１日目は、資質・能力の育成を促す題材構想と

教師の指導改善について、情報共有を行った。 

２日目は、浦賀中学校が「豊かに表現する生徒

の育成 ～深い学びを目指した授業づくり～（歌

唱）曲にふさわしい音楽表現を創意工夫し、創意

工夫したことを生かして演奏する力の育成」をテ

ーマとして提案した。 

 

◎夏季研修講座 

８月５日に、長野県教育委員会事務局学びの改

革支援課参事兼課長の臼井学氏を講師として「今

求められている音楽科の授業～「個別最適な学び」

と「思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形

づくっている要素」」をテーマに研修を行った。現

行学習指導要領の趣旨を踏まえた授業を行うた

めの具体例を基に、授業改善の視点で各自の授業

を見つめ直すことができた。 

 

◎音楽研究会 

〔小学校〕 

  研究テーマを、「音楽のよさを感じ、ともに創

り楽しむ子」とし、研究部、研修部に分かれ、指

導案検討や研修を進めた。研修部は器楽の研修、

歌唱研修、ICT の研修等様々な研修を行った。ま

た、作詞作曲募集審査への協力を得た。 

〔中学校〕 

  研究テーマを、「豊かに表現する生徒の育成   

～深い学びを目指した授業の創造～」とし、歌唱・

器楽部会、創作部会、鑑賞部会に分かれ、指導案

検討や研修を進めた。「県連合音楽会」には、久里

浜中学校が参加した。また、作詞・作曲募集審査

への協力を得た。 

 

     図画工作・美術         

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

１日目は、資質・能力の育成を促す題材構想と

教師の指導改善について、情報共有を行った。 

２日目は、逸見小学校が「主体的に学び自分の

思いを豊かに表現する子の育成～図画工作科に

おける 子ども一人ひとりのよさや思いを見とる

評価と指導を通して～」をテーマとして提案した。 

〔中学校〕 

１日目は、資質・能力の育成を促す題材構想と

教師の指導改善について、情報共有を行った。 

２日目は、追浜中学校が「主題を深める手立て

の工夫」をテーマとして提案した。 

 

◎夏季研修講座 

８月21日に、文部科学省教科調査官の小林恭代

氏を講師として「子供が主役の造形活動－図画工

作科・美術科における資質・能力の育成を目指す

授業づくり－」をテーマに研修を行った。図画工

作科・美術科でつくりだされた様々な作品を通し

て育成を目指す資質・能力について具体的にご教

授いただいた。また、研修の後半には実際に15セ

ンチ四方の画用紙に絵をかき、お互いの表現を交

流した。その中で、児童生徒の学びについて実感

的に感じ取ることもできた。 

 

◎造形教育研究会 

 研究主題「豊かな心を育てる造形教育―子ども

によりそい、おもいをかたちに―～であう・あじ

わう・つくりだす～」に基づき、研究が進められ

た。 

〔小学校図画工作部会〕 

 「版に表す活動」に関する研修が根岸小学校で

行われた。７月25日には実技研修会が、２月12日

には実際の作品を持ち寄っての意見交流会が実

施された。 

〔中学校美術部会〕 

 ３つの研究グループ（Ａ表現ア・Ａ表現イ・Ｂ

鑑賞）に分かれ研究を進め、８月21日に教育研究
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所で実践報告会が行われた。また、作品展等に向

けて組織的に取組を行った。 

 

◎造形教育研修会 

 １月28日（作品展作品搬出日）に横須賀美術館

で、横浜市立上大岡小学校長の竹下護氏による

「展示作品から感じられる児童生徒の学びの姿

とは」をテーマとした研修を行った。作品展の展

示作品を鑑賞しながら、図工・美術で育成を目指

す資質・能力についてご教授いただいた。 

 

      体育・保健体育        

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

１日目は、資質・能力の育成を促す題材構想と

教師の指導改善について、情報共有を行った。 

２日目は、浦賀小学校が「課題解決に向け、『主体

的・対話的で深い学び』を実現するための学習過

程と評価の工夫」をテーマとして提案した。 

〔中学校〕 

１日目は、資質・能力の育成を促す題材構想と教

師の指導改善について、情報共有を行った。 

２日目は、長井中学校が「上達する喜びを味わい、

運動やスポーツの楽しさを学ぶ保健体育 

科指導～グループ学習を通してお互いの動きを

観察し、技能習得を目指す～」をテーマとして提

案した。 

 

◎夏季研修講座 

 小学校において、体つくり運動系・表現運動系

について、中学校において、器械運動・球技（ゴ

ール型）・武道（剣道）について、小中共通として

水泳について、市内小学校の先生並びに海上保安

部の方に講師をしていただき、研鑽を積んだ。※

小学校：保健領域は台風の影響により急遽中止。 

 また、児童生徒健康・体力向上研修講座では細

越淳二教授（国士館大学）に、体育・保健体育科

指導法講座では森良一教授（東海大学）に、体育

実技講習会では白旗和也教授（日本体育大学）に、

それぞれ講師をしていただき、研鑽を積んだ。 

 

◎小学校体育研究会/中学校保健体育研究会 

〔小学校〕 

 研究テーマを、「児童一人一人が、課題解決に向

けて『主体的・対話的で深い学び』を実現するた

めの学習過程と評価の工夫・改善～運動する楽し

さや喜びにつながるように～」とし、年間を通し

て様々な研究を行った。 

〔中学校〕 

 研究テーマを、「豊かな関わり合いを通して、自

らの健康・体力つくりに関心を持ち、考えて行動

する資質や能力を育成するとともに発達の段階

を踏まえた学習指導と評価の工夫・改善を図る」

とし、５つの研究部に分かれて様々な研究を行っ

た。 

  

◎市体力つくり実践研究発表会 

本年度（令和６年度）の本市の体力調査結果か

ら見えた傾向や成果・課題について、報告した。

また、体力向上推進委員会各担当部会からの取組

報告、更には、産学官にて連携している神奈川県

立保健福祉大学：鈴木志保子教授からは、本市の

独自調査（令和５年度から実施）の結果も踏まえ

た具体的な内容について指導・助言をいただいた。 

 

      家庭、技術・家庭            

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

１日目は、資質・能力の育成を促す題材構想と

教師の指導改善について、情報共有を行った。 

２日目は、小原台小学校が「学びの連続性・学

び方を積み重ねるとともに、自分と家庭生活を見

つめ、進んで実践する子どもを目指して」をテー

マとして提案した。 

〔中学校〕 

１日目は、資質・能力の育成を促す題材構想と

教師の指導改善について、情報共有を行った。 

２日目は、武山中学校の「学びを生活に活かす子

どもの育成に向けた題材構想」をテーマとした家

庭分野の題材をもとにワークショップを実施した。 

 

◎夏季研修講座 

 ７月 24日に、一般社団法人合板 DL普及協会の

スタッフを講師として「「Ａ材料と加工の技術」に

おける合板 DL 材を用いた題材構築について」を

テーマに研修を行った。 

 また８月５日に、藤女子大学准教授の長尾順子 

氏を講師として「衣生活における日本文化理解～

組紐製作をとおして～」をテーマに研修を行った。 

 さらに同日、株式会社 e-Craftの山田周平氏を

講師として「embot を活用した中学校での活用事

例と実践」をテーマに研修を行った。 

 

◎家庭科研究会／技術・家庭科研究会 

〔小学校〕 

研究テーマを、「自分と家庭生活を見つめ、進ん

で実践する子どもをめざして～なりたい自分、で

きる自分、生かす自分～」とし、これを教科総会

及び担当者会を実施する中で共有し、家庭科の学

びで大切にしたい視点について共有する機会が

設定された。また、実技研修会を夏季休業中に実

施するなど、各学校が指導上不安になる部分に対

するフォロー体制がつくられた。 
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〔中学校〕 

研究テーマを、「「主体的に学習に取り組む態度」

の評価を通じた教師の指導改善の工夫」とし、「題

材研究部」、「評価研究部」、「ICT 研究部」それぞ

れの部会で１年間研究が進められた。 

 また、横須賀市における創造アイディアロボッ

トコンテストにおいては、主管として大会を運営

した。ロボットコンテストの出場チーム等を支援

するために、ロボット講習会も実施された。あわ

せて、教員対象として、おべんとうコンクール出

場のための講習会も企画・実施された。 

 11月には、研究会主体で、授業研究会が追浜中

学校で実施された。 

 

     外国語・外国語活動        

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

１日目は、資質・能力の育成を促す単元構想と

教師の指導改善について、情報共有を行った。 

２日目は、明浜小学校が「伝え合う喜びを感じ

られるコミュニケーションを目指して～お互い

の良さを認め合う授業づくりと英語専科担当教

員との協働～」、武山小学校が「進んでコミュニケ

ーションを図ろうとする児童の育成～学級担任

による外国語科・外国語活動の指導の工夫～」を

それぞれテーマとして提案した。 

〔中学校〕 

１日目は、資質・能力の育成を促す単元構想と

教師の指導改善について、情報共有を行った。 

２日目は、岩戸中学校が「誰もがわかりやすい

授業づくり～生徒の視点と教師の視点～」、野比

中学校が「一人ひとりの学びの保障 探究と協同

の学び～最後まで夢中になって取り組む学ぶ姿

～」をそれぞれテーマとして提案した。 

 

◎夏季研修講座 

 ８月 19 日に、神奈川大学教授の髙橋一幸氏を

講師として「小中学校が目指す外国語教育につい

て」をテーマに研修を行った。適切な学習評価の

在り方や資質能力を育む指導と言語活動の質等

について研修した。 

 

◎外国語教育・国際教育研究会／英語研究会 

〔小学校〕 

授業研究部、調査研究部、国際教育研究部、広

報部からなり、11 月には鴨居小が授業を公開し、

12月にその振り返りと協議が行われた。 

〔中学校〕 

 領域ごとの４つの部会に属する６～７校が連

携して研究に取り組んだ。 

 

◎中学校英語副読本の作成 

 横須賀の魅力について英語で紹介する副読本

を市内中学２年生に配布した。引き続き、各校へ

活用を促していく。 

 

◎小学校英語専科担当教員の配置 

 英語の専門的指導を行うことと学級担任の授

業力向上を主目的として、令和元年度には５名、

２年度から 10 名を市立小学校に配置し、高学年

の授業を指導している。１名が４校を受け持ち、

小学校外国語教育の推進に広く寄与している。 

 

     特別の教科 道徳       

◎教育課程研究会 

〔小学校〕  

１日目は、道徳科における「振り返り」をキー

ワードに、教育課程研究会の主題及び副題につい

て、情報共有を行った。 

２日目は、富士見小学校が「『考動』・『幸動』を

キーワードとした道徳教育の推進と道徳科の充

実を目指して～考えて行動する子・思いやりの心

をもって親切にする子の育成～」、馬堀小学校が

「自律的に判断し、主体的に行動することができ

る児童の育成～よりよい学級や学校づくりを目

指して～」をそれぞれテーマとして提案した。 

〔中学校〕 

１日目は、道徳科における「振り返り」をキー

ワードに、教育課程研究会の主題及び副題につい

て、情報共有を行った。 

２日目は、大津中学校が「学校教育目標の達成

に向けた支援教育を視点とした 道徳科の授業の

構築～誰にとっても過ごしやすい環境 誰にと

ってもわかりやすい授業～」、衣笠中学校が「自己

を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に

考える指導の工夫～ICT を活用した多様な意見の

集約による考え、議論する道徳を目指して～」を

それぞれテーマとして提案した。 

 

◎夏季研修講座 

 ７月 30日、文部科学省教科調査官の堀田竜次氏

を講師として「道徳教育、その要である道徳科の指

導と評価」をテーマに研修を行った。道徳教育及び

道徳科で目指すことについて、多くの示唆を得た。 

 

◎道徳教育研究会 

〔小学校〕 

研究主題を、「自らよりよい生き方を求めてい

こうとする子どもの育成を目指した道徳教育 

～物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方に

ついての考えを深める授業の工夫～」として、年

３回（７月・９月・１月）の定例会を開催し、授

業づくりに関する意見交流、研究授業公開及び協

議などを行った。 
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〔中学校〕 

研究主題を、「主体的・対話的で深い学びを意識し

た授業づくり」とし、年に３回（６月・７月・８

月）研修会を開催して授業づくりについての研鑽

が積まれた。 

 

     総合的な学習の時間        

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

１日目は、資質・能力の育成を促す単元構想と

教師の指導改善について、情報共有を行った。 

２日目は、荻野小学校が「児童自ら課題を見出

し、他教科の学びを生かす学習を通して」をテー

マとして提案した。 

〔中学校〕 

１日目は、資質・能力の育成を促す単元構想と

教師の指導改善について、情報共有を行った。 

２日目は、大津中学校が「予測困難な社会の変

化に振り回されることなく、主体的に自らの人生

を切り拓き、地域を創り支える一人として、自ら

考え行動する力を養う総合的な学習の時間の単

元構想」、久里浜中学校が「地域を題材にした探究

的な学びと課題のジブンゴト化」をそれぞれテー

マとして提案した。 

 

◎夏季研修講座 

 ７月 26 日に、麻布大学教授の小玉俊也氏を講

師として「SDGsの生活科・総合的学習への活かし

方」をテーマに、生活科研修講座と合同開催で研

修を行った。SDGsの視点をもちながら総合的な学

習の時間をどのように充実させていくのか、具体

例を基に多くの示唆を得た。 

 

◎総合的な学習の時間研究会 

〔小学校〕 

研究テーマを、「生きる力を育てる総合的な学

習」とし、年に７回の学習会と１回の授業研究会

が行われた。 

〔中学校〕 

研究テーマを、「探究的な見方・考え方を働かせ

自己の生き方を考えていくための資質・能力を育

成する総合的な学習」とし、ワークショップ及び

情報交換が行われた。 

 

       特別活動          

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

１日目は、学習指導要領解説の内容を元に、単

元や内容のまとまりの捉え方と指導の在り方に

ついて、情報共有を行った。 

２日目は、長井小学校が「子どもたちが『自分

事』として考えることができる特別活動～防災教

育の実践を通して～」をテーマとして提案した。 

〔中学校〕 

１日目は、学習指導要領解説の内容を元に、単

元や内容のまとまりの捉え方と指導の在り方に

ついて、情報共有を行った。 

２日目は、常葉中学校が「学校教育目標の実現

に向けた生徒主体の活動の基盤作り～新たな異

学年交流の取り組み～」、長沢中学校が「ＮＡＧＡ

ＳＡＷＡ・メソッド～「命一杯に生きる」ための

話し合い活動～ ～続・プロジェクトＮ～」をそ

れぞれテーマとして提案した。 

 

◎夏季研修講座 

 ８月 21 日に、玉川大学准教授の川本和孝准氏

を講師として「子どもたちの人間関係形成やその

過程における見取りについて」をテーマに研修を

行った。キャリア・パスポートの活用や各教科を

横断する指導の在り方などについて、具体的な学

校での授業の場面を想定してワークショップ等

を交えた内容により研鑽を深めた。 

 

◎特別活動研究会 

〔小学校〕 

研究テーマを、「豊かな人間関係をはぐくむ特

別活動 ～様々な集団活動を通して～」とし、公

開授業（９月）と学習指導案検討会が実施された。 

〔中学校〕 

研究テーマを、「生徒が互いに認め合い・高め合う

特別活動をめざして」として研究が進められた。

また、連合生徒会役員研修会（８月）や主張大会

（10月）の運営への協力を得た。 

 

      教科等指導員         

平成 27 年度から市内の小・中学校における教

科等の指導改善と教育水準の向上を図る目的で、

教科等指導員制度を導入した。指導員の任期は１

年間で、全教科等、４月当初に小・中学校最大各

２名の教員に委嘱している（本年度は 35 名に委

嘱）。主な業務内容は、指導員による模範授業の

実施で、各担当指導主事と共に、現在求められて

いる授業について模範授業を行った。本年度は

271名の参観申し込みがあり、それ以外に、基本

研修受講者も 158 名参観しており、学校や研究会

へも教科等指導員制度が浸透していると捉えて

いる。 
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学校教育 

◆ 研究会の取組 

各研究会は、学習指導要領に基づく授業実践の深化や様々な教育課題を解決するため、研究内容の充

実と組織の活性化を図りながら精力的に活動を行っている。研究活動によって得られた成果は、学校教

育にとって大変重要なものとなっている。 

 

       支援教育         

 研究会名変更２年目となるが、その趣旨のとお

り、幅広い見地で活動を充実させることができ

た。 

 研究会全体のテーマは、前年度と同様に「一人

一人が主体的に生き、共に育ちあう教育の研究 

～インクルーシブ教育システムの構築をめざし

て～」とし、各部会は、それぞれサブテーマを設

定して研究に取り組んだ。総会では、昨年に続き

オンラインで開催し情報共有や課題検討を行っ

た。 

 コロナ禍で縮小していた研究活動も軌道に乗

り始め、通常実施できるようになってきた。夏休

みには特例子会社・社会福祉法人施設の見学会や

研修会・講演会が行われ、また ICTに関する研修

会も参集で実施した。さらに児童生徒支援研究会

と統合した「研修部」では、全校種の支援教育担

当者及び養護教諭等を対象とした研修会を開催

した。昨年に続き、講師に横須賀共済病院臨床心

理士鈴木恵美先生を迎え「困り感のある児童生徒

の支援の在り方」をテーマに、詳しい事例をあげ

て講演をいただいた。役員会は、３月にオンライ

ンで開催し、各会長や各部長で今後の研究会の在

り方や組織の改編について意見交換を行った。 

 

       情報教育         

 本年度「情報の主体的活用を目指した学習活

動」を研究テーマとして、新聞教育研究部・視聴

覚教育研究部・統計教育研究部で研究を進めた。

研究推進の観点から、オンライン会議やハイブリ

ッド型の研究交流も取り入れて活動を実施して

きた。  

 ３つの部会の活動が中心で、その活動として、

新聞教育研究部は、最後の学校学級新聞展を開催

した。昨今の社会情勢を考えた際に、児童生徒が

作る新聞の中に個人情報が多く含まれており、少

ない人員で管理・運営することは非常に難しく大

きな課題であり、苦渋の決断であった。 

 視聴覚教育部は、前年度以上に活発な活動とな

った。神奈川県学校放送視聴覚教育「夏季特別研

修会」では主催となり、県内から多くの参加者を

迎えた。ワークショップにおいても、講師を招へ

いし、AIについて学ぶことができた。また、令和

６年度神奈川県学校放送視聴覚教育研究協議会

研究大会【横浜大会】で文書提案を行った。 

 統計教育研究部は統計グラフ指導者講習会や

統計グラフコンクール入賞作品集作りを行うこ

とができた。コンクールへの参加者は減少してき

てはいるが、県の入賞者は多く、横須賀市の取組

は県でも評価されている。中学生・高校生の参加

が増えたことは大きな収穫である。 

 

       学校図書館         

 研究テーマ「自ら学ぶ力と豊かな心を育む学校

図書館づくり」サブテーマ『学校図書館の整備と

充実、計画的な活用を通して』とし、研究活動と

事業活動を進めた。 

 研究活動では、前年度に作成した紀要をもとに

した実践報告会を６月に実施した。児童生徒にと

ってのよりよい学校図書館について具体例の中

から共有したり情報交換できたりと有意義な時

間になった。夏には根岸小・神明小学校司書の平

野はるひ先生をお招きして、「子どもを本の世界

へ誘う（いざなう）ささやかな試み」というテー

マで研修を行った。授業・日常生活・子ども同士

を「つなぐ」をキーワードに学校図書館について、

各校で実践したくなる取組が多数紹介された。 

 事業活動では、読書感想文と読書感想画の審査

を担当者全員参加の形にし、「審査」を経験する

ことで互いに助言やアドバイスをし合う機会を

設け、個々の力を切磋琢磨する場とした。１月実

施の読書感想画展は保護者や市民に大変好評で、

読書感想画に対する理解を深めることに大いに

寄与している。年度末にはこれらの記録をまとめ

た「横須賀の学校図書館」を発行し、児童生徒の

読書活動推進に役立てている。 

 

       学校保健          

学校保健研究会は、養護教諭部会と健康安全部

会が「人間性豊かな子どもの育成」のテーマのも

と研究に取り組んだ。 

 養護教諭部会では、「児童生徒の心身の育成を

めざして」を大テーマに、６部会ごとにグループ

で研究を進めた。また、児童生徒の喫緊の健康課

題に対応するための研修会も開催した。久里浜医

療センター三原聡子臨床心理士を招き「行動嗜癖

について」をテーマに、新たな知識を学び、専門

職としての資質向上を図った。年間のまとめとし

て研究協議会を開催した。各部会の研究成果を共

有し、各校で実践していくための方法や課題につ
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いて話し合った。 

 健康安全部会は、「組織的･計画的な学校保健、

安全教育の進め方」を大テーマに研究を進めた。授

業研究会を開催し、高坂小学校の４年生国語科の

導入で横須賀市独自の防災教育教材YOKOSUKA防災

カード（YOKOBOカード）を活用する授業を参観し、

協議した。また、各部会の理事が YOKOBOカードを

使った安全教育の実践記録、施設見学（横浜市民防

災センター）参加と見学記録を作成した。 
 

        食教育         

 横須賀市食教育研究会では、『食育を通して豊

かな心と体を育てる－好ましい人間関係の育成

をはかるための食に関する指導の工夫・よりよい

食教育を進めるための計画と実践－』を研究主題

とし、「栄養指導研究部」及び「食育指導研究部」

に分かれ、組織的・計画的に研究を進めている。 

 栄養指導研究部は栄養教諭・学校栄養職員で構

成され、主に食教育全般のカリキュラム検討及

び、給食時間マニュアルの検討・見直しに取り組

んでいる。本年度は、ICT を活用した栄養に関す

る授業の在り方について、研究部で研修を行っ

た。 

 食育指導研究部は小中学校教員で構成され、主

に食育に関する指導内容の実践と検討に取り組

んでいる。本年度の授業研究では、大塚台小学校

１年担任及び学校栄養職員が『いろいろなたべも

のと もっとなかよくなろう』をテーマに授業を

展開し、子ども達は学習を通して、「食べ物の働

きを知ること」「いろいろな食べ物を食べようと

すること」「望ましい食習慣を実現しようとする

こと」について学んだ。 

 

       学校事務          

 事務研究会では、2023～2024 年度のテーマを

「これからの学校事務職員」、サブテーマを「学

校事務職員はどう働くべきか」として、２年目の

研究を行い、成果を取りまとめた。 

 研究委員会でテーマに沿った活動を検討し、学

校事務職員の目指すべき働き方を共有するため

に全会員が参加する形式で研究を進めた。 

 １年目は、現状を知るために、前研究の実務事

例を参考に作成したワークシートを会員に配布・

記入してもらい、提出されたワークシートを集約

し、様々な角度から分析を行った。 

 本年度は、前年度の分析調査から各年代におけ

る働き方に対する思考の違いに着目し、新たにワ

ークシートを作成・配布し、研究会員へ入力・提

出を要請した。回収したワークシートから、経験

年数ごとの働き方について集計結果のグラフ化

や分析を行い、研究委員会の見解とあわせて研究

のまとめとし、会員へ公開した。 

      小学校校長会         

「TEAM48：連携と結束から自立と創造へ」をス

ローガンに掲げ、校長一人一人が明確で長期的な

ビジョンをもち、活力ある学校を創るために連携

し、共に研鑽を深め、高め合う場としてとらえ、

今日的課題の解決に取り組んできた。 

 横須賀の目指す教育の姿「あなたが好き 私が

好き 横須賀が好きと誇れる人づくり」の実現の

ため、次の３点を重点に設定し活動を行った。 

◇校長会の組織強化と 48校のベースの確立 

◇学力向上に向けた取り組みの充実 

◇県校長会・市教委等、関係機関との積極的連携 

 毎月開催される定例会で各種協議、報告、研修、

情報交換を行ってきた。また、研究部として学校

経営・教育課程・児童課題の３委員会、対策部と

して教育課題対策・健康安全・修学旅行・特別委

員会（GIGAスクール構想への対応）の４委員会を

設置し、それぞれの活動を通して諸課題の解決に

努めるとともに、コロナ禍が明けた中での学校運

営の在り方を検討した。 

 

       中学校長会         

 本年度の中学校長会のスローガンは「学び合

い、高め合う中学校長会」とし、またテーマを『研

修・ほうれんそう・コミュニケーション』と掲げ

活動してきた。活動体制としては役員会と、５つ

の対策委員会が指導性を持って教育界を取り巻

く様々な課題に対して研鑽を深め、努力と検証を

進めてきた。具体的には（１）行財政委員会：①

各校施設設備、予算等の充実②教職員の人的配置

に係る課題（２）教育経営委員会：①働き方改革

の検証②学校運営協議会制度の研修と情報の共

有（３）進路指導委員会：①適切な進路指導の準

備②ネット出願等の最新課題の研修（４）教育課

程委員会：①次期学習指導要領や新たな市教育課

程研究会の研究②新年度のカリマネの研究（５）

生徒指導・支援委員会：①関係諸機関との連携や

指導・対応に係る研究②複雑化、多様化する不登

校やいじめ事案に対する研修や情報共有等につ

いて取り組んだ。各校ではコロナ時期に学んで得

た知識や考え方、技術を生かして新たな施策や体

制づくりを進めている。具体的には行事や部活動

の精選、カリキュラム・マネジメントの実践、持

続可能な小中一貫教育や校内授業研の推進など

である。今後も中学校長会として持続可能な教育

活動の構築を進める。 

 

      小学校教頭会         

 本年度の横須賀市立小学校教頭会は、『未来を

切り拓く力を育む 魅力ある学校づくり～７つ

の教頭力で共に歩む教頭会～』を研究主題として
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活動した。研修会・定例会、４つの委員会、各部

会教頭会の活動を充実させ、情報や課題を共有し、

学校運営のリーダーに必要な力の向上及び本市

教育の発展や課題の解決に寄与するよう努めた。 

 研修は研修委員会を中心に、７つの教頭力に関

係する教頭実務、校内支援体制と他機関との連携、

リスクマネジメント、市内の ICT推進の現状と今

後、教頭の働き方等を、教頭のニーズに合わせて

開催し、職能の向上に努めた。 

 また全公教高知大会、関東甲信越地区山梨大会、

県教頭会茅ケ崎・寒川大会、中央研修大会に参加

し、様々な情報、成果と課題を知ることができた。 

 県教頭会茅ケ崎・寒川大会では、研究委員会が

中心となって、ウェルビーイングな職場づくりの

ための教頭の取組について提言、発信することが

できた。 

 今後も校長会･中学校教頭会･教育委員会等の

関係諸機関との連携を図りながら、より一層の研

鑽と教頭力の向上に努めていきたい。 

 

      中学校教頭会         

 中学校教頭会では、「教頭としての資質・力量を

高め、本市・自校の教育の向上を一層図る」こと

を目標に掲げ、役員会と５つの対策委員会（教育

課程・法財政・進路・研修・特別）を中心に企画

運営をし、研究活動を行っている。４月から年間

計画に基づき外部講師を招聘するなどして、教育

課程・生徒指導・働き方改革等の取組に関する研

究を行った。 

 また、本年度は、第 62回神奈川県公立中学校教

頭会研究大会を横須賀市・三浦市・逗子市・葉山

町の横須賀ブロックを中心に企画運営し市内４

会場で開催した。記念講演は日本体育大学名誉教

授の具志堅幸司氏をお招きし「立ちはだかる壁を

越えて～選手として・指導者として～」の演題で

ご講演いただいた。分科会では、県内他市町村か

らの提言を基に研究協議を活発に行った。研究大

会全体を通して、多くの気付きや学びがあり、教

頭としての知識を深めたり、技量を高めたりする

きっかけとなっただけでなく、教頭会組織の深

化・発展につながった。 

 本会は市教委、本市中学校長会のご支援・ご助

言により成り立っている。今後もこの視点を念頭

に、引き続きチーム横須賀として活動していく。 
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学校教育 

◆ 幼稚園・高等学校教育課程研究会 

１ 幼稚園教育課程研究会 

令和６年８月５日に、横須賀市幼稚園教育課程

研究会を実施した。 

研究会は、参加者によるワークショップと東京

家政大学短期大学部 佐藤康富氏の講演という

構成で行った。 

 

〔ワークショップ〕 

 持ち寄った写真の子どもの遊びについてのエ

ピソードを語り、どのような資質・能力が身に付

いているか 10 の姿をもとにグループで話し合っ

た。 

その後、グループで虫取り遊びを中心としたカ

リキュラム作成を行った。 

 

〔講演〕 

 演題は「資質・能力を育む教育課程の編成と

教育活動の工夫・改善」であった。 

 様々な園の実践を基にカリキュラム作成の際

のポイントについてご講演いただいた。幼児期の

終わりまでに育ってほしい姿を基に、保育者・教

師が語り合うことで、子どもを見る眼が鍛えられ、

保育・教育を構想する力が付く。また、それが教

材と学習経験の構成を担う保育者・教師の構想力

を高めることにつながり、カリキュラムの開発と

改善にとって重要になるという示唆をいただい

た。 

 

２ 高等学校教育課程研究会 

令和６年度の主題及び副題を、「『資質・能力を育

む教育課程の編成と教育活動の工夫・改善』～資

質・能力の育成を促す単元（題材）構想と教師の

指導改善～」とし研究を行った。更に全日制、定

時制ともに部会テーマを設定して研究に取り組

んだ。 

 

〔全日制〕 

部会テーマを「身に付けた力を活用し、自ら学

びに向かおうとする態度の育成を目指して～主

体的で協働的な学びを促す教育活動の工夫・改善

～」として、４教科の公開研究授業を行った。 

地理歴史科（歴史総合）では、「社会的な見方・

考え方に基づく思考力・判断力・表現力の向上を

目指した指導の工夫」をテーマとした。 

外国語科（英語コミュニケーションⅠ）では、

「外国語によるコミュニケーション能力向上の

ための言語活動の工夫・改善」及び「世界の多様

な文化を持った人々と協働できる人材の育成」を

テーマとした。 

工業科（建築計画）では、「基礎・基本の定着を

はかり、「主体的・対話的で深い学び」を通して思

考力と技術力の向上を目指した指導の工夫」をテ

ーマとした。 

情報科（情報Ⅰ）では、「問題の発見・解決に向

けて、効果的なコミュニケーションの実現、情報

機器やデータの活用について理解を深め、適切か

つ効果的に活用し、情報社会に主体的に参画する

態度を養う」をテーマとした。 

 

〔定時制〕 

 部会テーマを「「個別最適な学び」と「協働的

な学び」の一体的な充実～何をどのように学ぶか

に焦点を当てた授業の工夫～」として、２教科の

公開研究授業を行った。 

数学科（数学Ⅰ）では、「数学を活用しようと

する態度や、粘り強く考え態度の育成」及び「基

礎・基本を習得し、わかる喜びを感じられる授業

の工夫・実践」をテーマとした。 

工業科（実習）では、「工業の見方・考え方を

働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことを

通して、ものつくりを通じ、地域や社会の健全で

持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能

力を育成する」をテーマとした。 

 

〔公開授業の全体会〕 

早稲田大学名誉教授の小林宏己氏が「主体的

な学び手が育つ授業づくり」を演題として講演

を行った。 
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学校教育 

◆ 特別支援教育 

１ 特別支援教育の動向 

（１）市立ろう学校は、幼稚部単一学級１学級・
重複学級１学級、小学部単一学級３学級・重
複学級２学級、中学部単一学級２学級・重複
学級１学級、高等部単一学級２学級・重複学
級１学級となり、合わせて 13学級である。 
市立養護学校は、小学部重複学級 10 学級、

中学部重複学級３学級となり、合わせて 13学
級である。 
 

（２）小学校の特別支援学級 

知的障害特別支援学級 46校 66学級 

  自閉症・情緒障害特別支援学級46校 90学級 

  肢体不自由特別支援学級 17校 17学級 

  病虚弱特別支援学級 15校 15学級 

視覚障害特別支援学級 ０校 ０学級 

聴覚障害特別支援学級 ７校 ７学級 

 

（３）中学校の特別支援学級 

知的障害特別支援学級 22校30学級 

  自閉症・情緒障害特別支援学級23校 37学級 

  肢体不自由特別支援学級 ８校 ８学級 

  病虚弱特別支援学級 ３校 ３学級 

視覚障害特別支援学級 ２校 ２学級 

聴覚障害特別支援学級 ０校 ０学級 

 

（４）第 14回児童生徒ふれあい作品展 

日 時 

場 所 

11月 22 日（金）～11月 26日（火） 

横須賀市文化会館 

 来場者総数 2,486 人 

 

（５）支援教育コーディネーター 

研修と情報交換のために「支援教育コーデ

ィネーター連絡会」全体会を５回、経験３年

未満を対象とした研修を２回開催した（内１

回は、発達支援コーディネーターとの合同研

修「育ちと支援をつなぐ研修会」）。「関係機関

との連携」や「不登校児童生徒への対応」等

の研修を行い、また、他校の担当者と直面し

ている課題や具体的な実践などについて情

報交換する場を設け、支援教育コーディネー

ターのスキルアップと校内支援体制づくり

の強化に向けて周知を図った。 

 

２ 教育課程研究会 

〔小学校〕 

教育課程研究会の１日目は、オンラインで、指

導主事から特別支援学級や特別支援学校の授業

づくりや教育課程編成の基本事項について確認

し、自校や自身の日々の指導について振り返ると

ともに学びを深めた。 

 教育課程研究会の２日目は、浦郷小学校が「社

会で生きぬく力を育むためのインクルーシブ教

育をめざして～学びを深めるための複数担当制

について～」、大楠小学校が「一人一人が主体的に

学べる場をめざして～小集団の中での持続的な

学び～」の実践を文書提案した。 

 

〔中学校〕 

教育課程研究会の１日目は、オンラインで、指

導主事から特別支援学級や特別支援学校の授業

づくりや教育課程編成の基本事項について確認

し、自校や自身の日々の指導について振り返ると

ともに学びを深めた。 

教育課程研究会の２日目は、大楠中学校が「生

徒が学校に行きたくなる『魅力ある学級づくり』

～自立活動と校外学習の充実・環境整備を中心に

～」、馬堀中学校が「だれもが参加できる授業をめ

ざして～読書のアニマシオンの実践～」の実践を

文書提案した。なお、馬堀中学校の実践について

は、神奈川県小・中学校教育課程研究会の特別支

援教育部会において提案・協議を行った。 

 

３ 就学相談について 

「就学支援相談部会」及び「通級相談部会」

を開催し、園児、児童生徒の学校での支援内容

や進路についての相談及び審議を行った。 

 

（１）就学支援相談部会        500人 

 

（２）通級相談部会             57人 

 

        （※令和７年３月末集計） 

 

４ 支援教育研修講座 
回 日 時 内 容 講 師 

１ ５月29日 
「不登校児童生徒へ

の対応」 

神奈川県教育委員会 

SSWスーパーバイザ

ー 

渡邉 香子 

２ ７月23日 
「いじめ問題への

対応」 

一般社団法人  

ここから未来 

学級経営コンサルタ

ントアドバイザー 

渡邉 信二 
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３ ７月25日 
「自殺予防・SOSの受

け止め方」 

津久井浜クリニック 

精神科医 

井上 亮子 

４ 10月23日 

「発達が気になる子

どもの支援『学習す

る力を育てる遊び』」 

県立保健福祉大学 

大学院 

教授 笹田 哲 

５ 10月30日 

「インクルージョン

レンズから見るこれ

からの学校」 

神奈川県教育委員会 

インクルーシブ教育 

推進課 指導主事 

栗原 昌広 

６ 11月13日 
「児童生徒指導にお

ける今日的課題」 

逗子市教育委員会 

教育部参事 兼  

学校教育部長 

小野 憲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育 

◆ 小中一貫教育 

本市では、「義務教育９年間を一体と捉えて、 

子どもにとって、学びが魅力的なもの、価値ある

ものになるよう、また、子どもが学ぶ楽しさとと

もに、自分の力や成長を感じ、学ぶことの大切さ

を実感できるように、子どもの学びを豊かにする

こと」をねらいとし、平成 28年度から全ての市立

小中学校において、中学校ブロックごとに小中一

貫教育に取り組んでいる。 

 

〇本市における小中一貫教育の定義 

「義務教育９年間を一体と捉え、発達の段階 

 に応じて子どもの学びをつなぐ教育」 

 ・通学区域を共にする小中学校が、子どもや地

域の実態を基に共通の教育方針を設定して、

９年間を通じた教育課程を工夫し、「学びの系

統性・連続性」を重視した、小中教職員が協働

して行う教育 

 

具体的な取組としては、中学校ブロックごとに

全教職員が集まり、ブロックのテーマや課題等に

沿った授業研究、研修や意見交換・情報交換等を

行う「小中一貫教育に関する日」を年間３回設定

している（令和６年度は、令和６年５月８日、11

月６日、令和７年１月 22日）。令和２年度、令和

３年度、令和４年度は感染症流行の影響により密

集を避けるために、各校の小中一貫教育担当者同

士での協議などに形を変えたり、端末を活用した

オンラインでの開催を模索したりするなど、工夫

しながら可能な限りの取組を行ってきた。令和５

年度からは、教職員が集まる形で「小中一貫教育

に関する日」の取組を実施することができている。 

 

〇令和６年度の「小中一貫教育に関する日」に

おいて取り組まれた主な内容 

 ・「小中一貫教育ブロック構想図」の内容や年

間計画に関する確認及び情報共有 

 ・９年間の学びを通して、子ども達に身に付け

させたい資質・能力についての共有 

 

 ・小学校、中学校相互の授業公開 

（事前指導案検討、授業参観、研究協議） 

 ・児童生徒の実態や教科等の指導に関する 情

報交換や協議 

 ・小中一貫教育に取り組む意義について] 

（指導主事による講演や小中一貫教育担当教

諭による説明など） 
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学校教育 

◆ 教育課題に対応する職員派遣等 

教育課題に対応するために、横須賀市には専門的な役割をもつさまざまな職員がいる。子ども一人一人の

ニーズに応え、指導を充実させるため、各職員と連携して計画的な活用を図っている。 

 

 職員の名称 
対 象 

役 割・実 績 な ど 
担
当 幼 小 中 高 特 

ふれあい相談員  ○    

日常的かつ情緒的な児童への関わりを通して、個々のニーズや困難さを把握

し、教職員と連携して、いじめ等や不登校を予防する。（８月以外は、月４

日または月８日勤務）実績：令和６年度は 43 名（うち３名は２校兼務）を

小学校 46 校に配置。 

支 

援 

教 

育 

課 

登校支援相談員   ○   

登校はできるものの、教室に入ることのできない生徒に対し、相談室等で対

応したり、不登校生徒宅に担任とともに家庭訪問をしたりしながら、校内の

居場所づくりや人間関係を広げる手助けをする。（８月以外は、月 16 日間勤

務）実績：令和６年度は 23 名を中学校 23 校に配置。 

スクール 
カウンセラー 
（ＳＣ） 

 ○ ○ ○ ○ 

児童生徒指導や教育相談等の校内体制の中で、児童生徒、保護者、教職員

に対して、心理に関する専門的見地からカウンセリングやアセスメント

（情報収集・見立て）、コンサルテーション（専門家による指導・助言を含

めた検討）等を行う。実績：令和６年度は小学校 SC６名で小学校 12 校、

中学校 SC33名で中学校 23 校と小学校 34 校、高等学校 SC２名で高等学校

１校（全日制・定時制）に対応。 

スクールソーシャル 
ワーカー（ＳＳＷ） 

○ ○ ○ ○ ○ 
社会福祉に関する専門的な知識や技術を生かし、必要に応じて家庭、関係機

関と連携を図りながら、解決への道筋を学校と一緒に考える。実績：令和６

年度は５名体制で年間延べ 450 日派遣。 

学校スーパー 
バイザー 

〇 ○ ○ 〇 ○ 

心理の専門家として、相談員・スクールカウンセラー・教職員等への研修お

よび助言を行う。巡回相談では、子どもの見立てや支援に向けたアドバイス

を行う。また、全学校の重篤事案発生時の緊急支援を行う。実績：令和６年

度は月 14 日勤務で２名を配置。 

学校経営支援員  ○ ○  ○ 
要請に応じて学校を訪問し、学校運営を支援する。緊急支援の必要な学校へ

の短期集中の支援や、支援教育課での就学相談も行う。実績：令和６年度は

２名体制、延べ 329 回の学校訪問を実施。（３月末時点） 

日本語指導員  ○ ○ ○  

初歩的な日本語指導が必要な児童生徒を対象に、自立した学習者として、在

籍学級で学習活動に参加するために必要な日本語の力を育成するための指

導を行う。実績：令和６年度は 31名体制で対象児童生徒 167 名に対応。（３

月末時点） 

学校生活適応支援員  ○ ○   

日本語が全く分からない児童生徒を対象に、生活面の適応に向けた支援や、

周囲との関係を築き居場所を広げるための支援をする。（約１か月間の派遣

となり、その後は日本語指導員に引き継ぐ。）実績：令和６年度は 10 名体制

で対象児童生徒 11名に対応。（３月末時点） 

ステーション 
マネージャー 

〇 〇 〇 〇 〇 
日本語支援ステーションに勤務し、学校から、ガイダンス・アセスメント、

翻訳・通訳の依頼を受け、指導員等との連絡・調整を行う。実績：令和６年

度はフルタイム勤務１名を配置。 

国際教育 
コーディネーター 

○ ○ ○ ○ ○ 

日本語支援ステーションで、外国につながりのある児童生徒の入学・編入時

等のガイダンス・アセスメントや日本語初期集中指導を行う。また、外国語

での学校生活に関する相談、学校での支援や機関連携についての助言を行

う。実績：令和６年度はフルタイム勤務１名を配置し、日本語初期集中指導

を 52名の児童生徒を対象に実施。 

特別支援学級介助員  ○ ○   
特別支援学級において、教育活動の一層の充実を図る。児童生徒に対して、

身辺処理の介助、校内・校外活動の介助、危険防止のための安全確保などの

業務を行う。実績：令和６年度は 41 校に 82名を配置 

教育支援臨時介助員  ○ ○  ○ 

日常の学習活動および遠足、社会見学や総合的な学習の時間などの校外活動

において、配慮を必要とする児童生徒に対し、身辺処理の介助、危険防止の

ための安全確保などを行う。指導協力者という位置付け。実績：令和６年度

は 36,507 時間活用。（３月末時点） 

泊を伴う学校行事の 
介助員 

 ○ ○   

泊を伴う学校行事において、配慮を必要とする児童生徒に対して、身辺処理

の介助、さまざまな活動の介助、危険防止のための安全確保などを行う。指

導協力者という位置付け。実績：令和６年度は中学校修学旅行６回、小学校

修学旅行８回、その他宿泊行事 17 回活用。（３月末時点） 
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職員の名称 
対 象 

役 割・実 績 な ど 
担
当 幼 小 中 高 特 

学習支援員  ○ ○   
授業中や放課後の時間帯等を利用し、学習内容の定着状況に課題のある児

童生徒を対象とした個別の学習指導や少人数での補習等も含めた学習指導

を行う。実績：令和６年度は対象校全校に 107 名。 

教 

育 

指 

導 

課 

小学校 
授業アドバイザー 

 ○    
小学校の経験年数の少ない教員を対象として、国語・算数・生活の教科を中

心に、学習の定着に視点を置いた指導力の向上を図るための助言を行う。実

績：令和６年度は 16 校に４名。 

小学校外国語活動 
アドバイザー 

 ○    

外国語活動の指導の充実を図るために、各学校の要請に応じた外国語活動

に関わる研修（ワークショップ、模擬授業、研究協議のコーディネート等）

の講師を行う。（原則として、火・水・金の週３日勤務）実績：令和６年度

は教育指導課内に１名。 

学校司書  ○ ○  ○ 
担当校の図書館環境や図書資料の整備、図書館を活用した授業の支援など

を行う。実績：令和６年度は対象校全校に 34名。 

部活動技術指導者 
（文化部） 

  ○ ○  
部活動（文化部）において、生徒に対する技術的な指導を行い、生徒のニー

ズに応えるとともに、教職員の負担軽減を図る。実績：令和６年度は中学校

18 校に 24名、高等学校１校に６名。 

部活動指導員 
（文化部） 

  ○ ○  
部活動（文化部）の顧問として、技術的な指導ならびに大会等への引率等に

従事し、教職員の負担軽減を図る。実績：令和６年度は中学校４校に４名。 

部活動技術指導者 
（運動部） 

  ○ ○ ○ 
部活動（運動部）において、生徒に対する技術的な指導を行い、生徒のニー

ズに応えるとともに、教職員の負担軽減を図る。実績：令和６年度は、21校

に 60名。 

保 

健 

体 

育 

課 

部活動指導員 
（運動部） 

  ○ ○  
部活動（運動部）の顧問として、技術的な指導ならびに大会等への引率等に

従事し、教職員の負担軽減を図る。実績：令和６年度は、中学校５校に５名。 
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学校教育 

◆ 学校教育だより 

教育委員会の組織を見直し、平成23年度に学校教育に重点を置いた学校教育部を設置した。教職員向け

広報紙も、｢学校教育課だより（学校教育課発行） 」と「教育研究所月報（教育研究所発行）」を統合し、

新たに「学校教育だより」として発行することとした。編集業務は平成29年度に、それまでの教育総務部

総務課教育政策担当から教育指導課に移管した。また本年度からは、紙媒体での送付をやめ、e-mailを用

いて電子媒体にて送付することにした。 

 

 

 

 

 

 

〇主な頁のテーマと執筆担当課又は執筆者名（敬称略） 

４月 

 

(157号) 

１面： 巻頭言（坂下部長） 

    令和６年度 教科等指導員(石橋) 

２面： 日本語支援ステーション（水島） 

５月 

 

(158号) 

１面： 巻頭言（原口課長） 

    SC の活用（清野） 

２面： 令和６年度 教育課程（堀井・石橋） 

６月 

 

(159号) 

１面： 巻頭言（小田課長） 

    令和６年度 夏季研修案内（太田） 

２面： 食育・学校給食について（吉田） 

    食物アレルギー対応について（船越小 栄養教諭 遠道） 

７月 

 

(160号) 

１面： 巻頭言（筒井課長） 

    生活習慣について（吉田） 

２面： ICT と授業改善について（新谷） 

８月 

 

(161号) 

１面： 巻頭言（山本） 

     校内教育支援センターについて(河野) 

２面： 横須賀市共同学校事務室について（北村） 

９月 

 

(162号) 

１面： 巻頭言（菅野） 

    横須賀市小中学校教育課程研究会報告（堀井・石橋） 

２面： 横須賀市の小中一貫教育（直島） 

10月 

 

(163号) 

１面： 巻頭言（吉田） 

    学校図書館について（東） 

２面： 夏季研修講座振り返りと研修履歴について（伊東） 

11月 

 

(164号) 

１面： 巻頭言（梅谷所長） 

    横須賀市主催行事について（福地） 

２面： 学力向上の取り組みについて（渡辺） 

12月 

 

(165 号) 

１面： 巻頭言（河野） 

    デジタル教科書活用について（萩原） 

２面： 長期研究員 研究報告（鴨井小 本間・衣笠小 布富・池上中 伊藤） 

１月 

 

(166 号) 

１面： 巻頭言（太田） 

    学校研究助成について（野比中 嘉山） 

２面： 問題行動等調査結果について（河野） 

２月 

 

(167 号) 

１面： 巻頭言（嘉山） 

    学校教育賞について（田山） 

２面： 令和６年度 横須賀市児童生徒体力・運動能力、運動習慣等調査の結果（福地） 

３月 

 

(168号) 

１面： 巻頭言（鈴木課長） 

    教育指導課 年間総括(小日向) 

２面： 教育研究所 年間総括(田山)/支援教育課 年間総括(橘)/保健体育課・学校食育課 年間総括

(吉田) 

 

【発行の趣旨】 学校教育に関する情報を教職員に発信し、意識の向上を図り、もって学校教育の教

育力向上を目指す。 

【様   式】 Ａ４ ２面構成を基本とする。 

【対象・公開】  対象は、市立学校（幼・小・中・高・特）教職員とし、教育研究所イントラネット

に掲載する。 

【編集・発行】 学校教育部教育指導課 
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学校研究 

本市教育委員会では、本市における教育課題に対し、子ども達の学力保障とともに具体的・実践的に

課題解決を図る研究を助成している。 

学校研究に関わっては、フロンティア研究として、「教科等研究」についての本発表を行った。また

次年度の本発表に向けて、「探究的な学習の充実」「学校図書館の利活用」「支援教育の推進」をテー

マとした研究も進められている。 

本年度の指定研究は、フロンティア研究助成（小学校１校、中学校４校）、高等学校〈全日制〉研究

助成（１校）、チャレンジ研究助成（小学校 45校、中学校 19校、特別支援学校２校、幼稚園１園、高

等学校〈定時制〉１校）である。その他、人権教育研究委託事業 1校（中学校）、インクルーシブ教育

校内支援体制整備事業１校（小学校）、外国人英語教員活用研究拠点校４校（中学校、高校）、体力つ

くり２校（小学校、中学校）、運動部活動モデル事業（中学校体育連盟柔道専門部）となっている。 

◆ フロンティア研究助成 

        教科等           

「自分の考えを持ち、学び合いながら考えを広げ

る児童の育成」  

岩戸小学校 

 岩戸小学校では３年間「学びに向かう力の育

成」を意識してフロンティア研究に取り組んでき

た。 

 研究３年目となる本年度は、上記の研究テーマ

実現に向けて、次のようなことを意識して取り組

んだ。教材研究をするときに「何を指導して」「何

を考えさせるのか」「何を指導しないのか」を計

画する。子ども達の学んでいる姿（授業中の姿）

を見て、日々の授業改善を積み重ねる。子ども達

の声や学びたいことを大事にした指導をする。こ

れらのことを意識しながら子ども達や授業と向

き合い、子ども達が学んでいる姿を見取りながら

語り合う。そうすることで、日々の授業を充実さ

せ、子ども達も教師も学ぶことが楽しめるように

なることを目指した。 

 11月のフロンティア研究発表では、全ての学年

で授業公開し、岩戸小学校の取組を参観していた

だいた。どの教室でも、子ども達が相互に考えを

交わして、考えを広げるようすがあった。また、

どう書くと自分の思いが伝わるか、どうしたら解

決できるか等、子ども達が様々な場面で粘り強く

考える姿が見られるなど、一定の手ごたえを得る

ことができた。 

 引き続き、児童の主体的かつ協働的に学びに向

かう力の育成を目指して、子ども達や授業と向き

合い、子ども達が学んでいる姿を語り合える岩戸

小学校の風土を大切にしていきたい。 

 

          教科等           

「一人ひとりの学びの保障 探究と協同の学び」 

～最後まで夢中になって取り組む学ぶ姿～ 

野比中学校 

 本年度は、横須賀市フロンティア研究委託の３ 

年目となり、11月にまとめとなる発表を行った。

本校では「学びの共同体」の理念を意識した授業

改善の取組を、これまでの校内研究の柱としてき

ており、３年間、佐藤学先生をはじめとする学び

の共同体の先生方からご指導いただいた。 

 ３年間の取組を通して、生徒が夢中になれるよ

うな課題を設定してきたことで、協働的な学びが

生まれ、グループで探索的会話を行いながら課題

解決に向かう姿が多く見られた。また生徒の聴き

合う関係性を重視した指導を行ってきたことで、

生徒のつぶやきや困り感から授業が展開される

ことが増え、一人では難しかった問題もあきらめ

ずに取り組む姿が多く見られるようになった。 

 今後も授業改善に向けて、生徒が夢中になれる

課題の設定やグループ内で共に学び合う関係の

構築に向けて、引き続き研究を進めていきたいと

考えている。 

 

      探究的な学習の充実        

「言語活動をいかした『仲間と協働して主体的に

課題解決していく』授業の実践」 

                武山中学校 

 本校では、学校目標 「ゆたかな心を育てる学

校 『協働・探求・自律 ～共に考え 共に創る

～』」実現のため、６つの資質を醸成することに力

を入れている。「対話、共感性と多様性、探求と自

律、言語力、あいさつ、自己肯定感」である。こ

れらは本校の生徒が特に身につける必要のある

資質と考えている。語彙力に乏しく、簡単な言葉

で他者との人間関係を構築してしまう姿が見受

けられるからである。「うぜぇ・めんどくせぇ・う

るせぇ・関係ねぇ…」。この語彙力のなさからくる

人間関係は、相手を思いやり、大切にする心や、

主体的に行動することを阻害してしまう。そこで

令和５年度からフロンティア研究校としての委

託を受け、標記を研究テーマに掲げ、グループ学

習の実践を通して従前の課題を解決し、生徒が互

いに学びあい、育ちあう学校つくりを目指した。 
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研究推進委員会が中心となり、横須賀市内でも多

くの学校が実践している「学びの共同体」の授業

理論を全職員が学び、実践していくことからスタ

ートしたが、研究２年目の本年は、提唱者である

東京大学名誉教授の佐藤学先生を招へいし、授業

観察に加え、講演会も開催した。この日を境に教

師の意識改革が図れたと感じている。 

 講演の中から、まずは６つのことを学校をあげ

て一斉に実践することにより、少しでも生徒の変

容を感じようと取り組んだ。それは ①できるだ

け早い時間で４人グループを作る ②４つの机

をできる限りきちんとつける ③「３分の原則」

を徹底する ④「戻し」のある授業を展開する 

⑤落ち着いた声で話す・生徒を丁寧に扱う・大人

として扱う ⑥共有の課題、ジャンプの課題を準

備してから授業に臨む の６つである。特に「３

分の原則」（本来は５分だが、本校では３分とした）

は重要である。生徒は授業開始から３分教師の話

を聞くと集中力がなかなかもたない。３分経つと

学びの偽装に入り、話を聞いているふりをするこ

とがある。そこに思考は発生しないので、できる

だけ３分以内にグループを作り、個の思考から協

同（協働）して探求する時間を創出することが大

切であると考えている。 

 これらを教師が授業で実践することにより、授

業に変化が見られてきたと感じている教師は多

い。共有とジャンプの課題を用意した授業の準備

や展開は大変だが、楽しそうに仲間と学びあって

いる様子を見ていると、授業に自ら率先して参加

していく姿勢が出来上がっていると手ごたえを

感じる。 

 次年度へ向け、人間関係の深化に加え、学力の

向上を図ることを課題としながら、さらに研究を

推し進めていきたい。 

 

         学校図書館の利活用           

 生徒棟図書館、始動 
田浦中学校 

 横須賀市フロンティア「学校図書館の利活用」

研究委託２年目を迎え、主題である「誰もが心地

よく過ごせる学校図書館を目指して」を合言葉

に、学校図書館の３つの機能を高める教育環境の

整備を通じて、主体的な学習活動を展開する生徒

の育成を実現できるよう、研究推進委員会のリー

ダーシップのもと研究を進めている。 

 主体的に学ぶためには「学習対象に対して追究

してみたい」という気持ちが継続的に持続する必

要があり、その気持ちを支えるためにどのような

環境を図書館に整えるのかが課題であった。校舎

レイアウト上、生徒が気軽に図書を手に取ること

が困難であったため、生徒棟フロアへの図書配置

を経て夏季休業前に空き教室を利用した生徒棟

図書館をオープンさせることができた。まだ限定

的ではあるものの学校司書と連携して総合的な

学習の時間の調べ学習に活用する書籍を時期に

よって入れ替えることで、気軽に立ち寄り過ごす

だけでなく、図書を手に取ってみたいと思える環

境づくりを進めることができた。今後は生徒図書

委員会の主体的な取組や、地域と協働した図書館

づくりについても視野に入れて研究を継続して

いきたい。 

 

        支援教育の推進           

「魅力ある学校づくりを目指した 

    組織・集団づくり 居場所づくり 

～学校で楽しく過ごす～」 

 浦賀中学校 

 前年度より、「生徒が明日も明後日も来たいと

思える魅力ある学校づくりを目指す」ことを主眼

とした校内研究に取り組み始めた。スーパーバイ

ザーとして横浜国立大学教職員大学教授 横浜

国立大学教育学部附属鎌倉小・中学校長 青木弘

先生を招聘し、指導助言をいただいている。 

 校内研究２年目を迎え、改めて問い直したの

は、全ての生徒にとって、学校が「居場所」とな

るということはどういうことを意味するのかと

いうことである。サブテーマである「学校で楽し

く過ごす」ことをキーワードに「居場所づくり」

を捉え直してみた。 

 「居場所づくり」は私たち教師の仕事であるこ

とは言うまでもない。生徒にとっては楽しく過ご

すために、仲間との関係づくり＝絆づくりが重要

になってくるだろう。ところで生徒の一日の大半

は「授業」で埋められている。そもそも「授業」

が生徒の絆づくりに寄与していないようでは、学

校で楽しく過ごすことができていないことにな

る。 

 つまり今私たちが、浦賀中学校全体が生徒の居

場所づくりに寄与していくためには、まずは授業

の中で生徒の自己実現が図られているのかとい

うことを視点に置いた授業改善をベースにして

くことが重要なのだということである。自己実現

をベースにした授業改善は①適切な課題設定、②

個別最適な学び、③絆づくりにつながる協働的な

学びの構築、④適切な学習評価……、現代的な課

題が山積みである。 

 次年度、まとめの３年目を迎えるにあたって、

これまでの取り組みを総括しつつ、研究発表会で

は「居場所」を感じている生徒の姿を見ていただ

きたいと考えている。 
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学校研究 

◆ 国・県等指定研究 

     人権教育研究委託事業           

                 坂本中学校 

「情報化社会での人権尊重～デジタルシティズ

ンシップ教育をすすめるための一人一人の情報

モラルの育成～」  

 研究を進めていく上で４つの柱を肝要とした。 

① 教師と生徒ともどもの人権意識の向上 

② デジタルシティズンシップ教育の向上（ICT

の効果的な活用の研究） 

③ 情報モラルの学習と確認 

④ 基盤となる校内の人権環境の整備と人権的

取組 

 １年目は、教員と生徒が情報モラルや人権に関

して「知り」学ぶことを目的とした。職員や生徒

が人権に触れることが大切だと考え、職員の研修

や生徒に対する講座から始めた。 

 ２年目は、人権教育を基盤として校内の環境を

整えた。生徒には、SNS 講座や道徳などで情報モ

ラル教育を行い、教師は、人権の視点をいれた研

究協議や ICTの効果的な活用を研究した。 

 教師が生徒に ICTの効果的な活用を示すことで、

SNSの活用は子ども達の間で広まり、繰り返される

情報モラル教育によって、徐々に、デジタルシティ

ズンシップ教育が進んできたと感じている。 

 

インクルーシブ教育校内支援体制整備事業       

池上小学校 

 指定校として３年目を迎えた本年度は、前年度

までの成果と課題をもとに、持続可能な校内支援

体制づくりと、一人一人の課題に合った支援をす

ることを中心に取り組んだ。前年度に引き続き、

不登校児童、教室に入ることのできない児童を対

象に、別室の学習室や相談室、教室での支援を担

任、学年・級外の教職員、ふれあい相談員、教育

支援臨時介助員と連携し組織的な支援を行った。

また、相談室や学習室を利用する際には、スクー

ルカウンセラーとの面談を保護者に勧め、アセス

メントの充実を図るとともに、在籍学年にこだわ

らず児童に合わせた教材を活用するなど、工夫し

て取り組んだ。 

さらに、「学校・学級での心理的安全性」「ケ

ース会議の持ち方」について校内研修を行い、児

童が安心して過ごせる教室、学校のシステムづく

りについて、全教職員で考え、『インクルーシブ

教育』について理解を深めた。今後も、３年間で

構築した校内支援体制を生かし、インクルーシブ

教育推進に努めていきたい。 

   外国人英語教員活用研究拠点校         

池上中学校 

本校の FLTは、どの生徒とも英語でスムーズに

コミュニケーションが取れる。授業だけでなく休

み時間や他の授業にも顔を出し生徒との関わり、

寄り添い方が上手である。 

また、生徒の能力に合わせて語彙や話題を巧み

に選び、速くもなく遅くもないスピードとクリア

な発音により、生徒のリスニング能力は自然にレ

ベルアップしている。会話でも、生徒にあきらめ

させない質問の仕方やフォローが見事である。

FLT のやり取りを通して生徒達は臆せず英語を使

う姿勢を身に付けている。これは、日本の文化や

池上中学校の生徒一人一人を深く理解し、寄り添

ってくれる FLTだからこその力である。英語科教

諭も、FLT と生徒のやり取りから言葉の選び方や

言い回しを日々学んでいる。 

AIやデジタル技術が進む今だからこそ、生徒と

同じ場所で共有し、生徒の信頼を築く FLTの価値

はさらに増している。生徒達は英語を通じてコミ

ュニケーションを学び、とても大きな影響を受け

ている。FLT と共に過ごすことができている本校

の生徒、教職員は本当に恵まれていると感じる。 

 

 

   外国人英語教員活用研究拠点校           

大津中学校 

 外国人英語教員の拠点校として４年目を迎え

た。引き続き FLTの活用研究に取り組んだ。 

 FLT は単独で授業ができ、評価者となれるが事

前の計画、打ち合わせが十分に行えず上手く連携

がとれなかったことが課題となった。また、その

背景には授業の持ち方についても見直しが必要

と感じた。 

 本年度の研究主題である「目的や場面、状況に

応じたコミュニケーション能力を育成するため

の効果的な言語活動の工夫」において具体的に英

語を使用する目的や場面、状況を FLTと JTEで工

夫しながら創り出すことができた。また、言語活

動に際し明確な評価基準を活動前に示すことで

生徒が目標に対し主体的に各自工夫しながら課

題解決に向かう姿が見られた。 

 FLT ということで授業だけでなく、学校生活の

様々な場面で会話の機会が十分にあるため、既習

の会話表現等を活用しながら英語で主体的にコ

ミュニケーションを図る態度の育成も充実した。 
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   外国人英語教員活用研究拠点校           

坂本中学校 

 本年度、外国人英語教員の拠点校として２年目 

がスタートした。週５日ネイティブスピーカーが 

常駐してくれることへの安心感がある。 

 週４時間のうち１時間は ALT が T1 の授業、も

う１時間は T2 の授業補助としてコマを割り振っ

ている。それぞれの学年に合わせた授業展開を行

っている。「Finding Yokosuka」を用いた指導や、

異文化理解として海外の学校紹介なども行った。 

また、生徒達が ALTに対して日本の伝統文化や

おすすめの場所を紹介する活動も行い、ALT から

直接フィードバックを受けた。生徒達は、楽しみ

ながら生きた英語に親しみ、知識として定着させ

ようとしている。昼休みや放課後の時間には英検

の二次試験対策なども行うなど、毎日常駐してく

れていることのメリットが大きい。 

 今後は、授業の目的やめあての理解、指導内容

の理解、ロールプレイによる例の提示や母国の文

化や言語についての情報シェアなど ALTと担当教

員間のティーム・ティーチングの質を上げること

をさらに意識をしていきたい。 

 

   外国人英語教員活用研究拠点校     

横須賀総合高等学校 

本校の FLTは様々な場面で、生徒の英語力向上

に尽力した。授業では、ICT 機器を有効活用しな

がら、生徒の OUTPUTの機会を設定した。また、教

科書には掲載されていない口語的な表現や、自身

の母国での経験、留学していた際の経験、外国で

の生活や文化などを伝え、生徒の外国語を学ぶ意

欲を高めるような INPUTを多く用いた。 

授業外では実用英語検定などの外部試験の対

策を積極的に行い、面接練習や英作文の添削など

に取り組んだ。 

また、スピーチコンテストに参加する生徒への

指導も熱心に行った。参加生徒たちの意欲を十分

に引き出すとても丁寧な指導を行った。結果とし

て、第 41回全国商業高等学校英語スピーチコンテ

スト神奈川県大会において、スピーチの部で準優

勝、課題英文暗唱の部で第３位入賞を果たした。 

 このように、本校の FLT は授業だけでなく、日

常の多くの場面で生徒と積極的に関わりながら、

生徒の外国語活用能力の向上に努めている。今後

も本校において、質の高い外国語教育を行うため

に、FLTと共に研究を続けていきたい。 

 

       体力つくり         

               池上ブロック 

 池上ブロックとして、本年度も引き続き「自ら

の健康の保持増進と体力向上を目指して主体的

に生活改善に取り組める児童生徒の育成」をテー

マとして取組を進めた。初年度の反省から、小学

校では、教職員が専門的な知識を習得して児童の

育成に当たること、中学校においては保健体育の

授業だけでなく学校全体で体力つくりに取り組

むことを課題とした。 

 そのため、中学校では①スクリーンタイムの減

少、②歯科指導、③日光を浴びるの３本を柱とし

て年間を通して生活習慣改善のための啓発活動

を行った。これまでは「体力つくり」を保健体育

科の教員が中心として担ってきたが、「健康的な

生活習慣の定着」を課題として据えたことで、学

校全体の取組として教職員全体で指導にあたる

ことができた。また、中学校で行った全校歯科指

導に小学校先生方に参加していただき、課題や専

門的知識を共有する場とすることができた。 

 今回の取組を生かし、地域の実態と向き合いな

がら、今後も主体的に自らの健康・体力と向き合

うことのできる児童・生徒を育成していきたい。 

 

      運動部活動モデル事業              

                柔道専門部 

 前年度から継続して、テーマを「持続可能な部

活動の取り組みを目指して」として取組を実践し

た。テーマの目標は前年度同様、柔道指導経験の

ない教職員の負担軽減や地域移行を目指すもの

とし、横須賀市中学校体育連盟柔道専門部と横須

賀地区柔道協会が部活動としての活動をタイア

ップして実践した。 

 活動を実施する際に、個人情報利用についての

同意書と練習参加確認書を年度当初に回収し、柔

道協会公式 LINEに登録した。また、本年度より年

間でスポーツ保険にも加入したことで、練習会の

都度、集金を行う必要がなく、効率よく活動を実

施できた。次年度も継続していきたい。 

 本年度の具体的な活動内容としては、３校を利

用した練習拠点校での練習会だけでなく、横須賀

市教育委員会に用意していただいたサブアリー

ナを使用して、夏と冬の県大会の前にも練習会を

実施することができた。さらに、本年度も参加者

を募集し、５月に埼玉方面への一泊二日での遠征

と 11 月に山梨県での錬成会にも日帰りで参加す

ることができた。山梨遠征では横須賀地区柔道協

会の役員だけでなく、卒業生の OB にも協力いた

だき、実施することができた。次年度も地域移行

の状況を踏まえながら、本事業を継続し、教職員

以外の多くの指導者にも協力を要請していくこ

とで、地域や社会全体で子ども達の活動を支えて

いきたい。 
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学校研究 

◆ 研究テーマ一覧 

※ メインテーマのみ記載 ◇は フロンティア研究校，【 】は中心となる教科等 

ブロック  学校名 研究テーマ 

１ 

追浜中 主体的に学び合い、全員が活躍する授業の工夫～問いをつくる活動を通して～ 

追浜小 学び合う 認め合う 高め合う子を目指して【算数】 

夏島小 
「心が動く 身体が動く」 自ら学び 追究・探究する子どもたちの育成 

【生活・総合】 

浦郷小 伝え合う力を高める指導の工夫 

２ 
鷹取中 主体的・対話的で深い学びを実現するための授業と評価の改善 

鷹取小 自分の考えを表現し、深め合う子どもの育成【国語】 

３ 

田浦中 ◇ 誰もが心地よく過ごせる学校図書館を目指して 

船越小 自分の思いや考えを 表現できる子 

田浦小 主体的に学び、表現し、高めあう子の育成 

長浦小 自ら考え、共に学び合い、高め合う児童の育成 

４ 

坂本中 個に寄り添った学びの支援 

逸見小 主体的に学び 自分の思いを豊かに表現する子の育成【図工】 

沢山小 主体的に学ぶ子の育成【算数】 

桜小 ※教育課程実践検証協力校 

汐入小 「書く」ことを通して自他の思いを認知し、発信できる汐入の子 

５ 

不入斗中 共に深め、共に学ぶ、授業づくり 

豊島小 主体的に学びを深める児童の育成 

鶴久保小 疑問を大切に、みんなでチャレンジして、解決する子 

６ 

常葉中 主体的な学びを実現させるための授業の工夫 

諏訪小 学び合う喜びを実感できる子どもの育成 

田戸小 対話的な学びを通して、互いを認め合う児童の育成 

７ 
公郷中 多様な生徒に応じた、学び合い、高め合う授業づくりの研究 

公郷小 『学びを実感する子』の育成【国語】 

８ 
池上中 ※教育課程実践検証協力校 

池上小 主体的に学び続ける子の育成【国語】 
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９ 

衣笠中 学習の質を高める授業づくり 

城北小 自ら学ぶ児童の育成 

衣笠小 
自分の意見をわかりやすく表現したり、相手の意見を自分の考えと関連付けて

聞いたりする子を目指して【算数】 

10 

大矢部中 主体的・対話的で深い学びを実現するための授業改善 

大矢部小 ともに学び合い 高め合う 大矢部小の子どもたち【道徳】 

森崎小 自分の考えを生き生きと表現できる子どもの育成【生活・社会】 

11 

大津中 資質・能力の育成を意識した授業改善 

山崎小 多面的・多角的に考え、見方・考え方を広げ深める子の育成【道徳】 

大津小 主体的に学習に取り組む子どもたちの育成【生活・理科】 

根岸小 自分の考えを表現できる児童の育成【国語】 

12 

馬堀中 学力を高める全員参加の学級集団作りとその授業の在り方 

走水小 豊かに表現できる子を育てる 

馬堀小 自律的に判断し、主体的に行動することができる児童の育成【道徳】 

望洋小 伝える力・受け取る力の育成【算数】 

13 

浦賀中 ◇ 魅力ある学校づくりを目指した組織・集団づくり 居場所づくり 

大塚台小 気づく！感じる！伝える！【社会・生活】 

浦賀小 ※教育課程実践検証協力校 

高坂小 自分らしく学ぶ子の育成 

14 

鴨居中 実態に即した育成したい生徒像に迫るための、鴨居中ＰＤＣＡサイクルの確立 

小原台小 学びの連続性・学び方を積み重ねる授業づくり 

鴨居小 考えることを楽しむ子の育成【道徳】 

15 
岩戸中 ユニバーサルデザインを生かした授業づくりと授業改善 

岩戸小 ◇ 自分の考えを持ち、学び合いながら考えを広げる児童の育成 

16 

久里浜中 資質・能力を育成するための単元計画 

久里浜小 がんばる子の育成【国語】 

明浜小 思考力・判断力・表現力の育成【国語】 

17 
神明中 豊かな表現力の育成 

神明小 自ら考え 伝え合う力の育成【生活・社会】 
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18 

野比中 ◇ 一人ひとりの学びの保障 探究と協同の学び 

粟田小 自ら考え 認め合い 高め合う 子どもを育てる【道徳】 

野比東小 児童一人一人が思考の繋がり、広がりを実感できる授業実践研究 

19 

北下浦中 書く力を育む 

北下浦小 集中する力を育て、自ら考える子の探究 

津久井小 
自ら探究する児童が育つ生活科・総合的な学習の時間 

【生活・総合】 

20 
長沢中 ※教育課程実践検証協力校 

野比小 主体的な学びを創り出すのびっ子の育ち【国語】 

21 

長井中 探究・協働による主体的に（粘り強く）学ぶ長井っ子の育成 

長井小 
探究・協働による主体的に（粘り強く）学ぶ長井っ子の育成 

【図工】 

22 

武山中 ◇ 
「主体的に課題を設定し、仲間と協同して課題解決 

していく力の育成 

富士見小 
自分の考えを表現し、交流の中で考えを深められる児童の 

育成【道徳】 

武山小 語彙を豊かにする授業づくり【国語】 

支 

ろう学校 表現する力を育む 

養護学校 
肢体不自由教育特別支援学校の児童生徒の意欲、表現力を 

高める授業づくり 

幼 大楠幼 大楠の自然や文化、人とのふれあいを通して、心豊かな子の育成 

高 
総合高(全) 

身に付けた力を活用し、自ら学びに向かおうとする態度の 

育成を目指して 

総合高(定) 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 
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教育行事 

１ 文化的行事 

             作詞作曲募集             

本年度の応募状況は次のとおりであった。 

《作詞の部》小 117点  中 99 点  計 216点 

《作曲の部》小 168点  中 35 点   計 203点 

 作詞の審査は市立小中学校の代表教員に依頼

し、入選作品は、小学校２点、中学校２点、準入

選作品は、小学校３点、中学校４点となった。 

 作曲の第二次審査は、作曲家の藤代敏裕氏に依

頼した。入選作品は、小学校２点、中学校２点、

準入選作品は、小学校３点、中学校３点となった。

入選作品・準入選作品は、入選集第 66集として発

行した。 

 

          子どものための音楽会               

８月 24日（土）に、横須賀市文化会館にて開催

した。本年度は中学校 14 校の吹奏楽部員による

合同バンド、合唱の部には中学校 12 校、小学校

13校から児童生徒が参加し、更に合唱連絡協議会

合唱団等も加わり、「組曲「横須賀」」を始め、

作詞作曲入選作品の発表も行われ、学校や校種、

世代の垣根を越え音楽の輪が繋がるすばらしい

音楽会となった。 

 

    小学校芸術鑑賞会（５年生音楽鑑賞）        

６月 25 日・26 日に横須賀芸術劇場にて、市内

の小学校５年生児童を対象に実施した。今回で第 

29 回目の実施である。演奏は神奈川フィルハー

モニー管弦楽団、指揮は、飯森範親氏（国内外の

オーケストラを数多く指揮し、現在は群馬交響楽

団常任指揮者等を歴任。）にお願いした。神奈川

フィルハーモニー管弦楽団の演奏に合わせて「横

須賀市歌」を全員合唱し、心温まる演奏会となっ

た。また、各楽器の紹介コーナーや飯森氏から子

ども達へメッセージを伝える場面もあり、演奏は

もとより様々な面で子ども達を魅了した。 

 

    小学校芸術鑑賞会（６年生美術鑑賞）       

図画工作科の鑑賞活動を通して培われる情操

を更に豊かにすることを目指し、令和６年９月～

令和７年２月に横須賀美術館での美術作品の鑑

賞会を学校ごとに実施した。横須賀美術館アート

カードを活用するとともに、美術館のスタッフに

も協力いただき、本物の作品に出会い、生涯を通

して美術に親しむためのよいきっかけにもなっ

た。 

 

 

          児童生徒書写作品展              

文化会館展示室を会場として実施し、小学校・

中学校・ろう学校・養護学校の児童生徒の書写作

品 957点と横須賀総合高等学校の生徒の書道作品

を展示した。会期は令和７年１月 24日～28日で、

3,760名の来場者があった。 

小学校から中学校への書写のつながりや、高等

学校の芸術科書道への発展に至る様子を見るこ

とができ、保護者・家族・市民等から好評を得た。 

本作品展は、学習指導要領に示された国語科書写指

導の一環として実施している。本年度は、展示会場に

て書写指導力の向上のための教員の学習会が実施

され、小学校の作品を鑑賞しながら指導にかかわ

る情報交換を行った。 

 

          横須賀市学校文集               

小学校・中学校・特別支援学校の、校種・発達

の段階に応じたテーマにより、小中学校国語研究

会の協力を得て、第 93号を発行した。 

（小学校の部）「書くことを通して、国語を適切

に表現する力を育て、言語感覚を養う」というね

らいのもと、国語科授業で生まれた作品を募集し

た。特に今回は６年に一度の詩(俳句・短歌を含

む)の文集を編纂した。国語研究会会員のほか、重

点ブロック校から派遣された７名の教員を加えた

編集委員によって、応募作品 650 点の中から 81 作

品を入選として選出し、文集に掲載した。 

（中学校の部）国語科の「書くこと」の指導から

生まれた作品 70 点を掲載した。本年度も文章の

ジャンルを「意見文」「批評文」に限定し、中学

校国語研究会「書くこと」部会の研究の一環とし

て、「書くこと」部員と教員１～３年目までの教

員との研修を兼ねた編集作業を行った。 
 

        読書感想文・画コンクール              

読書感想文コンクールは 70 回目となり、各学

校種に応じて自由・課題の２つの部門で作品を募

集した。小学校 791 点、中学校 721 点の計 1,512 

点の応募があり、審査会では学校代表として提出

された作品を審査した。横須賀地区審査会では

「優秀賞」16 点（小学校 12 点、中学校４点）、

「優良賞」31 点（小学校 24 点、中学校７点）を

選出した。 

 読書感想画コンクールは、小学校 45 校、中学校

８校から応募があった。小学校では教育課程の一部

として、中学校では主に部活動等において、合計

14,002 人が取り組んだ。横須賀地区審査会での入

賞作品 576点は「第 35 回横須賀市読書感想画展」

で展示した。会期は令和７年１月 10日から 14日
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までの４日間、文化会館第１ギャラリーを会場と

して行った。期間中は、入選者の家族を始め一般

市民 2,219名が来場した。 

年度末には２つのコンクールの成果を「読書感

想文・画集第 68号」にまとめ、各学校と掲載者に

配布した。審査活動や文集編集作業は、学校図書

館研究会の協力を得て行った。 

 

       児童生徒造形作品展             

第77回となる今回は、令和７年１月11日～27

日、横須賀美術館で開催した。「豊かな心を育て

る造形教育―子どもによりそい、おもいをかたち

に～であう・あじわう・つくりだす～」をテーマ

に、幼・小・中・高・ろう・養護学校の児童生徒

の作品2,531点を展示した。会期中の観覧者数は、

15,403人だった。 

 

         よこすか子ども科学賞              

子ども達の様々な研究への意欲を伸ばし、科学

的な視点や問題解決的な能力を育成していくこ

とを目的として、横須賀市立小学校の児童から、

日常生活の中での不思議さや疑問を基に研究し

た作品を募集した。校内審査を経て、学校代表と

して 281 点の応募があり、審査の結果 22 名の作

品が入賞した。 

小学生が、自由な発想で研究や発表会を行うこ

とで、自然に親しみを感じ、科学する力を育成す

る機会となった。 

 

         よこすか子ども発明展              

ものづくりへの興味・関心や科学的な創造力の

育成を目的として、横須賀市立小学校の児童から

発明作品を募集した。校内審査を経て学校代表 27

点の作品を、９月７日・８日に横須賀市自然・人

文博物館１階講堂にて展示した。２日間で 175名

の来場者があった。 

自然の性質や規則性に関する理解を実感とし

て深めるだけでなく、新たに生じた問題に主体

的・実践的に立ち向かう機会として、有意義なも

のとなった。 

 

  創造アイディアロボットコンテスト        

８月６日に創造アイディアロボットコンテスト

第 21 回横須賀大会を横須賀アリーナ（サブアリ

ーナ）で開催した。 

市内中学校７校から 53 名の生徒が参加し、基

礎部門、制御部門、応用部門の３部門において、

中学校技術・家庭科技術分野で学習した知識や技

能を生かし、アイディアに富んだロボットで競技

を行った。 

 各部門の優勝チームは次のとおり。 

基礎部門：衣笠中 チーム「シーソーラボ」 

制御部門：＊出場チーム１チームのため該当なし 

応用部門：常葉中 チーム「常葉 Freedom」 

 また、アイディア等を評価する審査員特別賞で

ある技術・アイディア賞、技術・家庭科研究会会

長賞もぞれぞれの部門で授与されている。 

 

   中学校連合生徒会役員研修会     

８月５日（月）・６日(火)の２日間の日程で、

神明中学校にて開催した。 

全体スローガンを「ちょっとの意識でもっと輝

く」とし、代表校からの基調提案（「生徒会活動

に積極的に取り組んでもらうには」）を基に、７

つの分散会に分かれ、それぞれのテーマに沿って

意見交換を行った。また、その内容を全体で発表

し合い、自校の活動に還元する方略を考えた。他

校の取組や実践等を知ることを通じて、自校や自

身の活動を振り返り、リーダーとしての在り方に

対する認識を新たにしたり、見つめ直したりする

きっかけとなった。 

 

 横須賀市主張の会兼かながわ子どもスマイル

(SMILE)ウェーブ地域フォーラム  

 前年度まで、横須賀市教育委員会が主催する

「主張大会」と、横須賀市中学校特別活動研究会

が主催する「主張の会」とを隔年で実施していた

が、これらを統合し、名称を「横須賀市主張の会

兼かながわ子どもスマイル(SMILE)ウェーブ地域

フォーラム」に改めて、神奈川県教育委員会及び

横須賀市教育委員会の主催、横須賀市中学校特別

活動研究会主管により、10 月 12 日(土)、ヴェル

クよこすかホールにて開催した。 

 輪番により割り振られた市立中学校及び三浦

半島内にある高等学校の代表生徒による主張発

表を通して、自らの考えを発表したり、様々な考

えを知って自分の考えを深めたりすることがで

きた。 

 

      中学校演劇発表会        

 ７月 27日、28日に第 41回横須賀市中学校演劇

発表会を６校の参加により、横須賀市はまゆう会

館で開催した。 

各校の発表は、日頃の練習の成果が十分に発揮

された、完成度の高いものであった。また、演技

力だけでなく、音響や照明等の舞台効果や大道具

等の舞台美術も話に合わせて細かく作成されて

おり、舞台を作り上げるために力を結集した姿が

感じられた。 

 最優秀賞には、大矢部中学校の「五番目の願い

事」が選ばれ、横須賀地区の代表として神奈川県

中学校演劇発表会に出場した。 
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    YOKOSUKA English World          

 実践的コミュニケーション能力の育成や日頃

の授業の成果を発揮する機会として、外国語の指

導にあたっている ALTや FLT の協力を得て、小学

校５・６年生の児童から参加希望者を募り実施し

ている。また、米海軍横須賀基地内サリバンズス

クールの児童にも参加を依頼し、横須賀の子ども

達と米海軍基地内の子ども達との交流を深める

機会としている。第 12回となる今年度は 11月４

日に開催し、総勢約 170 名の児童と 20 名を超え

る ALTが参加して、盛況の内に幕を閉じた。 

 

２ 体育的行事 

    第 73回中学校総合体育大会      

４月 20 日、横須賀市総合体育会館メインアリ

ーナにおいて、「超えるのは昨日の自分 挑むの

は未来の自分」のスローガンのもと、24校の代表

生徒 2,251名が整然と参加し、総合開会式を行っ

た。模範演技は、横浜Ｆ・マリノスアカデミース

タッフを招き、華麗な技術を披露していただい

た。 

その後、13競技にわたり、延べ 4,000名が技能

を競い合い、交流を深めた。 

 

    第 49回小学校児童相撲大会    

  大会運営に携わる人材の不足や高齢化等に伴

い、持続的な大会運営が困難とされることから本

年度（令和６年度）から大会が廃止となった。 

 

    中学校スポーツ技術講習会      

市中体連と協力し、前期（陸上競技）・後期（ソ

フトテニス）の２回開催した。 

前期は６月 15 日、不入斗公園陸上競技場にお

いて、株式会社 Sports SNACKSの髙橋萌木子氏を

講師として招き、市内中学校の指導者と各校の代

表生徒計 230名が技術指導はもとより細かな身体

の使い方等について講習を受けた。 

後期は 11月 30日、横須賀市総合体育会館メイ

ンアリーナにおいて、元日本代表であるミズノ株

式会社の小林幸司氏を講師として招き、市内中学

校の指導者と各校の代表生徒計 280名が技術指導

やペアプレーの精神について講習を受けた。 

前期・後期とも、技術向上に必要な基本動作や

総合的な体力の高め方、安全な練習法などととも

に、スポーツに取り組む姿勢や学ぶ態度の大切さ

など、多くのことをご教授いただいた。 

 

 

 

     中学校駅伝競走大会        

 第 75回市中学校男子駅伝競走大会及び第 41回

中学校女子駅伝競走大会を 10 月 19 日に国道 16

号馬堀海岸区間コース（馬堀海岸３丁目東～大津

漁港前）で開催した。 

全市立中学校 23 校に横須賀学院中学校を加え

た 24 校から 403 名（男子 215 名、女子 188 名）

の参加があった。 

男子は追浜中学校が優勝をし、横須賀学院中学

校、大津中学校がそれぞれ２位、３位に入賞した。 

女子は横須賀学院中学校が優勝し、野比中学

校、大津中学校がそれぞれ２位、３位に入賞した。 

 

   第 56 回小学校児童陸上記録大会     

 11月９日、不入斗公園陸上競技場において、市

内小学校の５・６年生の代表選手 794名が参加し

た（男女８種目 16競技）。 

 ２種目で大会新（６年男子 100m 走、６年女子

走り幅跳び）が出るなど、多くの観衆の中、練習

の成果を発揮すると共に交流を深めた。 

 

   第 42 回表現運動・ダンス発表会     

  11 月 23 日、横須賀市総合体育会館メインア

リーナにおいて、小学校４校（鶴久保、森崎、北

下浦、公郷）、中学校３校（大矢部、不入斗、馬

堀）、計 231名の児童生徒が参加し、７作品が発

表された。児童生徒は日頃の練習の成果を全身で

表現していた。また、講師の前島光先生（日本女

子体育大学）から、指導・講評をいただいた。 

 

  第 57 回小学校児童ボール運動大会     

12月４日、市立小学校のグラウンド及び体育館

を会場に約 2,000名の６年生が参加し、日頃の体

育学習の成果を発揮するとともに、交流を深め

た。 
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 4.1   高校の新学習指導要領が高校 3 年生

まで適用。小学校から高校まで新学習

指導要領が実施完了 

    改正障害者差別解消法が施行。2024

年度から「合理的配慮」の提供が私立

学校、民間企業等にも義務付け 

     全日制課程と定時制課程で、不登校の

高校生が自宅でオンライン授業を受

け、単位取得（上限 36 単位）をできる

制度がスタート 

 

 4.5  山口県の村岡嗣政知事、保護者の休暇

に合わせて、子供が平日に学校を休ん

でも欠席扱いにしない「ラーケーショ

ン」制度を導入すると発表 

 4.9  大学教員らでつくる「＃教員不足をな

くそう！緊急アクション」が、23 年度

の教員不足実態調査の結果を公表。「欠

員が出ている」と回答したのは、公立

小学校が 64.2％、公立中学校は 55.9％ 

 

   

 

 

 4.12  日本の総人口は 1 億 2435 万 2000 人

（23 年 10 月 1 日時点）で 13 年連続

減少。総務省の人口推計 

 4.16  文部科学省、デジタル人材育成に向け

て「高等学校 DX 加速化推進事業（DX

ハイスクール）に全国の高校 1010 校

（公立 746 校、私立 264 校）を指定 

 4.1  横須賀市教育委員会事務局人事異動 

 学校教育部長 川上誠 桜小学校校長へ 

 後任に、文部科学省大臣官房付 坂下裕一 着任 

 生涯学習課長 柿原美奈 中央図書館長へ 

 後任に、市長室交流推進担当課長 杉山賢一 着任 

 中央図書館長 山田智子 市長室交流推進担当課

長へ  

 支援教育課長 小谷亜弓 長浦小学校校長へ 

 後任に、田浦中学校校長 原口尚延 着任 

  

 教職員課主査指導主事 石井伸一 田浦小学校 

 教頭へ 

 教育指導課主査指導主事 高橋あずみ 神明中学

校教頭へ 

 教育指導課主査指導主事 宍戸良子 大塚台小学

校教頭へ 

 支援教育課主査指導主事 吉村鉄平 船越小学校

教頭へ 

 保健体育課主査指導主事 澤口琢 粟田小学校 

 教頭へ 

 教職員課指導主事に、神明中学校総括教諭 

 嘉山巧 着任 

 教育指導課指導主事に、大楠中学校総括教諭 

 東昭子 着任 

 教育指導課指導主事に、武山小学校教諭  

 山本真理子 着任 

 支援教育課指導主事に、高坂小学校総括教諭 

 菅野英司 着任 

 支援教育課指導主事、根岸小学校教諭 河野好晃

着任 

 保健体育課指導主事に、鶴久保小学校総括教諭 

 吉田健人 着任 

 4.1  辞令交付 

    学級編制説明会 

    ふれあい相談員辞令交付式 

    登校支援相談員辞令交付式 

 4.2  授業アドバイザー辞令交付式 

    日本語指導員・学校生活適応支援員 

                  辞令交付式 

    相談教室担任・支援員辞令交付式 

 4.3  学習支援員辞令交付式・説明会 

 4.4  学年始休業終了 

    学校司書辞令交付式 

 4.5  始業式・入学式（小・中・高・ろう・養） 

 

 4.8  始業式（幼） 

    中学校長会 

 4.9   市立学校合同体育・保健体育科担当者会 

    教科用図書事務担当者会① 

    教科等指導員委嘱式・説明会 

    学校体育指導員委嘱式・説明会 

 4.10 教科総会 

 4.11 横須賀市立小・中学校学習状況調査 

              教科調査（～19 日） 

    県スクールカウンセラー連絡協議会① 

    中体連総会・専門部会 

 4.12 給食開始（小・ろう） 

    学習支援員担当者会 

 4.15  人事評価システム評価者研修会（教頭①） 

 4.16 生徒指導担当者研修講座① 

    就学前教育と小学校教育の 

              連携研修講座① 

 

 4.1  横須賀市教育研究所人事異動 

 教育研究所主査指導主事 白井宏一  

 船越小学校教頭へ（R6.1.1 付） 

 明浜小学校総括教諭から 研修・調査研究 

 担当 太田幸美指導主事 着任 

 川本正明主任 福祉こども部生活福祉課へ 

 後任に、児童図書館から 藤原敦子 着任 

 長期研究員 本間諒介（鴨居小学校） 

 

 丸瀬正 会計年度任用職員 退職 

 永塚貴裕 会計年度任用職員 着任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4.10 第 14 期教師塾⑦ 

 

 

 

 

 4.12 校務情報化研修① 

    

 

 4.16 初任者研修講座① 

    

    

 

教育年表 
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 4.18  文科省、24 年度全国学力・学習状況

調査（全国学力テスト）を全国で一斉

に実施。生活習慣などを聞く児童生徒

質問紙調査を、初めて全児童生徒がオ

ンラインで回答する CBT 方式で実施 

 4.19  中央教育審議会の「質の高い教師の確

保特別部会」が、教員不足や学校の働

き方改革の方策をまとめた「審議のま

とめ（素案）」を公表。教職調整額の

「10％以上」への引き上げ、小学校教

科担任制の 3，4 年制への拡大、「主任

教諭」の職の創設などを求める 

 4.24  中教審の教員養成部会、教員免許がな

い社会人を教員に登用する「特別免許

状」を拡大するため、免許授与指針の

改定案を了承。特別免許状でも非常勤、

任期付き任用が可能と明記 

 4.26  文科省、公立学校教員採用の 1 次試験

の標準日を 25 年度から「5 月 11 日」

に前倒しすると都道府県教委などに通

知。24 年度の「6 月 16 日」への 1 カ

月前倒しに続き、採用試験の早期化が

加速 

 4.30  文科省、熱中症対策の徹底を全国の教

育委員会などに通知。「暑熱順化」の取

り組みや救急要請の体制の整備など、

学校向けの熱中症対策チェックリスト

を新たに示す 

 

 

 5.4   総務省が、「我が国のこどもの数」を

発表。15 歳未満の子供は 1401 万人（4

月 1 日時点）、43 年連続の減少で過去

最低を更新 

 

 5.8   文科省、教員免許がない人材向けの

「特別免許状」の積極的活用を図るた

め、免許授与指針を改訂。非常勤、任

期付き任用での活用も可能と明記 

 5.9  文科省、2023 年度「英語教育実施状

況調査」の結果を発表。英検 3 級相当

以上の中学 3 年生の割合は 50.0％、英

検準 2 級相当以上の高校 3 年生は

50.6％で、いずれも初めて 5 割を超え

る 

 5.13  中教審の特別部会、公立学校教員の人

材確保に向けた「審議のまとめ」を盛

山文科相に手渡す。教職調整額の

「10％以上」への引き上げ、勤務間イ

ンターバルの導入などを提言 

 5.14  盛山文科相、「これからの時代におけ

るローマ字使用の在り方」を文化審議

会に諮問。ローマ字のつづり方を「訓

令式」から「ヘボン式」に見直し 

    政府、環境保全活動・環境教育の推進

などに関する新基本方針を閣議決定 

 

 

 5.17  離婚後も父母双方が親権者となる「共

同親権」を導入する改正民法が、参院

本会議で可決、成立 

 

 

 

 

 4.17 教科外総会 

 4.18 全国学力・学習状況調査 

 

 

 

 4.19 人事評価システム評価者研修会（教頭②） 

    小学校校長会 

 

 4.20 第 73 回中学校総合体育大会総合開会式 

 

 4.22 人事評価システム評価者研修会（校長） 

 

 4.24 学校図書館担当者会 

    学力向上担当者会① 

    防災教育担当者会 

 

 4.25 児童指導担当者研修講座① 

 4.26 小学校音楽担当者会 

    特別支援学級新担任者研修講座① 

    デジタル教科書（中学校外国語）活用研修① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5.1  学校・教育委員会合同防災訓練 

    横須賀市立小・中学校学習状況調査 

              質問紙調査（～31 日）

心肺蘇生実技研修講座 

    支援教育コーディネーター連絡会① 

     小学校修学旅行説明会 

 5.7  中学校長会 

 5.8  小中一貫教育に関する日 

    学校・教育委員会合同防災訓練（予備日） 

 

 

 5.9  生徒指導担当者研修講座② 

    進路事務担当者連絡会① 

 5.10 デジタル教科書（小学校外国語）活用研修①  

 5.11 第 39 回中学校演劇講習会（1 日目）  

 

 

 5.13 中学校修学旅行開始（2 泊 3 日 ～6/4） 

 

 

 

 

 

 

 

 5.15 就学前教育と小学校教育の 

              連携研修講座② 

 5.16 中高進路相談連絡会（PM） 

    県公立小学校長会総会・研修会 

             （横浜・県教育会館） 

 5.17 小学校外国語教育推進研修① 

 5.21 学校水泳プール運営管理・安全指導説明会 

  

 5.22 特別支援学級新担任者研修講座② 

    学校評価担当者会 

 5.24 小学校国語担当者会 

 

 

 

 

 

 

 4.19 中堅教諭等資質向上研修講座① 

    

 

 

 

 

 4.23 教職 1 年経験者研修講座① 

4.24 教職 5 年経験者研修講座① 

 

 

 

 4.25 新任教頭研修講座①（小・中・特）②（高） 

 

 

 

 

 

 

 4.30 教職 2 年経験者研修講座① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5.14 初任者研修拠点校指導教員研修講座② 

    初任者研修校内指導教員研修講座② 

    パワーアップ研修講座（ミライシード①） 

 5.15 学校運営研修講座① 

    臨時的任用職員等研修講座① 

    理科基礎技術研修講座① 

    第 14 期教師塾⑧ 

 

 5.17 副校長・教頭研修講座① 

 5.21 初任者研修講座② 

    臨時的任用職員等研修講座②－1 

 5.22 人権教育担当者研修講座① 

    臨時的任用職員等研修講座②－2 

 5.24 学校情報化推進部会Ⅴ－① 

 5.28 教職 2 年経験者研修講座③ 
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 5.30  宇都宮地裁、17 年に栃木県高校体育

連盟主催の登山講習会に参加した高校

生ら 8 人が雪崩に巻き込まれて死亡し

た事故で、業務上過失致死傷罪に問わ

れた教諭ら 3 人に禁固 2 年の実刑判決 

 5.31  政府、24 年度の子ども・子育て政策

の取り組みをまとめた「こどもまんな

か実行計画」を閣議決定 

 6.5  文科省、25 年度の大学入学者選抜実

施要項を全国の大学に通知。合否判定

や推薦要件に志願者の出欠状況を加味

する場合、健康上やむを得ない理由へ

の配慮として、初めて月経痛など「月

経随伴症状」による欠席を例示 

    「子ども・子育て支援金制度」の創設

を盛り込んだ改正子ども・子育て支援

法と、「ヤングケアラー」への支援を明

記した改正子ども・若者育成支援推進

法が、参院本会議で可決、成立 

 6.7  大学入試センター、来年 1 月の大学入

学共通テストの実施要項を発表。新学

習指導要領に対応した最初の試験とな

り、共通テストは 6 教科 30 科目から

新教科「情報」を含む 7 教科 21 科目

に再編 

    専修学校専門課程（専門学校）に単位

制を導入する改正学校教育法が、参院

本会議で可決、成立。専門学校在籍者

は「生徒」から「学生」に呼称変更 

 6.8   日本中学校体育連盟（中体連）、猛暑

対策や教員の働き方改革で、27 年度か

ら全国中学校体育大会（全中大会）の

規模を縮小し、水泳、体操など計 9 競

技の実施を取りやめると発表 

 6.12  実施予定も含めて 775 自治体（43％）

が何らかの形で公立小中学校の給食費

無償化を実施（23 年 9 月 1 日時点）。

文科省の学校給食実態調査 

 6.19  子供と接する仕事をする者の性犯罪

歴確認を学校などに義務付ける「日本

版 DBS」の創設を盛り込んだ児童対象

性暴力防止法が、参院本会議で可決、

成立 

    子供の貧困対策に取り組む民間団体

への財政的支援などを盛り込んだ改正

子どもの貧困対策推進法が、参院本会

議で可決、成立 

    音声教材活用の対象に、日本語の読み

書きが不自由な外国人を追加する改正

教科書バリアフリー法が参院本会議で

可決、成立 

 6.21  政府、「経済財政運営と改革の基本方

針 2024」（骨太の方針）を閣議決定。

教職調整額を「少なくとも 10％以上」

へ引き上げることを明記 

 6.27  公立学校共済組合が、ストレスチェッ

クデータ分析結果報告書を公表。医師

の面接が必要な「高ストレス」状態の

教職員は 11.7％（23 年）で過去最高に 

 

 

 

 

 5.29 支援教育研修講座① 

    支援教育コーディネーター連絡会② 

 

 

 

 

 

 5.31 教科用図書事務担当者会② 

 6.3  中学校長会 

 

 6.5  特別支援学級担当者会① 

    国際教室担当者連絡会① 

 

 6.6  生徒指導担当者研修講座③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 6.9  教育フォーラム    

  

 6.11 小学校校長会 

 

 6.12 横須賀市小学校教育課程研究会 1 日目 

 

 6.15 中学校スポーツ技術講習会（前期：陸上競技） 

 

 6.19 横須賀市中学校教育課程研究会 1 日目 

    修学旅行 横須賀総合高（定時制）～21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 6.21 学校安全研修講座 

 6.25 小学校 5 年生芸術鑑賞会 

 6.26 小学校 5 年生芸術鑑賞会 

    部活動指導者研修講座 

 

 6.29 不登校をともに考える会 

       ～ハートフルフォーラム～ 

 

 7.1  小学校校長会 

    中学校長会 

 7.2  共同学校事務室室長・副室長研修会 

    パワーアップ研修講座（ミライシード②） 

 5.29 教職 5 年経験者研修講座③ 

 

 

 

 

 

 

 5.31  学校情報化推進部会Ⅲ－① 

 

 6.4  初任者研修講座③－1（小） 

 6.5  学校運営研修講座② 

    理科基礎技術研修講座② 

    第 14 期教師塾⑨ 

    ICT 担当者会① 

 

 

 

 

 

 

 

 6.7  教職 1 年経験者研修講座③ 

    学校情報化推進部会Ⅰ－① 

    学校情報化推進部会Ⅱ－① 

 

 

 

 

 

 

 

 6.8  土曜科学教室 

 

 

 6.11 初任者研修講座③－2（中・高） 

 

 

 

 

 6.18 パワーアップ研修講座（ミライシード③） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7.1  校長研修講座① 

 

 7.2  初任者研修講座④ 



 

- 62 - 

 7.3   約 20 年ぶりにデザインを変更した新

紙幣の発行と流通が始まる。新紙幣の

肖像は、1 万円札が渋沢栄一、5 千円札

が津田梅子、千円札が北里柴三郎 

 

 

 7.8   文科省、27 年度の全国学力・学習状

況調査（全国学力テスト）からパソコ

ン端末を活用してオンラインで出題・

解答する方式（CBT）に全面移行する

案を専門家会議に示す。秋にも正式決

定の予定 

 7.10  大学入試センター、来年 1 月の大学入

学共通テストの受験案内を公表。眼鏡

型端末「スマートグラス」や腕時計型

端末「スマートウォッチ」の使用禁止

を初めて明示 

 7.11  文科省、パブリックコメント（意見公

募）のため、不登校児童生徒によるフ

リースクールなどの学校外学習成果を

学校の成績に反映できることを明確化

した学校教育法施行規則改正案を公表 

 7.12  文科省、パブコメのため、「いじめの

重大事態の調査に関するガイドライン

（素案）」を公表。重大事態発生時の学

校の対応手順などを示す 

 7.18  全日本教職員組合（全教）が、教職員

未配置実態調査の結果を発表。回答し

た 37 都道府県 10 政令市で 4051 人分

の教職員が未配置に 

 7.19  こども家庭庁、放課後児童クラブ（学

童保育）への待機児童数は 1 万 8462

人（5 月 1 日時点）で、過去最多と発

表 

 

 

 

 

 

 7.24  日本の人口は 1 億 2488 万 5175 人、

うち日本人は 1 億 2156 万 1801 人で

15 年連続の減少。一方、外国人は 332

万 3374 人で初めて 300 万人を突破。

総務省の住民基本台帳に基づく人口動

態調査（24 年 1 月 1 日現在） 

 

 

 7.26  パリ五輪が開幕（日本時間 27 日未明） 

    中教審の特別部会、公立学校教員の特

遇改善と働き方改革に関する総合対策

の工程表をまとめる。小学校の教科担

任制は 25 年度から３、4 年生に拡大、

教職調整額の引き上げでは来年の通常

国会に教職員給与特別措置法（給特法）

の改正案を提出 

 7.27   国連教育科学文化機関（ユネスコ）の

世界遺産委員会、新潟県の「佐渡島の

金山」の世界文化遺産への登録を決定 

 7.29  文科省、24 年度の全国学力テストの

結果を公表。平均正答率は、小学校は

国語が 67.8％、算数が 63.6％、中学校

は国語が 58.4％、数学が 53.0％で中学

校国語は 19 年度の出題方式変更以降

で最低に 

 

 7.3  小学校理科担当者会 

 

 7.4  生徒指導担当者研修講座④ 

    児童指導担当者研修講座②  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7.12 特別支援学級新担任者研修講座③  

 

 

 

 

 

 

 

 7.19  給食終了（小・ろう） 

 7.21 夏季休業開始 

    

 

 

    

 7.23 社会科研修講座（AM） 

    支援教育研修講座②（PM） 

    児童生徒健康・体力向上推進研修講座（PM） 

 7.24 小学校等体育科夏季研修講座①② 

    就学前教育と小学校教育の 

                  連携研修講座③（AM） 

    学校事務職員第 1 回研修会（PM） 

 7.25 英語授業力向上研修講座(小学校・中学校) 

    学校水泳指導法研修講座①（AM） 

    支援教育研修講座③（PM） 

     

 7.26 学校水泳指導法研修講座②（AM） 

    生活科研修講座（PM） 

    総合的な学習の時間研修講座（PM） 

    学校食育研修講座（PM） 

 

 

 

 

 7.27 第 41 回中学校演劇発表会（～28 日） 

 

 

 7.29 算数科／数学科研修講座（AM） 

  

 

 7.30 幼児教育研修講座（AM） 

    司書教諭研修講座（AM） 

    学校司書研修講座（PM） 

    道徳教育研修講座（PM） 

 7.3  新任総括教諭研修講座② 

    第 14 期教師塾⑩ 

    学校情報化推進部会Ⅰ－② 

    学校情報化推進部会Ⅱ－② 

 7.5  校務情報化研修②－1 

 7.6  土曜科学教室 

    スキルアップ研修講座① 

 

 

 

 

 

 7.10 人権教育指導者養成研修講座① 

    校務情報化研修②－2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7.12 校務情報化研修②－3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7.22 サイエンスサマー 

    パワーアップ研修講座(理科)①② 

    教職 5 年経験者研修講座④（AM） 

    教育課題研修講座①（PM） 

 7.23 初任者研修講座⑤⑥ 

 

    

 7.24 中堅教諭等資質向上研修講座④⑤ 

    コミュニケーション研修講座①（PM） 

 

 

 7.25 ICT 活用実践研修講座①② 

    教育課題研修講座②（AM） 

    理科基礎技術研修講座③（AM） 

    人権教育担当者研修講座②（PM）    

 7.26 学校づくり研修講座①（AM） 

    科学教養研修講座①（AM） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7.29 夏季大学（AM） 

    教職 2 年経験者研修講座④（PM） 

    コミュニケーション研修講座②（PM）     

 7.30 夏季大学（PM） 

    学校づくり研修講座②（PM） 

 7.31 初任者研修講座⑦ 

    理科基礎技術研修講座④⑤ 
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 8.2  市区町村の 11％が「過少規模の学校

があるが、統合の対象となリ得る学校

がない」と回答。文科省の 2023 年度

学校規模の適正化実態調査 

 

 

 

 

 

 8.7   第 106 回全国高校野球選手権大会が

開幕。猛暑対策で試合を午前中と夕方

に分けて開催する「2 部制」を一部導

入 

 8.8  公立校に通う小中高校生で日本語指

導が必要な児童生徒は6万9123人（23

年 5 月時点）で最多に。文科省の「日

本語指導が必要な児童生徒の受入状況

等調査」 

 8.11  第 33 回夏季五輪パリ大会が閉幕。日

本のメダル獲得数は金 20、銀 12、銅

13 の計 45 個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 8.23  スポーツ庁と文化庁、26 年度以降の

公立中学校の部活動の地域移行に向け

て「地域スポーツ・文化芸術創造と部

活動改革に関する実行会議」の初会合

を開く。23～25 年度の改革推進期間の

次の地域移行方針を検討 

 8.27  中教審、「『令和の日本型学校教育』を

担う質の高い教師の確保のため環境整

備に関する総合的な方策について」を

盛山文科相に答申。教員の教職調整額

の最低 10％以上引き上げなどを盛り

込む 

 8.28  第 17 回夏季パラリンピック・パリ大

会が 28 日に開幕（日本時間 29 日未

明） 

    文科省、24 年度の学校基本調査（速

報値）の結果（5 月現在）を公表。小学

生の在学者数は 594 万 1729 人で初め

て 600 万人を下回り、35 年連続で過

去最少を更新。中学生は 314 万 1166

人で 3 年連続過去最少を更新。増加し

ていた大学（学部）生は 262 万 8539

人で、10 年ぶりに減少に転じる 

 8.29  文科省が、25 年度予算概算要求を発

表。一般会計総額は 24 年度予算比

11.5％増の 5 兆 9530 億円。公立学校

教員の教職調整額（現行 4％）の 13％

への引き上げ、小中学校など教職員定

数の 7653 人増などを要求 

    文科省、学校教育法施行規則の一部改

 8.1  横須賀市小学校教育課程研究会 2 日目 

 8.2  横須賀市中学校教育課程研究会 2 日目 

  

 8.5  幼稚園教育課程研究会（AM） 

    中学校全国・関東大会出場選手激励会（AM）

音楽科研修講座（PM） 

    中学校連合生徒会役員研修会（～6 日） 

    中学校管理職研修 

 8.6  第 21 回 中学生創造アイディアロボット 

            コンテスト横須賀大会 

 8.7  学校閉庁日 

    神奈川県小・中学校教育課程研究会  

             運営委員会（AM）    

 

 8.8  学校閉庁日   

 8.9   学校閉庁日  

 

 

 

 

 8.13 学校閉庁日 

    情報システムサービス停止(終日) 

 8.14 学校閉庁日 

 8.16 小学校等体育科夏季研修講座③（AM） 

    体育科／保健体育科指導法研修講座（PM） 

 8.19  中学校・高等学校等保健体育科 

            夏季研修講座①（AM） 

    外国語科（外国語活動）研修講座（PM） 

    体育実技研修講座（PM） 

    学校保健研修講座（PM） 

 8.20 神奈川県小・中学校教育課程研究会（PM） 

    中学校・高等学校等保健体育科 

              夏季研修講座②③ 

 8.21 支援教育コーディネーター連絡会③  

    図画工作科／美術科研修講座（PM） 

 

 8.24 第 37 回 子どものための音楽会    

 

 8.26 国語科研修講座（PM）   

 

 

 8.27 夏季休業終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 8.29 給食開始（小・ろう） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 8.3  土曜科学教室   

 8.5  教職 1 年経験者研修講座（PM） 

    科学教養研修講座②（PM） 

 

 

 

 8.6  臨時的任用職員等研修講座③（AM） 

    学校づくり研修講座③（PM） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 8.16 ICT 活用実践研修講座③④ 

 

 8.19 初任者研修講座⑧⑨ 

    プログラミング教育研修講座①② 

 

 

 

 8.20  初任者研修講座⑩⑪ 

    プログラミング教育研修講座③④ 

 

 

 8.22 総括教諭研修講座（AM） 

    

 

 

 8.26 ICT 活用実践研修講座⑤（AM） 

 

 

 8.27 教育課題研修講座③（AM） 
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正を公布。小中学校の不登校児童生徒

が学校外機関や ICT（情報通信技術）

を活用した自宅学習の成果を、学校の

成績評価に反映できると明確化 

 8.30  文科省、いじめの重大事態が発生した

際の学校の対応などを示した「いじめ

の重大事態の調査に関するガイドライ

ン」を 7 年ぶりに改訂 

 

 9.2  筑波大学、マレーシアのクアラルンプ

ールに同大マレーシア校を開校。海外

で日本の学士号を授与する初の大学に     

    岡山県ＰＴＡ連合会が、会員減少を理

由に今年度末で解散すると発表。都道

府県単位のＰＴＡ組織の解散は全国初 

 9.4   文科省、中央教育審議会のデジタル教

科書推進ＷＧの初会合を開催。次期学

習指導要領でのデジタル教科書の位置

付けを検討 

 9.6  大学入試センター、大学入学共通テス

トの出願手続きを 26 年 1 月実施分か

らオンライン化すると発表。志願者は

高校を通さず直接出願へ 

    22 年度に通級指導を受けた児童生徒

は、小学校が 16 万 4735 人、中学校が

3 万 1553 人、高校が 2055 人の合計 19

万 8343 人（前年度比 1 万 4464 人増）

で過去最多を更新。文科省の 22 年度

「通級指導実施状況調査」 

 9.8  第 17 回夏季パラリンピック・パリ大

会が閉幕。日本はメダル 41 個（金 14、

銀 10、銅 17）を獲得 

 9.10  政府、いわゆる「キラキラネーム」に

対応するため、戸籍の氏名に読み仮名

を記載する改正戸籍法を 25 年 5 月 26

日から施行すると閣議決定 

 9.17  1 ヵ月のうち本を「（1 冊も）読まな

い」という者は 63％で、08 年度の調

査開始以来最多に。文化庁の 23 年度

「国語に関する世論調査」 

 9.18  文科省、「今後の教育課程、学習指導

及び学習評価等の在り方に関する有識

者検討会」がまとめた「論点整理」を

公表。総授業時数を現行以上に増やさ

ないと明記。カリキュラム・オーバー

ロード（教育内容の過積載）が次期学

習指導要領改訂の課題に 

 9.19  米大リーグ、ドジャースの大谷翔平選

手が、メジャー史上初のシーズン「50

本塁打、50 盗塁」を達成 

 9.30  文科省、中教審答申（8 月 27 日）を

受け、教員の確保・働き方改革を都道

府県教委などに通知。標準授業時数を

上回る教育課程（年間 1086 時間以上）

を編成する学校に見直しを要請         

    公立小中学校等の冷房化率（9 月 1 日

時点）は、「普通教室」が 99.1％、「特

別教室」が 68.7％、「体育館等」が

22.1％。文科省の「空調設備設置状況

調査」 

10.1  青森県、公立小中学校の学校給食無償

化を開始。都道府県単位の無償化は全

国初 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9.2  中学校長会 

 

 

 

 

 

 9.4  支援教育研修講座④ 

    夏季休業中のポスター・標語等の一括受付 

                   （10 日） 

 9.5  生徒指導担当者研修講座⑤   

 9.6  読書感想文提出締切 

 

 9.7  よこすか子ども発明展（～8 日） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9.10 小学校校長会 

 9.11 読書感想文審査準備会 

 9.13 読書感想文 1 次審査会 

 

 9.17 読書感想文 2 次審査会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9.19 県公立小学校長会・新任校長研修会 

 9.20 令和 6 年度第 2 回小・中学校教育課程研究会 

         運営委員会（小 AM・中 PM） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.3  生徒指導担当者研修講座⑥ 

10.4  学習支援員連絡会 

10.5   不登校児童生徒・高校中退者等のための 

         不登校相談会・進路情報説明会 

 

 

 

 

 8.30 学校情報化推進部会Ⅲ－② 

 

 

 

 

 

 9.3  初任者研修講座⑫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9.6  中堅教諭等資質向上研修講座⑥ 

 

 9.7   土曜科学教室 

    スキルアップ研修講座② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9.11 臨時的任用職員等研修講座④ 

     学校情報化推進部会Ⅴ－② 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.5 土曜科学教室 

   スキルアップ研修講座③ 
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10.7   大学入試センター、来年 1 月実施の大

学入学共通テストの出願を締め切る。

出願者数は 48 万 4568 人（午後 5 時現

在）で、前年同時点より 1 万 9099 人

増 

10.8   札幌市教育委員会、2021 年に当時小

学校 3 年生の男子児童が中学校 1 年生

の男子生徒から性被害を受けた件で、

いじめ防止対策推進法の「重大事態」

に当たると認定した第三者委員会の調

査報告書を公表 

10.9   来春の国公立大入試で理工系分野に

女子枠を設けるのは 30 大学 37 学部

で、今春の 2 倍以上に。文科省の 25 年

度「国公立大学入学者選抜の概要」 

10.11  ノルウェー・ノーベル委員会、今年の

ノーベル平和賞を日本原水爆被害者団

体協議会（日本被団協）に授与すると

発表 

10.15  GIGA スクール構想の一環で、国の補

助金を利用して公立高校生徒に貸与す

る学習用端末のうち、約 3 万 2800 台

（34％）が一度も使われずに放置。会

計検査院の調査で判明 

 

 

 

10.23  スポーツ庁、中学校部活動の地域移行

で、26～31 年度を「改革実行期間」と

位置付け、地域移行を「地域展開」に

名称変更、対象を平日にも拡大すると

の中間まとめ案を、「地域スポーツ・文

化芸術創造と部活動改革に関する実行

会議」のワーキンググループに示す 

10.29  政府、24 年版自殺対策白書を閣議決

定。23 年の小中高生の自殺者は 513 人

で、過去最多だった前年の 514 人と同

水準で高止まり 

10.31  文科省、23 年度「児童生徒の問題行

動・不登校等生徒指導上の諸課題に関

する調査」の結果を公表。小中学生の

不登校は 11年連続増の 34万 6482人、

学校が認知したいじめは全体で 73 万

2568 件、うち「重大事態」は 1306 件

で、いずれも過去最多を更新 

 

 

 

11.5  コミュニティ・スクール（学校運営協

議会制度）を導入する学校は 2 万 153

校で、公立学校全体の 58.7％に。文科

省の実施状況調査で判明 

11.7   文科省の「学校・教師が担う業務の 3

分類」を教員の計 3 割以上が「知らな

い」と回答。全日本教職員連盟の教員

勤務実態・意識調査 

11.8   いじめ防止対策に関する関係省庁連

絡会議、いじめ「重大事態」を分析す

る専門家会議の設置、いじめ防止教育

のモデル構築など 8 項目のいじめ防止

対策重点項目を決定 

 

11.11  財務省、財政制度等審議会の分科会

で、教員の時間外勤務時間を減らすこ

とを条件に、教職調整額を段階的に引

10.7   中学校長会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.9  人事校長会議 

 

 

 

10.11  前期終業式 

 

10.12  主張の会 

 

10.15  後期始業式 

10.16 学力向上担当者会②  

   

10.18 進路事務担当者連絡会② 

10.19 中学校駅伝競走大会（男子 75 回・女子 4１

回） 

10.20 中学校駅伝競走大会（予備日） 

10.22 小学校校長会  

10.23 支援教育研修講座⑤ 

    特別支援学級担当者会② 

 

10.24 浦賀中学校研究発表会（中間発表） 

 

 

 

 

10.30 支援教育コーディネーター連絡会④ 

    支援教育研修講座⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.2   就労支援のための合同学習会  

11.4  The 12th YOKOSUKA English World 

11.5  中学校長会 

 

11.6  小中一貫教育に関する日 

 

11.7  生徒指導担当者研修講座⑦ 

 

 

 

11.8  教育課程実践検証協力校授業公開 

               （池上中学校） 

    県公立小学校長会 

         横須賀地区管理運営研究会 

11.9  第 56 回小学校児童陸上記録大会 

11.10 第 56 回小学校児童陸上記録大会（予備日） 

 

11.12  横須賀市高等学校教育課程研究会 

    小学校校長会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.15 初任者研修拠点校指導教員研修講座③ 

10.16 教職 1 年経験者研修講座⑤ 

    第 15 期教師塾① 

10.18 中堅教諭等資質向上研修講座⑦ 

    校務情報化研修③ 

 

 

10.22 初任者研修講座⑬ 

10.23  人権指導者養成研修講 

 

 

 

10.25 パワーアップ研修講座（ミライシード④） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.1  パワーアップ研修講座（ミライシード⑤） 

 

 

11.5  初任者研修講座⑭－1 

    中堅教諭等資質向上研修講座⑧－１ 

    拠点校指導教員研修講座④－１ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

11.12  初任者研修講座⑭－2 

    中堅教諭等資質向上研修講座⑧－2 
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き上げる案を示す。将来的な教員への

残業代支給にも言及 

 

 

 

 

11.15  阿部文科相、産休・育休の代替教員確

保のため、現行の非正規教員に代わり、

正規教員も充てられるよう検討してい

ると閣議後記者会見で表明 

11.17  国家資格化後初の日本語教員試験が

全国 8 地域 12 会場で実施される 

 

 

 

 

 

 

 

11.25  全国知事会、文科省の全国学力・学習

状況調査（全国学力テスト）の結果発

表方式について、都道府県知事の 14 人

（30％）が「全国状況のみ」、25 人

（53％）が現行の「都道府県・政令市

別」を支持しているとのアンケート結

果を全国知事会議で報告 

11.27  裸眼視力が 1.0 未満の子供は、小学生

が 37.8％、中学生が 60.9％、高校生が

67.8％で高止まり。文科省の 23 年度

「学校保健統計調査」 

11.28  オーストラリア議会、16 歳未満の

SNS 利用を禁止する世界初の法案を

可決 

11.29  阿部文科相、全国学力テストの結果発

表方法の見出しについて、有識者会議

で検討する意向を閣議後記者会見で示

す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.16  神戸市教育委員会、26 年 9 月から平

日・休日の中学校部活動を地域クラブ

活動に移行すると発表 

12.17  政府、産休・育休代替に正規教員を充

てた場合も人件費の 3 分の 1 を国庫負

担（現行は臨時講師のみ対象）する政

令改正を閣議決定 

    文科省、都道府県が策定する教員育成

指標の中に、校長の役割として学校の

働き方改革を加えた指標策定指針の改

正案を公表。働き方改革の進捗が校長

の評価項目に 

12.18  スポーツ庁と文化庁の「地域スポー

ツ・文化芸術創造と部活動改革に関す

る実行会議」が、中間とりまとめを公

表。公立中学校の部活動の「地域移行」

を「地域展開」に名称変更、26～31 年

 

11.13 教育課程実践検証協力校授業公開 

               （長沢中学校） 

    児童指導担当者研修講座③ 

    児童生徒造形作品展担当者会  

11.14 学校事務職員研修会（事務主査） 

11.15 野比中学校研究発表会（本発表） 

    読書感想画提出締切 

 

 

 

11.19 田浦中学校研究発表会（中間発表） 

    武山中学校研究発表会（中間発表） 

11.20 岩戸小学校研究発表会（本発表） 

    県スクールカウンセラー連絡協議会② 

11.21 児童生徒ふれあい作品展搬入 

11.22 第 14 回児童生徒ふれあい作品展（～26 日） 

    読書感想画審査準備会 

11.23 第 42 回児童生徒表現運動・ダンス発表会 

 

11.26 児童生徒ふれあい作品展搬出 

 

 

 

 

 

11.27 教育課程実践検証協力校授業公開 

               （桜小学校） 

 

    支援教育コーディネーター連絡会⑤ 

11.28  学校事務職員研修会（主任事務主事） 

 

 

11.29 教育課程実践検証協力校授業公開 

               （浦賀小学校） 

11.30 中学校スポーツ技術講習会 

             （後期 ソフトテニス） 

12.2  進路事務担当者連絡会③ 

12.3  読書感想画審査会 

    中学校長会 

12.4  第 58 回小学校児童ボール運動大会 

12.5  生徒指導担当者研修講座⑧ 

12.6  令和 6 年度第 3 回小・中学校教育課程研究会

運営委員会（小 AM・中 PM） 

    デジタル教科書（中学校外国語）活用研修② 

12.10 令和 7 年度学級編制説明会 

    

12.13 小学校校長会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.18 学校運営協議会情報交換会 

    学校事務職員第 2 回研修会 

 

 

 

    拠点校指導教員研修講座④－2 

11.13 学校運営研修講座④ 

    第 15 期教師塾② 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.19  初任者研修講座⑭－3 

    中堅教諭等資質向上研修講座⑧－3 

    拠点校指導教員研修講座④－3 

 

 

11.22 校長・園長研修講座②（AM） 

    副校長・教頭研修講座②（PM） 

 

 

11.26  初任者研修講座⑭－4 

    中堅教諭等資質向上研修講座⑧－4 

    拠点校指導教員研修講座④－4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.29 学校情報化推進部会Ⅰ－③ 

    学校情報化推進部会Ⅱ－③ 

11.30  土曜科学教室 

 

 

 

 

 

 

 

12.7  土曜科学教室 

 

 

12.11 学校運営研修講座⑤ 

    臨時的任用職員等研修講座⑤ 

    学校情報化推進部会Ⅴ－③ 

    第 15 期教師塾③ 

 

12.17  初任者研修講座⑮ 
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度を「改革実行期間」に設定 

12.20  23 年度に精神疾患で休職した公立学

校教職員は 7119 人で過去最多に。文

科省の人事行政状況調査 

    スポーツ庁、24 年度「全国体力・運

動能力、運動習慣等調査」の結果を公

表。小 5 女子の体力合計点が過去最低

を更新 

12.24  加藤勝信財務相と阿部俊子文科相、

25 年度予算案の閣僚折衝で、現行 4％

の教職調整額を 26 年 1 月に 5％、30

年度までに 10％へ段階的に引き上げ

ることで合意。中学校への 35 人学級

導入も決定 

12.25  阿部文科相が、「初等中等教育におけ

る教育課程の基準等の在り方」と、「多

様な専門性を有する質の高い教職員集

団の形成を加速するための方策」を中

教審に諮問。次期学習指導要領の改訂

に向けた議論が本格的にスタート 

    内閣府の公益認定等委員会、公益社団

法人日本 PTA 全国協議会に対して、運

営状況の是正を勧告 

12.26  23 年度実施の教員採用試験の全体倍

率は 3.2 倍で小中高校すべてで過去最

低、特に小学校は 2.2 倍で 5 年連続過

去最低を更新。文科省の 24 年度（23

年度実施）公立学校教員採用試験実施

状況調査 

    文科省、生成ＡＩ（人工知能）の学校

現場での利活用に関するガイドライン

の改訂版を公表 

 

 

 1.7   徳島県の後藤田正純知事、子供が平日

に学校を休み、校外で体験活動などを

できるようにする「ラーケーション」

を 2025 年度から県立学校に導入する

と発表 

 1.9    全日本教職員組合(全教)が、教職員未

配置実態調査の結果を発表。34 都道府

県 11政令市で 4739人(10月 1日時点)

が未配置に 

 

 

 

 1.15  国立教育政策研究所、小学 4 年生から

中学 3 年生を対象に実施した「いじめ

追跡調査」(19～22 年度）の分析結果

を公表。多いいじめ被害は「仲間はず

れ、集団による無視をされる」 

     経済状況が厳しい家庭に給食費など

を支援する「就学援助制度」を利用し

た小中学生は、23 年度は 121 万 8340

人で 12 年連続の減少。文科省の「就学

援助実施状況調査」 

 1.21  文科省、中央教育審議会のワーキング

グループに、デジタル教科書を「正式

な教科書」に位置付けることを盛り込

んだ論点整理を提示。紙かデジタルか

は教委の選択制として、30 年度からの

使用を想定 

 1.22  大学入試センター、大学入学共通テス

トの平均点（中間集計）を発表。初め

て出題された科目「情報Ⅰ」は 73.10

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.25 給食終了（小・ろう） 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.26 冬季休業開始  

12.27 学校閉庁日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1.6  冬季休業終了 

    中学校長会 

 

 1.8  給食開始（小・ろう） 

    支援教育コーディネーター連絡会⑥ 

  

 1.9   生徒指導担当者研修講座⑨ 

    読書感想画展作品展示 

    児童生徒造形作品展作品搬入（～10 日）  

 1.10 第 35 回読書感想画展 

        （～14 日、ただし 13 日は休館）  

 1.11  第 77 回児童生徒造形作品展（～27 日） 

 1.14 読書感想画展作品搬出 

 1.15  児童指導担当者研修講座④ 

    デジタル教科書（小学校外国語）活用研修② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1.21 小学校校長会 

 

 

 

 

 

 1.22 小中一貫教育に関する日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.26 理科基礎技術研修講座⑥（AM） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1.14 初任者研修講座⑯ 

 1.15  第 15 期教師塾④ 

  

 1.17 教職 1 年経験者研修講座⑥ 
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点とやや高めに 

 1.23  文科省、「外国人の子供の就学状況の

把握・就学促進に関する取組事例」と

「日本語指導が必要な児童生徒の受入

状況等に関する取組事例」をホームペ

ージに公開 

 

 

 

 1.29  24 年の小中高校生の自殺者数は 527

人で過去最多に。厚労省の自殺者数(暫

定値)まとめ 

 1.30  次期学習指導要領の基本的方向性を

検討する中教審の「教育課程企画特別

部会」が発足。学習指導要領の改訂作

業が本格的にスタート 

 1.31  全国の夜間中学は 53 校、生徒数は

1969 人（24 年 5 月時点）。文科省の夜

間中学等に関する実態調査 

   

 

 

 

 2.6  大学入試センター、今年 1 月に実施し

た大学入学共通テストの最終集計を公

表。平均点は、理科の「物理基礎」(50

点満点)が 24.78 点、「化学」(100 点満

点)が 45.34 点で、前身の大学入試セン

ター試験を通じて過去最低に。また、

新科目の「情報Ⅰ」(100 点満点）は

69.26 点 

 2.7  政府、教育職員の給与等に関する特別

措置法(給特法）の改正案を閣議決定。

教職調整額(現行 4％）を 26 年 1 月か

ら段階的に引き上げ、31 年に 10％へ。

また、教育委員会に教員の「業務量管

理・健康確保措置実施計画」の策定・

公表を義務付けるほか、内外の連絡調

整などを担う「主務教諭」の職を新設 

 2.12  文科省、24 年度学校保健統計調査の

結果を公表。裸眼視力 1.0 未満の子供

の割合が、小学校・中学校・高校でい

ずれも過去最多 

 

 2.14  中教審のデジタル教科書推進ワーキ

ンググループ(WG)、デジタル教科書を

「正式な教科書」として認めることを

柱とした「中間まとめ」を公表。紙か

デジタル、そのハイブリッドかは、教

委が選択。デジタル教科書の使用は 30

年度からを想定 

 2.17  法務省、戸籍の名前に読み仮名を記載

する改正戸籍法の 5 月施行を前に、ど

のような読み仮名を認めるかの自治体

向け指針案を発表。いわゆる「キラキ

ラネーム」の可否判断の基準に 

 2.25  自民、公明両党と日本維新の会、高校

授業料の無償化と学校給食の無償化な

どについて党首間で合意。25 年度から

国公私立を問わず全対象世帯に就学支

援金を支給。26 年度からは所得制限を

撤廃して私立高校の支援金支給上限を

引き上げる。また、26 年度から小学校

の給食無償化を実施と明記 

 2.27  24年に日本で生まれた子供の数(外国

 

 1.23 児童生徒書写作品展作品搬入 

 

 1.24 児童生徒書写作品展（～28 日） 

 1.25 第 39 回中学校演劇講習会（2 日目） 

 

 

 1.28 児童生徒書写作品展作品搬出 

    児童生徒造形作品展作品搬出 

 1.29  第 44 回体力つくり実践研究発表大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2.3  中学校長会 

 2.4  教科用図書事務担当者会③ 

 2.5  就学前教育と小学校教育の連携研修講座④ 

    修学旅行（～2/9 日）【横須賀総合高（全日制）】 

 2.6  生徒指導担当者研修講座⑩               

 

 

 

 

 

 

 

 2.7  令和 7 年度 第 1 回 

     小・中学校教育課程研究会運営委員会 

              〔中ＡＭ・小ＰＭ） 

 

 

 

 

 

 2.12 横須賀市学校保健大会 

    特別支援学級新担任者研修講座⑥ 

    小学校外国語教育推進研修② 

    国際教室担当者連絡会②   

 2.13  県公立小学校長会研究大会座間大会（大和市） 

 2.14 小学校校長会 

 

 2.15 市制施行記念日 118 周年 

  

 

 

 

 

 

 2.19 支援教育コーディネーター連絡会⑦ 

    小学校キャリア教育担当者会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1.24 教職 5 年経験者研修講座⑤ 

 1.25 みんなの理科フェスティバル 

    （よこすか子ども発明展・ 

              科学賞表彰式） 

 1.28 教職 2 年経験者研修講座⑤ 

 

 1.29 新任総括教諭研修講座④（小・中） 

              ⑤（高・特） 

    ICT 担当者会② 

 

 

 

 

 1.31  中堅教諭等資質向上研修講座⑨ 

    学校情報化推進部会Ⅲ―③ 

 

 

 

 2.5  人権教育指導者養成研修講座③ 

     学校情報化推進部会Ⅰ-④ 

    学校情報化推進部会Ⅱ-④ 

 

 

 

 

 

 

 

 2.7  学校情報化推進部会Ⅴ-③ 

    

 

 

 

 

 

 

 2.12 校務情報化研修④⑤－１ 

    第 15 期教師塾⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2.18  初任者研修講座⑰ 

 2.19  校務情報化研修④⑤－２ 

 

 2.21  校務情報化研修④⑤－３ 
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人を含む）は 72 万 988 人で、9 年連

続で減少し過去最少に。厚生労働省の

人口動態統計(速報値) 

 2.28  子供の自殺を社会課題の一つとして

「強く認識している」「どちらかといえ

ば認識している」と回答したのは子供

83.7％に対して、大人は 62.0％にとど

まる。1 月にこども家庭庁が実施した

「こどもの自殺に関する意識調査」 

 

 

 3.4   教職員団体加入率は 26.8％(24 年 10

月 1 日時点)で、49 年連続の低下。う

ち日教組は 18.8％、48 年連続で低下。

文科省の教職員団体加入状況調査 

 3.5  文科省、「『令和の日本型学校教育』を

推進する学校の適正規模・適正配置の

在り方に関する調査研究協力者会議」

の初会合を開く。少子化時代における

小中学校の適正規模などを検討 

 3.10  文科省、「2040 年を見据えて社会とと

もに歩む私立大学の在り方検討会議」

の初会合を開催。少子化時代の私大の

役割などを検討 

 3.12  スポーツ庁の地域スポーツクラブ活

動ワーキンググループ(WG)、部活動の

地域移行に関する「最終とりまとめ」

素案を公表。次期学習指導要領の改訂

では、部活動について「地域クラブ活

動の普及・定着を前提とした記載」に

すると明記 

 3.18  大学入試センター、来年の大学入学共

通テストから出願手続きを電子化する

と発表。共通テスト出願は、高校経由

から受験者個人がネットで手続きへ 

    文化庁の地域文化芸術活動 WG、文化

部活動の地域移行に関する「最終とり

まとめ」素案を公表。移行先の地域ク

ラブは「国が定義・要件等を示した上

で、地方公共団体において認定」 

 3.19  文科省、「学びの多様化学校(いわゆる

不登校特例校）」に 23 校を指定。25 年

度のと特例校は 23都道府県で計 58校

(公立 37、私立 21）に 

 3.25  文科省、26 年度から主に高校 1 年生

で使われる教科書の検定結果を公表。

生成 AI(人工知能)などに関する記述が

急増 

 3.26  国立教育政策研究所、大規模災害発生

時の学校の対応、早期再開に向けたノ

ウハウをまとめた「被災地における学

校再開に向けた施設面での課題と工夫

に関する調査研究」報告書を公表 

 3.28  24 年度の国公立小中学校などで、校

舎のエレベーター設置は 31.2％、バリ

アフリートイレは 74.3％などにとど

まる。文科省の学校バリアフリー化実

態調査 

 3.31  子供が 3 人以上いる多子世帯の大学

授業料無償化などを盛り込んだ改正大

学等修学支援法が参院本会議で可決、

成立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3.3  横須賀総合高 卒業式 

     中学校長会 

 3.4  小学校校長会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 3.12 中学校卒業式 

    生徒指導担当者研修講座⑪ 

 

 3.13 大楠幼稚園 卒園式 

 

 3.17  給食終了（小・ろう） 

  

 3.18 小学校卒業式（5～8 部会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3.19 小学校卒業式（1～4 部会） 

 

 

 

 3.25 修了式 

 

 

 

 3.26 学年末休業開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3.31 退職辞令交付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 3.5   第 15 期教師塾⑥ 

 

 3.7  長期研究員研究発表会  
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